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フォント規則 

当ガイドをご使用いただく前に、文書内の表記上の規則をご理解くださいますようお願い致

します。 

特殊な意味を持つ箇所は、以下のフォントで区別しています。 

表記 意味 例 

特殊太字 メニューオプション、コマ

ンドボタン、リスト内の項

目など、ユーザが選択する

必要のある項目。 

［システム］タブに進みます。 

 章、セクション、サブセク

ションのタイトル。 
「基本管理」の章を参照してくだ

さい。 

斜体 初出用語または実際の名前

や値に置き換えられるコマ

ンドラインのプレースホル

ダの指定などの、重要な箇

所を強調するために使用さ

れます。 

システムはいわゆるワイルドカ
ード文字検索に対応しています。 

固定幅フォント コマンド、ファイル、ディ

レクトリの名前。 
ライセンスファイルは
http://docs/common/licen
ses ディレクトリにあります。 

書式設定済みフォント コマンドラインセッション

での画面出力、XML、C++、
その他のプログラミング言

語のソースコード。 

# ls –al /files 
total 14470 

書式設定済み太字 入力した文字をコンピュー

タ画面上の出力と区別。 

# cd /root/rpms/php 

アルファベット大文字 キーボード上のキーの名前 SHIFT、CTRL、ALT 

KEY+KEY ユーザがあるキーを押しな

がら他のキーを押す必要が

あるキーの組み合わせ。 

CTRL+P、ALT+F4 
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フィードバック 

当ガイドの表記ミスを見つけた場合や、当ガイドをより良いものにするアイデアがある方は、

sales@parallels.co.jp 宛てにお知らせいただければ幸いです。間違いを見つけた場合は、章、

セクション、サブセクション名や該当部分の文章を提示して問題を特定しやすいようにして

くださいますようお願い致します。 

 



 

  
 

本章では、Parallels Plesk Panel バージョン 9 またはそれ以前のバージョンを使用して

いたホスティングサービスの顧客を対象に、Panel の重要な変更点や、Panel のアップ

グレード中にアカウントやサイトを Parallels Plesk Panel 11 に移行した後でユーザに

発生する可能性がある問題を説明します。 

重要なコンセプト 

 「ドメイン」が「契約」に変更されました。 

「ドメイン」の概念に代わるものとして「契約」が導入されました。「契約」とは、

特定のリソースとサービスを使用して複数のサイト（ドメインとサブドメイン）を

実行できるホスティング単位です。1 つの契約でマルチドメインホスティングを行

う場合、IP アドレスは 1 つに限定されます。IP アドレスを複数使用してサイトをホ

スティングする必要がある場合は、契約を追加購入してください。 

 クライアントのリソースは、契約のリソースとなりました。 

ドメインや契約に対して顧客がリソースを再割り当てする必要はなくなりました。

それぞれの契約には、ホスティングプランごとに決められたリソースセットが割り

当てられます。 

 一般に、SSL 証明書は契約のすべてのドメインに共有されます。 

一般に、契約内のすべてのサイトが 1 つの SSL 証明書を共有します。契約内のすべ

てのサイトを保護したい場合は、マルチドメイン用（ワイルドカード）SSL 証明書

の購入をお勧めします。Panel が SNI をサポートする場合は、ドメインごとに証明

書を持たせることもできます。 

SiteBuilder のアップグレードに関する注記 

 Panel 11 には Web Presence Builder（旧 SiteBuilder）が付属しますが、SiteBuilder 
4.5 を使用することもできます。 

Parallels Web Presence Builder は、ウェブサイトを迅速かつ効率的に作成すること

を可能にする Panelコンポーネントです。SiteBuilder付きで Pleskを Parallels Plesk 
Panel 11 にアップグレードしても、SiteBuilder コンポーネントはアップグレードさ

れず、代わりにWeb Presence Builderがサーバにインストールされます。SiteBuilder 
4.5 も引き続き使用できますが、SiteBuilder 4.5 で作成したウェブサイトに対して実

行できる操作は、編集と公開に限られます。 

 ウェブサイトをSiteBuilder 4.5からWeb Presence Builderに移管することはできま
すが、いくつかの制限事項があります。 

第 1 章  
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SiteBuilder 4.5 で作成したウェブサイトを Web Presence Builder にインポートする

ことはできますが、この機能には、いくつかの制限事項があります。インポート後

のウェブサイトで、一部の要素が損失または破損している場合があります。インポ

ート前のサイトとインポート後のサイトを比較して、不足しているコンテンツがあ

れば手動で追加することをお勧めします。 

SiteBuilder 4.5 サイトの Web Presence Builder へのインポートについて詳しくは、

「SiteBuilder 4.5 からサイトをインポートする（164ページ）」を参照してください。 

セキュリティの高いコンテンツの保存に関する変更 

 httpdocsは、セキュアSSL経由でアクセスするウェブコンテンツの保存に唯一使用
できるディレクトリです。 

これらのウェブコンテンツを別ディレクトリに保存するオプションは廃止されまし

た。1 つのディレクトリ（httpdocs）にすべてのウェブコンテンツが保存されます。 

Parallels Plesk Panel 11 へのアップグレード後も httpsdocs ディレクトリはウェ

ブスペースに残りますが、FTP 経由でウェブスペースにファイルをアップロードす

るときは、すべてのコンテンツをhttpdocsディレクトリに保存することをお勧め

します。 

これまで、SSL 保護されたコンテンツを他のコンテンツとは別のディレクトリに分

けるオプションを使用しており、APS パッケージされたアプリケーションをウェ

ブサイトの httpsdocs ディレクトリにインストールしていた場合、Panel をアッ

プグレードすると、このウェブサイトに対して互換モードがオンになります。した

がって、インターネットユーザは以前に httpsdocs ディレクトリにインストール

したアプリケーションに今後も引き続きアクセスできますが、Panel でこのアプリ

ケーションを管理することや、httpsdocs ディレクトリに新しいアプリケーショ

ンをインストールすることはできなくなります。 

このような作業を行う必要がある場合、上級ユーザは次のような手順で実施できま

す。 

1. httpsdocsディレクトリからすべてのコンテンツをバックアップし、他の場所

に保存します。まだ httpdocs にはファイルを移動しないでください。 

2. httpsdocsディレクトリにインストールされているアプリケーションで使用さ

れるデータベースをバックアップします。これには、mysqldump ユーティリテ

ィを使用します。 

3. httpsdocs ディレクトリからアプリケーションを削除します。 

4. Panel で互換モードをオフにします（［ウェブサイトとドメイン］タブでドメイ
ン名をクリックします）。 

5. 必要なアプリケーションを再インストールします。 

6. ステップ 1 でバックアップしたデータを httpdocs ディレクトリにアップロー

ドします。 

7. アプリケーションのデータベースをMySQLデータベースサーバにインポートし

て、データベースを復元します。 
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上級ユーザ以外は、以前にインストールしたアプリケーションとアップロードした

コンテンツを httpsdocs ディレクトリに残しておき、他のウェブサイトで新たに

アプリケーションをホスティングすることをお勧めします。互換モードで稼働して

いるサイトにアプリケーションをインストールする必要がある場合は、このサイト

の httpdocs（http://）ロケーションにアプリケーションをインストールします。 



 

  
 

最新調査によると、インターネットはテレビや新聞といった旧来のメディアを遥かに凌

ぎ、人々にとって重要な情報源となっています。今や、サービスを探す人が真っ先に調

べるのは、ウェブ上の情報です。そのため、適切なウェブサイトを構築することはあら

ゆる企業にとって必要不可欠です。そのためには、様々な手法があります。たとえば、

問い合わせページのみのシンプルなものから、ERP システムへのアクセスを提供する

大企業の複雑なウェブサイトまで、様々なウェブサイトがあります。いずれの場合でも、

ビジネスをオンライン化するには、同様の手順に従う必要があります。 

先に進む前に、まず、次の 2 つの重要な手順を行う必要があります。 

 ホスティングプロバイダから顧客アカウントを購入する。 
顧客アカウントとは、ウェブサイトの構築に不可欠なサービス（インターネット接

続、ウェブコンテンツを格納するためのディスク領域など）を利用するためのアカ

ウントです。Panel の顧客アカウントについて詳しくは、「顧客アカウントの管理

（36ページ）」の章を参照してください。 

 ドメイン名を登録する。 
ドメイン名とは、ユーザがウェブサイトにアクセスするためにブラウザに入力する

名前です（例： www.example.com）。 

これら 2 つの要素（ウェブホスティング管理用のアカウントとドメイン名）がウェブサ
イトの基盤となります。 

この章では、最初のウェブサイトを構築し、コンテンツを挿入し、サイトのユーザ用に

メールボックスを作成し、サイト訪問統計を確認する方法を説明します。 

高度なホスティング機能 

Panel の基本機能に慣れたところで、高度なホスティング機能を試してみましょう。た

とえば、ウェブアプリケーションをインストールして（106ページ）ウェブサイトの機

能を拡張する、SSL 証明書を使用してサイトのセキュリティを高める（114ページ）、

データベースを導入する（228ページ）といった作業が可能です。ホスティングプロバ

イダが、顧客のコントロールパネルをよりシンプルで使いやすくするために、一部の高

度な機能を無効化している場合もあります。「（高度）」とマーキングされているセク

ションで説明する機能は、無効化されている場合があります。これらのオプションの使

用を希望する場合は、ホスティングプロバイダにご相談ください。 

第 2 章  
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最初のウェブサイトをセットアップす

る 

顧客アカウントとドメイン名の用意ができたら、次の作業はウェブサイトの作成です。ウェ

ブサイト作成方法については、「1. サイトを作成する（12ページ）」のセクションで説明し

ます。 

サイトの準備ができたら、ブラウザでサイトの外観を確認できます。ブラウザでの確認方法

は、「2. サイトをプレビューする（15ページ）」のセクションで説明します。 

完璧なサイトが完成しても、見る人がいなければ効果はありません。デザイン作業がすべて

完了したら、サイトを主要な検索エンジンに登録する必要があります。検索エンジンへの登

録方法は、「3. サイトを検索エンジンに登録する（16ページ）」のセクションで説明します。 

1. サイトを作成する 
ウェブサイトの作成には、主に次の 3 つの方法があります。 

 ウェブデザイン会社にサイトの作成を依頼し、コンテンツのみを自社管理する。 

 Web Presence Builder を利用してサイトを自力で作成する。これにより、プロが作成し

たようなウェブサイトをわずか数クリックで簡単に作成できます。詳しくは、「Web 
Presence Builder（13ページ）」のセクションを参照してください。 

 サードパーティのコンテンツ管理システム（ページ、スクリプト、アプリケーションなど

のウェブサイトコンテンツを簡単に作成および編集できるエディタ）でウェブサイトを作

成する。サードパーティ製コンテンツ管理システムでのサイト作成について詳しくは、「コ

ンテンツ管理システム（13ページ）」を参照してください。 

既製のサイトを購入した場合やサイトを自力で作成した場合、サイトをウェブ上で閲覧可能

にするためには、アカウントにサイトのコンテンツをアップロードする必要があります。コ

ンテンツのアップロードには 2 つの方法があります。 

 FTP を使用： 詳しくは、「FTP 経由でコンテンツをアップロードする（15ページ）」の

セクションを参照してください。 

 統合されたファイルマネージャを使用： 詳しくは、「ファイルマネージャでコンテンツ

をアップロードする（15ページ）」のセクションを参照してください。 
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Web Presence Builder 

Web Presence Builder は、HTML マークアップやグラフィックデザインのスキルがないユー

ザでもプロが作成したようなサイトを作成できる便利なツールです。このツールは、シンプ

ルなビジュアルエディタと多種多様なウェブサイト用のテンプレートを提供します。このエ

ディタを使用して、ウェブページの作成、各種コンテンツ（テキスト、画像、動画、スクリ

プト）の追加、およびウェブサイト名、キーワード、アイコンなどのウェブサイト設定の編

集といった作業を実行できます。 

Web Presence Builder でウェブサイトを作成するには、ホスティング契約にこのオプション

が含まれていることを確認してください。含まれていない場合は、他の方法を選択するか、

契約をアップグレードしてください。 

 Web Presence Builder でウェブサイトを作成するには：  

1. ［ホーム］タブまたは［ウェブサイトとドメイン］タブに進み、［Web Presence 
Builderを起動する］リンクをクリックします。 

2. ウェブサイトに最も適したトピックを選択します。 

3. ウェブサイトを編集します。 

a. 構造： ページを追加したり、不要な事前定義ページを削除します。 

b. コンテンツ： 事前定義コンテンツを自社に合わせて変更したり、必

要な要素（テキスト、画像、動画、スクリプトなど）を追加します。 

c. デザイン： レイアウトやカラースキームを変更します。 

4. ウェブサイトを公開します。 

Web Presence Builder によるウェブサイト作成について詳しくは、「Web Presence Builder で
ウェブサイトを構築する」のセクションを参照してください。 

コンテンツ管理システム 

コンテンツ管理システム（CMS）とは、ページ、スクリプト、ファイル、マルチメディアコ

ンテンツといったウェブサイトコンテンツの追加や編集のための GUI を提供するアプリケー

ションです。 

サードパーティ CMS でウェブサイトを作成するためには、自社のホスティングアカウントに

CMS をインストールする必要があります。CMS をインストールできるのは、ホスティング

契約でそれが許可されている場合に限られます。 

 CMS を使用してウェブサイトを作成するには：  

1. [アプリケーション]タブに進みます。 
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2. 利用可能なアプリケーションのリストで、必要なCMSを探し、「ウェブサイ

トアプリケーションを使用する（106ページ）」のセクションに従ってインス

トールします。 

3. CMSでウェブサイトを作成します。CMSによるウェブサイトの作成方法につ

いて詳しくは、該当CMSのマニュアルを参照してください。  

コンテンツをアップロードする 

ウェブサイトを自力で作成済みか、ウェブデザイン会社に依頼して作成済みの場合は、ウェ

ブサイトファイルとフォルダをプロバイダのサーバにアップロードするだけです。アップロ

ードは、次のいずれかの方法で実行できます。 

 FTP を使用： この方法は、顧客アカウントにアクセスする必要がないことから、複数の

ユーザがウェブサイトのコンテンツを管理する必要がある場合に有益です。これらのユー

ザ用に FTP ユーザを作成するだけで準備完了です。この方法について詳しくは、「FTP
経由でコンテンツをアップロードする（15ページ）」のセクションを参照してください。 

 コントロールパネルのファイルマネージャを使用： この方法は、コントロールパネルの

GUI を使用するため、HTML エディタやファイルパーミッションマネージャといった便利

な機能の数々を利用することができ、より有益です。ファイルマネージャの機能について

詳しくは、「ファイルマネージャでコンテンツをアップロードする（15ページ）」のセク

ションを参照してください。 
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FTP経由でコンテンツをアップロードする 

 FTP 経由でウェブサイトを公開するには：  

1. 自社のFTPアカウントのユーザ名とパスワードを使用して、FTPクライアント

プログラムでサーバのウェブスペースに接続します。 

Panel でユーザ名とパスワードを変更するには、［ウェブサイトとドメイン］タブで［ウ

ェブホスティング設定］を選択します。 

FTP アドレスは ftp://your-domain-name.com という形式（your-domain-name.com はサ

イトのインターネットアドレス）にします。 

ファイアウォールを使用している場合は、パッシブモードを有効にします。 

2. サイトのファイルとディレクトリをhttpdocsディレクトリにアップロード

します。CGIスクリプトを使用する場合、cgi-binディレクトリにスクリプ

トを置きます。 

3. FTPセッションを終了します。 

また、ウェブサイトコンテンツに関して他のユーザとコラボレーションする必要がある場合

は、追加の FTP アカウントをセットアップすることもできます。詳しくは、「FTP アカウン

トを追加する（206ページ）」のセクションを参照してください。 

 でコンテンツをアップロードする 

自分のコンピュータから Panel サーバにファイルマネージャを使用してウェブサイトをアッ

プロードするには、コントロールパネルの［ファイル］タブを開き、このタブの中央部分に

ウェブサイトフォルダをドラッグしてください。また、圧縮 ZIP ファイルとしてウェブサイ

トをアップロード後、 に統合されたアーカイバを使用してコンテンツを展開することもでき

ます。 

 では、以下の作業も実行できます。 

 ビジュアルエディタで HTML ファイルを編集します。 

 ウェブサイトページをプレビューします。 

 テキストエディタでファイルを編集します。 

 ファイルのアクセスパーミッションを管理します。 

ウェブサイトファイルとフォルダをファイルマネージャでアップロードおよび編集する方法

について詳しくは、「ウェブサイトコンテンツを管理する（96ページ）」のセクションを参

照してください。 

2. サイトをプレビューする 
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ウェブサイトファイルをウェブスペースにアップロードすると、新しいサイトに関する情報

がドメインネームシステムにまだ反映されていなくても、ウェブブラウザでどのように表示

されるのか確認することができます。 

 サイトをプレビューするには：  

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、アカウントに関連付けられ

た複数のウェブスペースへのアクセス権がある場合は、画面上部にある［契

約］メニューで必要なウェブスペースを選択してください。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブをクリックします。 

3. 画面下にあるドメイン名のリストで、プレビュー対象のウェブサイトを探し、

対応するアイコン  をクリックします。 

新しいブラウザウィンドウにサイトが表示されます。 

注： Web Presence Builder で作成したサイトの場合、プレビューモードではサイトページへ

の保護アクセスが正しく機能しない場合があります。 

ドメイン名が未登録であっても、他のユーザにサイトを見せる必要がある場合があります。

自社のホスティングアカウントへのアクセス権限を付与することなくこれを実現する方法は

いくつかあります。詳しくは、「ウェブサイトをプレビューする（105ページ）」のセクショ

ンを参照してください。  

3. サイトを検索エンジンに登録する 
サイト訪問者を増やし、サイトへのトラフィックを拡大するためには、サイトをインターネ

ットで公開した後で検索エンジンに登録する必要があります。サイトを検索エンジンに登録

する前に、以下のようにコンテンツを最適化することによって、検索結果でサイトのランキ

ングを上げることが可能です。 

 ウェブページ内のテキストに、検索によく用いられる、サイトトピックに関連するキーワ

ードフレーズを含める。たとえば、ウェブページのテキストで、自社の製品名や興味のあ

るトピックを何度も繰り返し記述します。 

 <title> タグと <meta> タグに関連キーワードを追加する。一部の検索エンジンは、

ウェブページのメタタグに含まれるキーワードや説明を検索し、これらのキーワードを検

索結果に含めます。 

たとえば、ホスティング自動化ソフトウェアの販売会社は、ウェブサイトの HTML ページに

次のようなタグを使用すると効果的です。 

<HEAD> 
<TITLE>ホスティング自動化ソフトウェアの注文 
</TITLE> 
<META name="keywords" content="注文,ホスティング,ソフトウェア"> 
<META name="description" content="ホスティング自動化ソフトウェアの注文"> 
</HEAD> 

キーワードは、スペースを入れずコンマで区切ります。 
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ウェブサイトを最適化し、顧客アカウントで公開してから、Google、Yahoo、Bing、あるい

はその他の人気検索エンジンに登録します。 

 Google にサイトを登録するには： http://www.google.com/addurl/ 

 Yahoo にサイトを登録するには： https://siteexplorer.search.yahoo.com/submit 

 Bing にサイトを登録するには： https://ssl.bing.com/webmaster/SubmitSitePage.aspx 

 
 

メールアカウントをセットアップする 

ウェブサイトの準備が完了したら、メールアカウントの作成を開始できます。たとえば、社

内の全ユーザのためにメールアカウントを作成することができます。メールボックスの数や

サイズは、契約したホスティングプランに応じて制限されます。 

1. ユーザアカウントを作成する 

 メールアドレスを作成するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。   

2. ［メール］タブをクリックします。 

3. ［メールアドレスの作成］をクリックします。 

4. メールアドレスの @ 記号の左側部分を入力し、（アカウントに複数のドメ

イン名がある場合は）メールアドレスを作成するドメイン名を選択します。 

5. ［メールボックス］チェックボックスはオンにしておきます。 

このチェックボックスは、受信メールを他のアドレスに転送するメールフォワーダとして

このアドレスを使用する場合に限ってオフにしてください。 

6. メールボックスのサイズを指定するか、プロバイダのポリシーまたはサービ

スプランに定義されているデフォルトサイズを使用します。 

7. 半角アルファベット5文字以上から成るパスワードを入力します。 

8. ［OK］をクリックします。 
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2. メールボックスにアクセスする 
メールを送受信するためにメールボックスにアクセスするには、以下の 2 つの方法がありま

す。 

 コンピュータにメールクライアントプログラムをセットアップして使用する。通常、この

ようなプログラムでは、以下の設定を指定する必要があります。 

 ユーザ名： このフィールドには、メールアドレスを完全に入力します（例： 
johndoe@example.com）。 

 パスワード： 通常は、メールアカウントのパスワードです。 

 メールサーバのプロトコル： このプロパティは、メッセージのコピーをサーバに残す

かどうかを決定します。コピーをサーバに残したい場合は、IMAP オプションを選択し

ます。サーバに残さない場合は、POP3 オプションを選択します。IMAP を選択した場

合、SpamAssassin がサーバで有効化されていれば、受信したメールメッセージを

SpamAssassin スパムフィルタに学習させることもできます。 

 受信用メールサーバ（POP3/IMAP）： ドメイン名を入力します。例えば「example.com」

のように入力します。POP3 ポートは 110、IMAP ポートは 143 です。 

 送信メールサーバ（SMTP）： ドメイン名を入力します。例えば「example.com」の

ように入力します。SMTP ポートは 25 です。このサーバでは認証が必要です。 

メールボックスを利用できるように主要メールクライアントを構成する方法について詳

しくは、このセクションのサブセクションを参照してください。 

 ウェブブラウザを使用してウェブメールインターフェースに接続します。ウェブメールの

インターフェースは、デフォルトでインストールされている Horde IMP ウェブメールソ

フトウェアです。デフォルトの Horde IMP ウェブメールを使用することも、Atmail 
Webmail Lite ソフトウェアをインストールすることもできます。 

 
 

ウェブメールからのアクセス 

 ウェブメール経由でメールボックスにアクセスするには、以下のいず
れかを実行します。 

 ウェブブラウザで「webmail.example.com」という URL にアクセスします

（「example.com」はウェブサイトのインターネットアドレス）。プロンプトが表示さ

れたら、ユーザ名として完全なメールアドレスを入力して（「mail@example.com」な

ど）、Panel へのログインに使用するパスワードを入力します。 

 Panel にログインしたら［メール］タブをクリックして、メールアドレスのリストから該

当のメールアドレスに対応する  アイコンをクリックします。 
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Microsoft Office Outlook からのアクセス 

 Microsoft Office Outlook 2010 をセットアップするには：  

1. Microsoft Office Outlookを開きます。 

2. ［ファイル］>［情報］>［アカウントの追加］に進みます。 

3. ［サーバー設定または追加のサーバーの種類を手動で構成する］チェックボック

スをオンにします。［次へ］をクリックします。 
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4. ［インターネット電子メール］オプションを選択して［次へ］をクリックしま

す。 
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5. 以下を指定します。 

 名前：  

 メールアドレス。 

 アカウントの種類： メッセージのコピーをサーバに残したい場合は、IMAP オプショ

ンを選択します。残したくない場合は、POP3 オプションを選択します。IMAP を選択

した場合、SpamAssassin がサーバで有効化されていれば、受信したメールメッセー

ジを SpamAssassin スパムフィルタに学習させることもできます。 

 受信メール サーバー： ドメイン名を入力します。例えば「example.com」のように

入力します。 

 送信メール サーバー (SMTP)： ドメイン名を入力します。例えば「example.com」の

ように入力します。 

 ユーザー名： 完全なメールアドレスを指定してください。例えば

「johndoe@example.com」のように入力します。 

 パスワード： 通常、このパスワードは Panel にログインするときのパスワードと同じ

です。 

 メール サーバーがセキュリティで保護されたパスワード認証 (SPA) に対応している

場合には、チェック ボックスをオンにしてください： このオプションはオフにして

おきます。 
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6. ［詳細設定］をクリックし、［送信サーバー］タブを開いて、［送信サーバー (SMTP) 
は認証が必要］をオンにします。 

 

7. ［次へ］をクリックします。 

8. ［終了］をクリックします。 
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Microsoft Outlook Express からのアクセス 

このセクションの内容は、Microsoft Outlook Express 6 に対して検証されており、これより

前または後のバージョンの Microsoft Outlook Express では該当しない場合があります。 

 Microsoft Outlook Express をセットアップするには： 

1. Microsoft Outlook Expressを開きます。 

2. ［ツール］>［アカウント］に進みます。 

3. ［追加］ボタンをクリックし、［メール］項目を選択します。 

4. 送信する全てのメッセージに表示される名前を入力し、［次へ］をクリックし

ます。 
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5. メールアドレスを入力して［次へ］をクリックします。 
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6. 以下の設定を指定します。 

 受信メールサーバのプロトコル。 

メッセージのコピーをサーバに残したい場合は、IMAP オプションを選択します。サー

バにメッセージを残したくない場合は、POP3 オプションを選択します。IMAP を選択

した場合、SpamAssassin がサーバで有効であれば、受信メールメッセージの

SpamAssassin スパムフィルタに学習させることもできます。 

 受信メールサーバ。ウェブサイトのインターネットアドレスを指定します。 

 送信メールサーバ。ウェブサイトのインターネットアドレスを指定します。 
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7. ［次へ］をクリックします。 

8. 以下を指定します。 

 アカウント名。［アカウント名］ボックスにメールアドレスを入力します。 

 パスワード。通常、このパスワードは Panel にログインするときのパスワードと同じ

です。 

 ［パスワードを保存する］チェックボックス。メールプログラムがメールサーバに接

続して新着メールをチェックするたびにパスワードの入力が要求されないようにする

には、このチェックボックスをオンにして［次へ］をクリックします。 

 

9. メールプログラムのセットアップを終了する場合は、［完了］をクリックしま

す。 
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Mozilla Thunderbird からのアクセス 

このセクションの内容は、Mozilla Thunderbird 12 に対して検証されており、これより前また

は後のバージョンの Mozilla Thunderbird では該当しない場合があります。 

 Mozilla Thunderbird をセットアップするには：  

1. Mozilla Thunderbirdを開きます。 

2. ［Tools（ツール）］>［Account Settings（アカウント設定）］>［Account Actions
（アカウントアクション）］>［Add Mail Account（メールアカウントの追加）］の

順に選択します。 

3. 以下を指定します。 

 名前（送信するすべてのメッセージに表示されます）。 

 メールアドレスとパスワード。 
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4. ［Continue（続行）］をクリックします。 

5. Thunderbirdが設定を自動検索できなかった場合、以下を指定してください。 

 アカウントの種類： メッセージのコピーをサーバに残したい場合は、IMAP オプショ

ンを選択します。サーバにメッセージを残したくない場合は、POP3 オプションを選択

します。IMAP を選択した場合、SpamAssassin がサーバで有効化されていれば、受信

したメールメッセージを SpamAssassin スパムフィルタに学習させることもできます。 
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6. ［Create Account（アカウントの作成）］をクリックします。 

 

メールアカウントを手動でセットアップする場合、接続セキュリティと認証方法の設定を以

下のように組み合わせて使用してください。これらの設定が機能しない場合、ホスティング

プロバイダに正しい組み合わせを問い合わせてください。 

Linux の場合：  

 接続セキュリティ： STARTTLS 

 認証方法： 暗号化されたパスワード 

 

Windows（IMAP）の場合：  

 接続セキュリティ： なし 

 認証方法： 暗号化されたパスワード 

 

Windows（POP3）の場合：  

 接続セキュリティ： なし 

 認証方法： パスワード（セキュリティなしで送信） 

アカウントを手動で構成する場合に指定可能なその他のパラメータ：  

 POP3 ポート： 110 

 IMAP ポート： 143 

 SMTP ポート： 25  

 ユーザ名： 完全なメールアドレス（例： johndoe@example.com）。 

 受信用メールサーバ（POP3/IMAP）： ウェブサイトのインターネットアドレスを指定し

ます。例えば、「example.com」のように入力します。 

 送信サーバアドレス： ウェブサイトのインターネットアドレスを指定します。例えば、

「example.com」のように入力します。 
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Apple Mail からのアクセス 

このセクションでは、Apple Mail 3.6（Leopard）について説明します。他のバージョンの Apple 
Mail には該当しない場合があります。 

 Apple Mail をセットアップするには： 

1. Apple Mailを実行します。 

これが初めての実行で、まだメールアカウントを設定していない場合は、次のステップは

スキップします。代わりに、メールアカウントの新規作成用の画面が表示されます。 

2. メールアカウントの追加ウィザードを開きます。 

a. ［Mail］>［環境設定...］をクリックします。 

b. ［アカウント］タブを選択します。 

c. 左下隅の［+］ボタンをクリックします。 

3. 以下のアカウント情報を入力します。 

 氏名 

 メールアドレス 

 Panel にログインするときのパスワード 

 



 

 Plesk Panel クイックスタート 31 
 

4. ［続ける］をクリックします。 

5. 以下の受信用メールサーバ情報を入力します。 

 アカウントの種類：使用するプロトコルを選択します（IMAP または POP）。 

スパムフィルタリングのソリューションに SpamAssassin を使用する場合は、IMAP
を選択することをお勧めします。IMAP アカウントは、SpamAssassin がスパムメッセ

ージと通常メッセージを学習するために必要です。 

 受信用メールサーバ：メールサービスを提供するドメインの名前を入力します（メー

ルアドレスの @ 記号の右側）。 

 ユーザ名：メールアドレス全体を入力します。 

 パスワード：そのままにします（Apple Mail が前のステップから取得します）。 
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6. ［続ける］をクリックします。 

7. （オプション）受信メールのセキュリティオプションを指定します。 

a. ［SSL (Secure Sockets Layer) を使用］チェックボックスをオンにしま

す。 

b. 認証方法を選択します。 

どれを選択すべきか分からない場合は、デフォルトのままにしてください。 

Parallels Small Business Panel に組み込まれているメールサーバが、選択した種類のアカ

ウント（POP または IMAP）に対して SSL をサポートする場合にのみ、この設定画面が

表示されます。 
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8. ［続ける］をクリックします。 

9. 以下の送信用メールサーバ情報を入力します。 

 送信用メールサーバ：メールサービスを提供するドメインの名前を入力します（メー

ルアドレスの @ 記号の右側）。 

 このサーバのみを使用：オンにします。 

 認証を使用：オンにします。 

 ユーザ名：メールアドレス全体を入力します。 

 パスワード：そのままにします（Apple Mail が前のステップから取得します）。 
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10. ［続ける］をクリックします。 

作成されるメールアカウントの概要が表示されます。 

11. ［アカウントをオンラインにする］チェックボックスをオンにして、［作成］

をクリックします。 
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サイト訪問統計を表示する 

サイトが正しく機能するようになり、検索エンジンの検索結果にサイトが表示されるように

なったら、訪問統計を確認してサイトの効率を確認しましょう。 

 サイトの訪問者数、訪問者の国、および訪問者の閲覧ページを確認す
るには：  

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［ウェブ統計］に進みます。 

新しいブラウザウィンドウが開き、サイト訪問の統計が表示されます。 

3. サイト内のSSLで保護されたエリアで閲覧されたウェブページの統計を表示

するには、メニューの［SSLウェブ統計］を選択します。 

4. FTP経由でダウンロードしたファイルの統計を表示するには、メニューの

［FTP統計］を選択します。 

あるいは、「https://your-domain.com/plesk-stat/webstat」のような URL を使用して、サイト

の訪問統計を確認できます。ユーザ名とパスワードの入力画面が表示されたら、FTP アカウ

ントのユーザ名とパスワードを指定します。 

これで、「クイックスタート」の章が完了しました。コントロールパネルで実行できるその

他の機能について、必要に応じて確認してください。 



 

  
 

「Parallels Panel クイックスタート（11ページ）」の章で説明したように、会社のウェブ

サイトを構築する第一歩は、ホスティング事業者（ホスティングプロバイダ）が提供す

るサービスへのサインアップです。ホスティングプランを契約すると、Panel に顧客ア
カウントが作成され、これを利用して Panel にログインしてホスティングサービスやリ

ソース（メールボックス、ディスク領域、帯域幅など）を利用できるようになります。 

顧客アカウントと複数の契約 

Panel では、必要に応じて好きな数のホスティングプランを契約することが可能です。

例えば、メインサイトと支店のサイトでホスティングリソースを共用したくない場合、

同じ顧客アカウントで別のホスティングプランを契約することができます。つまり、顧

客アカウントでは、すべての契約へのアクセスが個別に設定されています（下図を参照）。 

 

第 3 章  

顧客アカウント管理 
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複数の契約が必要になるもう 1 つの理由として、契約では IPv4 アドレスと IPv6 アドレ
スを 1 つずつしか利用できないということが挙げられます。つまり、1 つの契約内のす

べてのドメインでは、同じ IP アドレス（IPv4 または IPv6）が共用されます。異なる IP
アドレスでサイトをホストする必要がある場合は、必要な IP アドレスの数と同じだけ

プランを追加注文する必要があります。これは、各サイトへの接続のセキュリティを

別々の SSL 証明書で保護する場合などに便利です。契約の追加購入方法について詳し

くは、「リソースを追加注文する（52ページ）」のセクションを参照してください。 

単一の顧客アカウント下に複数の契約がある場合、［アカウント］タブで簡単に契約を

切り替えることができます。より詳細には、［アカウント］タブから、すべての契約に

適用されるオペレーションにアクセスできます。一方、他のすべてのタブ（［メール］、

［ユーザ］、［ドメインとウェブサイト］）は、1 つの契約が対象となります。つまり、

特定の契約のメール設定を変更する場合、まず当該の契約に切り替えてから、［メール］

をクリックします。 

契約にリソースを追加する 

ホスティングリソースを拡張するために、必ずしも新しい契約を購入する必要はありま

せん。複数の契約から 1 つだけ選んで拡張することが可能です（ディスク領域の拡張や

SSL サポートの追加など）。これには、他のホスティングプランに切り替えるか、ホス

ティングプランのアドオンを購入します。詳しくは、「追加のリソースを注文する（52
ページ）」のセクションを参照してください。 

顧客アカウントを管理する 

Panel では、顧客アカウントに対して様々な管理作業を実行できます。 

 パスワードや個人情報を変更する。詳しくは、「パスワードと連絡先情報を変更す

る（39ページ）」セクションを参照してください。 

 契約で提供されているサービスとリソースのリストを［アカウント］タブで確認す

る。契約に関するすべての機能について詳しくは、「契約の概要を確認する（40ペ
ージ）」のセクションを参照してください。 

 契約の更新料金を支払う。詳しくは「アカウント残高と請求書を管理する（48ペー

ジ）」のセクションを参照してください。 

 アカウントの統計を参照する。ディスク領域やトラフィック使用量などについての

統計を提供します。詳しくは、「統計を確認する（54ページ）」のセクションを参

照してください。 

  

他のユーザに対して自分のアカウントへのアクセスを許可する 
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ホスティングのメンテナンス作業が多く、1 人で行うのが困難であれば、一部を他のユ

ーザに委託することができます。このために、補助ユーザアカウントを作成し、ユーザ

の役割ごとにグループ分けすることができます。例えば、1 つのグループを作成し、こ

のグループに対してはウェブサイトへのコンテンツのアップロードのみを許可します。

このグループ内のユーザは、ウェブサイトコンテンツの管理を除き、いかなるオペレー

ションも実行できません。補助ユーザについて詳しくは、「（高度）補助ユーザアカウ

ントを管理する（56ページ）」のセクションを参照してください。 
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パスワードと連絡先情報を変更する 

 コントロールパネルへのアクセス用のパスワードを変更するには： 

1. 画面上部で、自分の名前のリンクをクリックします。 

2. 新しいパスワードを入力し［OK］をクリックします。 

 ウェブスペースへの接続に使用するユーザ名またはパスワードを変更
するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、アカウントに関連付けられ

た複数のウェブスペースへのアクセス権がある場合は、画面上部にある［契

約］メニューで必要なウェブスペースを選択してください。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブをクリックします。 

3. ［ウェブホスティング設定］をクリックします。 

4. 新しいユーザ名またはパスワードを入力し、［OK］をクリックします。 

 連絡先情報を変更するには： 

1. 画面上部で、自分の名前のリンクをクリックします。 

2. ［連絡先の詳細］タブをクリックします。 

3. 連絡先情報を更新し、［OK］をクリックします。 
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契約の概要を確認する 

ホスティングサービスの契約をすると、Panel にユーザアカウントが作成され、自分のウェ

ブサイトとメールボックスを管理できるようになります。 

閲覧可能なアカウント情報は以下のとおりです。 

 サービスプランに対する現在の契約。 

一度に複数のサービスプランを契約できるため、自分のアカウントに複数の契約が関連付

けられている場合もあります。Panel に課金システムが統合されている場合、このシステ

ムを使用して、契約の追加購入、契約のアップグレード/ダウングレード、および請求額

の支払いが可能です。 

 割り当て済みリソースおよび使用済みリソース。 

 ウェブサイトで使用できるホスティング機能。 

 Panel で実行可能な操作。 

 勘定残高、未払い請求書、ホスティングパッケージの月額使用料。 

 アカウントと現在の契約に関する情報を表示するには：  

1. ［アカウント］タブをクリックします。 

現在の契約のリストが表示されます。 

2. Panelに課金システムを統合している場合、次の情報が表示されます。 

 アカウント残高： 課金アカウントの利用可能残高です。 

 未払い請求書の残高： プロバイダに支払う必要がある金額です。ここで、［すべて支

払う］をクリックしてすべての請求書を支払うことや、［未払い請求書をすべて支払

う］というリストで［今すぐ支払う］リンクをクリックしていずれかの請求書を支払

うことができます。また、［すべての請求書を表示する］リンクをクリックしてすべ

ての請求書を表示することや、請求書番号に続いて［プリント］をクリックして任意

の請求書を印刷することができます。 

 最新の To-do アイテム： 行うべきアクションに関する、システムからのリマインダが

表示されます。 

 すべての契約のリスト： リスト内のリンクを使用して、次の操作を実行できます。 

 契約名のリンクをクリックして、契約のプロパティを表示する。 

 対応する［契約に切り替え］リンクをクリックして、コントロールパネルで管理す

る契約を選択する。 

 ［SSL 証明書をリクエストする］をクリックして、サイト用の SSL 証明書を注文

する。このオペレーションについては、「SSL 証明書を注文する」のセクションを

参照してください。 
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 ［証明書情報を表示する］をクリックして、既に注文済みである SSL 証明書のプ

ロパティを表示する。 

 ［ドメイン情報を表示する］をクリックして、レジストラのサイトに指定したドメ

イン情報、連絡先情報、DNS 設定を表示または変更する。これらのオペレーショ

ンについては、「Panel におけるレジストラの DNS 設定（80ページ）」のセクショ

ンを参照してください。 

3. リソース割り当て、使用可能なホスティングオプション、操作パーミッショ

ンの詳細は、契約名をクリックすると表示されます。 

4. 以下のいずれかを実行します。 

 割り当て済みのリソースと使用済みのリソースを確認するには、［リソース］タブを

クリックします。 

 アカウントで使用可能なホスティング機能のリストを確認するには、［ホスティング

オプション］タブをクリックします。 

 ホスティングパネルで実行できる操作のリストを確認するには、［パーミッション］

タブをクリックします。 

  
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割り当て済みリソースおよび使用済みリソース 
一度に複数のサービスプランの契約をしている場合、契約が複数存在します。パネルの［ア

カウント］タブで契約名をクリックし、［リソース］タブを選択すると、それぞれの契約に

対して、次のような割り当て済みリソースが一覧表示されます。 

 ディスク領域： この契約でホスティングアカウントに割り当てられているディスク領域

の合計容量です。この容量には、ウェブサイト、メールアカウント、アプリケーション、

バックアップ、ログファイルに関連するすべてのデータが含まれます。 

 トラフィック： すべてのウェブサイトから月あたりに転送可能なデータの合計量（メガ

バイト単位）です。 

 ドメイン： 独立したセカンドレベルドメイン名（example.com など）を持つことができ

るウェブサイトの数です。 

ウェブサイトのセットアップについて詳しくは、「最初のウェブサイトをセットアップす

る（12ページ）」および「ドメインを追加する（65ページ）」のセクションを参照して

ください。 

 サブドメイン： サードレベルドメイン名（news.example.com など）を持つことができ

る追加ウェブサイトの数です。 

サブドメインのセットアップについて詳しくは、「サブドメインを追加する（67ページ）」

のセクションを参照してください。 

 ドメインエイリアス： 顧客のサイトに割り当てることができる追加ドメイン名の数です。

たとえば、example.fr と example.de がいずれも example.com をポイントするように設定

することができます。 

ドメインエイリアスのセットアップについて詳しくは、「ドメインエイリアスを追加する

（69ページ）」のセクションを参照してください。 

 メールボックス： 顧客のすべてのウェブサイトに対して作成できるメールボックスの数

です。 

メールボックスの作成について詳しくは、「メール（210ページ）」の章を参照してくだ

さい。 

 メールボックスのサイズ： 1 つのメールボックスで占有可能なディスク容量です。 

 総メールボックスクォータ： すべてのドメインのすべてのメールボックスで使用できる

ディスク容量の合計です。このオプションは Windows ベースの顧客アカウントのみで使

用できます。 

 メーリングリスト： 顧客のすべてのウェブサイトでセットアップできるメーリングリス

トの合計です。メーリングリストとは別にメールグループもあり、いずれも同じ目的で使

用できますが、機能がわずかに異なります。メーリングリストはメッセージのアーカイブ

および事前モデレーションをサポートしていますが、メールグループは一度に複数の受信

者にメッセージを送信するためだけに使用できます。 

メーリングリストのセットアップと使用について詳しくは、「メーリングリストを使用す

る（220ページ）」のセクションを参照してください。 

 追加 FTP アカウント： 契約の有効化時に作成されたメイン FTP アカウントに加え、ウェ

ブスペースへのアクセス用にセットアップできる FTP アカウントの数です。 
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FTP アカウントのセットアップについて詳しくは、「FTP アクセスクレデンシャルを変更

する（205ページ）」および「FTP アカウントを追加する（206ページ）」のセクションを

参照してください。 

 データベース（Linux ホスティング）： 顧客のすべてのウェブサイトでホスティング可能

なデータベースの数です。データベースはデータストレージ管理の標準的な手段であり、

ダイナミックウェブサイト、ウェブアプリケーション、およびアプリケーションのユーザ

はデータベースを使用して情報を保存、検索、収集できます。 

データベースでの作業については、「（高度）データベースを使用する（228ページ）」

の章を参照してください。 

 MySQL データベースおよび Microsoft SQL Server データベース（Windows ホスティング）： 
Panel のデータベースサーバ上で作成して契約内のウェブサイトで使用できる MySQL デ

ータベースと Microsoft SQL Server データベースの最大数です。 

 MySQL データベースクォータおよび Microsoft SQL データベースクォータ（Windows ホス

ティング）： 契約内の MySQL データベースと Microsoft SQL Server データベースがそ

れぞれ消費できるディスク領域の上限（メガバイト）です。 

 Java アプリケーション： WAR フォーマットでパッケージされており、サイトにインスト

ールできる Java アプリケーションの数です。 

 Web Presence Builder で公開可能なサイト数： ホスティングパッケージに Web Presence 
Builder オプションが含まれる場合に、Web Presence Builder を使用して作成および公開

できるサイトの数です。 

 モバイルサイト： UNITY Mobile オンラインサービス（モバイルデバイスでの閲覧用にサ

イトを最適化するサービス）でホスティングできるウェブサイトの総数です。 

 ウェブユーザ： 顧客のドメイン下で他のユーザのウェブページをホスティングするため

に作成できるユーザアカウントの数です。 

 FrontPage アカウント： FrontPage を使用するサイトコンテンツでのコラボレーション用

に作成できる Microsoft FrontPage ユーザアカウントの数です。このオプションは

Windows ベースの顧客アカウントのみで使用できます。 

 共用 SSL リンク： プロバイダが取得して共有している SSL 証明書によって、セキュリテ

ィ保護できるウェブサイトの数です。このオプションは Windows ベースの顧客アカウン

トのみで使用できます。 

 ODBC DSN 接続： 顧客アカウントで実行中のウェブアプリケーションのために確立できる

外部データベース接続の数です。このオプションは Windows ベースの顧客アカウントの

みで使用できます。 

 ColdFusion DSN 接続： 顧客アカウントで実行中の Adobe ColdFusion ウェブアプリケーシ

ョンのために確立できる外部データベース接続の数です。このオプションは Windows ベ

ースの顧客アカウントのみで使用できます。 
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ウェブサイトで使用できるホスティング機能： 
利用しているサービスプランに応じて、以下のホスティング機能をウェブサイトで使用でき

ます（［アカウント］タブで契約名をクリックし、［ホスティングオプション］タブを選択

すると、機能のリストが表示されます）。 

 SSL 対応： SSL 暗号化でウェブサイト接続をセキュリティ保護できます。 

SSL によるサイトのセキュリティ保護について詳しくは、「接続を SSL 証明書で保護する

（114ページ）」のセクションを参照してください。 

 ウェブ統計： ウェブサイトの訪問統計を図とチャートで表示できます。 

ウェブサイトの訪問統計の表示について詳しくは、「統計を表示する（54ページ）」のセ

クションを参照してください。 

 カスタムエラードキュメント： カスタム HTML ページを作成し、一般的なエラーメッセ

ージ（404 Not Found など）の代わりにこのページが表示されるようにウェブサーバを

構成できます。 

カスタムエラードキュメントのセットアップについて詳しくは、「カスタムエラーページ

をセットアップする（125ページ）」を参照してください。  

 プログラム言語とスクリプト言語のサポート： PHP、CGI、Perl、Python、Microsoft 
ASP、ASP.NET、Adobe ColdFusion、SSI など。 

 Microsoft FrontPage のサポートおよび Microsoft FrontPage over SSL のサポート： Microsoft 
FrontPage を使用してウェブサイトコンテンツを作成および編集できます。これらのオ

プションは Windows ベースの顧客アカウントのみで使用できます。 

 Microsoft FrontPage オーサリング（Windows ホスティング）： Microsoft FrontPage を使

用してウェブサイトコンテンツをサーバ上で直接作成および編集できます。このオプショ

ンは Windows ベースの顧客アカウントのみで使用できます。 

 専用 IIS アプリケーションプール（Windows ホスティング）： サイト上のウェブアプリ

ケーションの独立性と安定性が向上します。 

 追加の書き込み/変更パーミッション（Windows ホスティング）： httpdocs フォルダの

root にあるファイルベースのデータベース（Jet など）をウェブアプリケーションで使用

できます。 

 ウェブユーザにスクリプトの使用を許可する： 
「http://example.com/~<username>/<webpage>」（<username> はウェブユーザ）のよ

うな形式の URL で表示されるウェブページでのスクリプティングを許可します。ウェブ

ユーザとは、専用のドメイン名を必要としない個人です。このサービスは主に、教育機関

が、学生やスタッフの個人用ページをホスティングする目的で使用します。 

  

ここでは、Panel で実行できる操作に対するパーミッションを説明します（［アカウント］

タブで契約名をクリックし、［パーミッション］タブを選択すると表示されます）。 

 DNS ゾーン管理： ウェブサイトの DNS ゾーンにあるリソースレコードを管理します。

DNS とは、「Domain Name System（ドメインネームシステム）」の略です。ウェブブ

ラウザはこのサービスを利用して、ドメイン名でウェブサイトを検索します。 
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ウェブサイトの DNS 設定を構成する方法について詳しくは、「（高度）ドメイン用に DNS
を構成する（72ページ）」を参照してください。 

 ホスティング設定管理： スクリプト言語のサポートなど、ウェブホスティング設定を管

理します。 

 PHP セーフモード管理： このオプションは Linux ベースの顧客アカウントのみで使用で

きます。ウェブサイトに対して PHP セーフモードのオン/オフを切り替えることができま

す。セーフモードとはセキュリティ上の制限であり、PHP で記述したスクリプトがサー

バ上で危険な操作を実行できないようにします。PHP で記述したウェブアプリケーショ

ンが PHP セーフモードで正しく機能しない場合は、PHP セーフモードをオフにする必要

があります。 

 SSH 経由のサーバアクセスの管理とリモートデスクトップ経由のサーバアクセスの管理： 
セキュアシェル経由（Linux ホスティング）またはリモートデスクトップ接続経由

（Windows ホスティング）で、ウェブコンテンツをサーバへ安全にアップロードします。 

 匿名 FTP 管理： フォルダをサーバ上にセットアップし、インターネットユーザが FTP プ

ロトコル経由でアクセスできるようにします。このフォルダのアドレスは

「ftp://downloads.example.com」のようにします。ファイルの閲覧、ダウンロード、アッ

プロードのためにユーザ名とパスワードを指定する必要がないため、この機能を「匿名

FTP（anonymous FTP）」と呼びます。 

FTP フォルダをアクセス無制限でセットアップする方法について詳しくは、「匿名 FTP
アクセスをセットアップする（208ページ）」のセクションを参照してください。 

 スケジューラ管理： サーバの OS でプログラムまたはスクリプトの実行をスケジュール

します。 

タスクのスケジューリングについて詳しくは、「タスクをスケジューリングする（221ペ
ージ）」の章を参照してください。 

 スパムフィルタ管理： 迷惑メール（スパム）防御のカスタム設定を行います。 

スパムフィルタリングのセットアップについて詳しくは、「メールボックスをスパムから

防御する」のセクションを参照してください。 

 アンチウイルス管理： ウイルスをはじめとする自己増殖する悪意あるソフトウェアから

システムを防御するために、カスタム設定をセットアップします。 

ウイルス防御のセットアップについて詳しくは、「メールボックスをウイルスから防御す

る」のセクションを参照してください。 

 サーバリポジトリを使用したデータのバックアップおよび復元： Panel のバックアップ

および復元機能を使用して、ウェブサイト、メールアカウント、設定のバックアップおよ

び復元、バックアップファイルのサーバ保管を行います。 

データのバックアップと復元について詳しくは、「（高度）データをバックアップおよび

復元する（235ページ）」の章を参照してください。 

 個人用 FTP リポジトリを使用したデータのバックアップおよび復元： Panel のバックア

ップおよび復元機能を使用して、ウェブサイト、メールアカウント、設定をバックアップ

および復元し、他のサーバの FTP フォルダにバックアップファイルを保管します。 

データのバックアップと復元について詳しくは、「（高度）データをバックアップおよび

復元する（235ページ）」の章を参照してください。 

 ウェブ統計管理： 訪問者統計レポートのカスタムプリファレンスをセットアップします。 
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ウェブサイト訪問者の統計の構成と表示について詳しくは、「統計を表示する（54ペー

ジ）」のセクションを参照してください。 

 ログローテーション管理： ウェブサーバログのリサイクル（ローテーション）に関する

カスタムプリファレンスをセットアップします。ウェブサーバには、サイトへの接続に関

する情報や、存在しないファイルの取得を試行したときに発生するエラーに関する情報が

記録されます。これらのログファイルは、ウェブサイトのデバッグのために使用できます。 

ウェブサーバへのアクセスログに関する作業について詳しくは、「ログファイル（55ペー

ジ）」のセクションを参照してください。 

 アプリケーションカタログへのアクセス： ウェブサイト上でアプリケーションを表示お

よびインストールします。アプリケーションについて詳しくは、「ウェブアプリケーショ

ンを導入する（106ページ）」のセクションを参照してください。 

 プロバイダのポリシーを上書きする、安全ではない可能性があるウェブスクリプトオプシ

ョンのセットアップ： プロバイダが適用したホスティングセキュリティポリシーを上書

きすることができます。 

 ドメイン作成： 新しいウェブサイトをセットアップし、管理します。 

ウェブサイトのセットアップについて詳しくは、「最初のウェブサイトをセットアップす

る（12ページ）」および「ドメインを追加する（65ページ）」のセクションを参照して

ください。 

 サブドメイン管理： 「forum.example.com」のようなアドレスで新しいウェブサイトを

セットアップし、管理します。 

サブドメインのセットアップについて詳しくは、「サブドメインを追加する（67ページ）」

のセクションを参照してください。 

 ドメインエイリアスの管理： サイトに対して追加のドメイン名をセットアップし、管理

します。 

ドメインエイリアスのセットアップについて詳しくは、「ドメインエイリアスを追加する

（69ページ）」の章を参照してください。 

 追加 FTP アカウントの管理： 追加 FTP アカウントをセットアップし、管理します。ウェ

ブサイトコンテンツでのコラボレーションを有効化するためには、他のユーザに FTP ア

カウントをセットアップして、これらのユーザがアクセスできるディレクトリを指定しま

す。 

FTP アカウントのセットアップについて詳しくは、「FTP アカウントを追加する（206ペ
ージ）」のセクションを参照してください。 

 Java アプリケーション管理： WAR アーカイブで配布されている Java アプリケーション

や、サードパーティベンダーまたはアプリケーション開発者から入手した Java アプリケ

ーションをインストールし、管理できます。 

Java アプリケーションのインストールについて詳しくは、「Java アプリケーションをイ

ンストールする」のセクションを参照してください。 

 メーリングリスト管理： メーリングリストのセットアップと管理を行います。 

メーリングリストのセットアップと使用について詳しくは、「メーリングリストを使用す

る（220ページ）」のセクションを参照してください。 

 ホスティングパフォーマンス設定の管理： ウェブサイトへの接続の帯域幅と数を制限し

ます。 



 

 顧客アカウント管理 47 
 

サイトの帯域幅使用制限について詳しくは、「ウェブサイトへの接続の帯域幅と数を制限

する（135ページ）」を参照してください。 

 IIS アプリケーションプール管理： IIS アプリケーションプールのカスタムプリファレンス

をセットアップします（Windows ベースの顧客アカウントのみ）。 

IIS アプリケーションプールのセットアップについて詳しくは、「IIS アプリケーションプ

ールをセットアップする（Windows）（155ページ）」のセクションを参照してください。 

 追加の書込/変更パーミッションの管理： ファイルベースのデータベースを使用するウェ

ブサイトに対して、追加の書込/変更パーミッションをセットアップします（Windows ベ

ースの顧客アカウントのみ）。 

 共用 SSL 管理： プロバイダが取得して共有している SSL 証明書を利用して、サイトへの

接続を SSL で防御します。 

詳しくは、「共用 SSL 証明書を使用する（Windows）（119ページ）」のセクションを参

照してください。 

 ハードディスククォータの割り当て： 顧客アカウントでサポートされている場合、ディ

スク領域のハードクォータを調整します。 

 データベースサーバの選択： 複数のデータベースサーバが存在する場合、データベース

の作成に利用するデータベースサーバを選択します。 
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アカウント残高と請求書を管理する 

ここでの説明は、コントロールパネルに課金システムを統合している場合のみ有効です。 

 アカウント残高を確認してホスティングサービスの支払いを行うに
は：  

1. ［アカウント］タブをクリックします。 

2. 以下の情報が表示されます。 

 アカウント残高： アカウントで使用可能な残高です。 

 （オプション）従量課金料金： 契約で、プランの上限を上回るホスティングリソース

の利用が許可されている場合、ここで設定する値は、契約料金に加えてこれらのリソ

ースに対して支払う必要がある追加料金を示します。上限を上回って利用したリソー

ス量について詳細を確認するには、請求額の下の［詳細を見る］リンクをクリックし

てください。システムによる従量課金料金の計算方法は、「従量課金料金を計算する

（50ページ）」のセクションを参照してください。 

 未払い請求書の残高： プロバイダに支払う必要がある金額です。ここで、［すべて支

払う］をクリックしてすべての請求書を支払うことや、［未払い請求書をすべて支払

う］というリストで［今すぐ支払う］リンクをクリックしていずれかの請求書を支払

うことができます。 

 最新の To-do アイテム：行うべきアクションに関するシステムからのリマインダが表

示されます。 

 （オプション）アフィリエイトプログラム： プロバイダによっては、顧客がプロバイ

ダのプランをプロモーションして収益を得られる場合があります。この場合、顧客は

アフィリエイトプログラムに参加する必要があります。顧客はここで、アフィリエイ

トプログラム参加用リンクや、獲得金額（プログラム参加者の場合）を確認すること

ができます。アフィリエイトプログラムから収益を得る方法は、「プロバイダのプラ

ンをプロモーションしてクレジットを獲得する（50ページ）」のセクションを参照し

てください。 

 すべての契約のリスト： リスト内のリンクを使用して、次の操作を実行できます。 

 契約のプロパティを表示するには、契約名のリンクをクリックします。 

 コントロールパネルで管理する契約を選択するには、対応する［契約に切り替え］

リンクをクリックします。 

 サイトの SSL 証明書を注文するには、［証明書を注文する］をクリックします。

この操作について詳しくは、「SSL 証明書を注文する」のセクションを参照してく

ださい。 

 既に注文済みである SSL 証明書のプロパティを表示するには、［証明書情報を表

示する］をクリックします。 
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 レジストラのサイトに指定したドメイン情報、連絡先情報、DNS 設定を表示また

は変更するには、［ドメイン情報を表示する］をクリックします。これらのオペレ

ーションについて詳しくは、「Panel におけるレジストラの DNS 設定（80ページ）」

のセクションを参照してください。 

 サービスの支払いに使用する支払方法を選択するには： 

1. ［アカウント］タブで［課金アカウント］に進みます。 

最初のサービスを購入するときに使用した支払方法に関する記録が表示されます。 

2. 以下のいずれかを実行します。 

 課金アカウントの設定を表示または変更するには、［課金アカウント名］列で該当す

るリンクをクリックし、自分の銀行カードまたはアカウントに関する情報を指定し、

支払対象とする契約を選択します。［OK］をクリックします。 

 新しい課金アカウントを追加するには、［新しい課金アカウントを追加する］をクリ

ックし、支払方法を選択して［次へ］をクリックして、自分の銀行カードまたはアカ

ウントに関する必要な情報を指定し、支払対象とする契約を選択します。［OK］をク

リックします。 

 課金アカウントを削除するには、該当する［削除］リンクをクリックします。 
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従量課金料金を計算する 
従量課金のウェブホスティングがプランで許可されている場合、Business Manager は従量課
金料金（ホスティングリソースの利用超過の合計額）を、Business Manager が接続先 Panel
から毎日収集するリソース利用統計に基づいて計算します。顧客の課金モードや課金サイク

ルを問わず、これは毎月初日に計算されます。システムは、トラフィックを除く各リソース

の 1 日あたりの平均利用超過量に、該当月の日数と該当リソースの月単価を掛けます。 

トラフィック 

トラフィックの従量課金料金は、次の方法で計算されます。Business Manager は、該当月の

利用超過量の合計に、トラフィックの月単価を掛けます。たとえば、契約者が 1 ヶ月間で 10 
GB 分のファイルをダウンロードし、プランの上限が 5 GB であった場合、トラフィックの利

用超過量は 5 GB になります。トラフィックの月単価が 1 GB あたり $1 であれば、契約者に

課されるトラフィック従量課金分の料金は (10 GB - 5 GB) * $1 = $5 となります。 

その他のリソース 

他のリソースの従量課金料金の計算に、Business Manager は 1 日あたりの平均利用量を用い

ます。例えば、顧客によるディスク領域の利用量が最初の 15 日間は契約クォータを 500 MB
超過し、残りの 15 日間は 700 MB 超過していた場合、平均利用超過量は (500 * 15 + 700 * 
15)/30 = 600 MB となります。ディスク領域の単価が 1 GB あたり $1 であれば、顧客に課さ

れるディスク領域の従量課金料金は $0.6 となります。 

アドオン利用料金を計算する 

顧客が月の半ばに追加リソースのアドオンを購入した場合、システムはアドオン購入日以降

の各日のリソース利用超過量から、アドオンで提供されるリソース量を差し引きます。 

例えば、顧客がプラン制限を 500 MB 超えるディスク領域を利用しており、月の 7 日にディ

スク領域を 1GB 増強するアドオンを購入した場合、従量課金料金には、500 MB の利用超過

が最初の 7 日分のみ含まれます。 

プロバイダのプランをプロモーションしてクレジ

ットを獲得する 
Panel には、顧客がプロバイダのサービスプランをプロモーションすることによって収益を

得られる機能があります。具体的には、顧客のサイトの紹介リンクからサインアップした人

がプロバイダのオンラインストアで注文するごとに、顧客はコミッションを獲得することが

できます。 
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アフィリエイトプログラムの参加者（アフィリエイト）は、プロバイダのオンラインストア

へのリンクを自らのサイトに配置します。各リンクは固有であるため、システムは新規顧客

のリンク元を判別し、そのリンクの所有者のアフィリエイト残高にコミッションを加算する

ことができます。コミッション額はアフィリエイトプログラムの利用条件に定義されており、

オンラインストアに応じて異なる可能性があります。アフィリエイトは、プロバイダがアカ

ウント残高にコミッション額を支払うまで、獲得した金額を利用することはできません。通

常プロバイダは、アフィリエイトプログラムの支払しきい値が超過してから、アフィリエイ

トのコミッションを支払います。ただし、アフィリエイトはプロバイダに対し、残高がしき

い値に達する前にコミッションを支払うよう求めることや、クレジット額がさらに増えるま

で支払いを先送りするよう求めることができます。 

アフィリエイトになる 

報酬の獲得を開始するには、［アカウント］タブで［アフィリエイトになる］リンクをクリ

ックしてください。アフィリエイトになると、プロバイダのアフィリエイトプログラムのリ

ストとアフィリエイトリンクへのアクセスが提供されます。プログラムのリストとリンクを

確認するには、［アカウント］タブで［アフィリエイトプログラム］リストをクリックしま

す。 

報酬をトラッキングする 

現在のアフィリエイト残高を確認するには、［アカウント］タブの［アフィリエイトプログ

ラム］グループで残高を確認します。報酬の詳細を表示するには、［紹介リンクからの収益］

リンクをクリックしてください。 

例 

プロバイダがアフィリエイトプログラムに 10% のコミッションを設定し、支払しきい値を 
$20 に設定しているとします。プロバイダから提供されたアフィリエイトリンクを友人に紹

介し、そのうち 3 人が $50 のウェブホスティングプランを契約しました。この場合、顧客が

獲得するコミッションの合計は $50 * 3 * 10% = $15 です。この金額はプログラムの支払しき

い値を下回っているため、クレジットを受け取るためには、自分のリンクでオンラインスト

アにより多くのユーザを集客する必要があります。これに成功し、残高が支払しきい値を上

回ると、プロバイダが顧客の残高にクレジットを追加します。顧客は、獲得したクレジット

を、自分の契約やプロバイダのオンラインストアで新規購入するサービスの支払いに利用で

きます。 

複数のプログラムに参加する 

ホスティングプロバイダは、異なる通貨で複数のオンラインストアを運営できます。プロバ

イダが、通貨が異なる複数のストアにアフィリエイトプログラムを提供している場合、顧客

は通貨ごとにコミッションを受け取ることができます。例えば、USD（米ドル）および EUR
（ユーロ）のストアへの紹介リンクを利用する顧客の場合、アフィリエイト残高には 2 通貨

分のアフィリエイト残高が含まれています。プロバイダ側でも、コミッションを通貨ごとに

別々に支払います。例えば、アフィリエイト残高が USD 50 および EUR 40 で、それぞれの

プログラムの支払しきい値が USD 40 および EUR 45 だとすると、プロバイダは USD 50 を

クレジットに支払い、アフィリエイト残高は USD 0 および EUR 40 となります。  
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追加のリソースを注文する 

ここでの説明は、コントロールパネルに課金システムを統合している場合のみ有効です。 

 契約にリソースを追加するか、他のサービスプランにアップグレード
するには： 

1. ［アカウント］タブをクリックします。 

2. 契約リストで、他のサービスプランにアップグレードしたい契約を特定し、

現在使用しているプラン名のリンクをクリックします。 

3. ［アップグレード］をクリックします。 

［アップグレード］リンクがない場合は、コントロールパネルで他のホスティングプラン

にアップグレードすることはできません。この場合、プロバイダに連絡する必要がありま

す。 

4. 以下のいずれかを実行します。 

 他のプランにアップグレードせず、契約にリソースを追加するには、追加したいオプ

ションを選択して［アドオン調整］をクリックします。 

 他のサービスプランにアップグレードするには、［アップグレードを注文する］をク

リックします。 

 リソース数を減らすか、他のサービスプランにダウングレードするに
は： 

1. ［アカウント］タブをクリックします。 

2. 契約リストで、他のサービスプランにダウングレードしたい契約を特定し、

現在使用しているプラン名のリンクをクリックします。 

3. ［ダウングレード］をクリックします。 

［ダウングレード］リンクがない場合、コントロールパネルで他のホスティングプランに

ダウングレードすることはできません。この場合、プロバイダに連絡する必要があります。 

4. 以下のいずれかを実行します。 

 他のプランにダウングレードせず、割り当てられたリソース数を減らすには、減らし

たいオプションを選択して［アドオン調整］をクリックします。 

 他のサービスプランにダウングレードするには、［ダウングレードを注文する］をク

リックします。 

 メインプランに加えてホスティングプランを契約するには： 
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1. ［アカウント］タブで［契約を追加］リンクをクリックします。 

2. 契約したいホスティングプランを選択し、［購入する］をクリックします。画

面の指示に従って注文を完了します。 
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統計を表示する 

 アカウントのディスク容量とトラフィック使用量レポートを表示する
には： 

1. アカウントに複数の契約が関連付けられている場合、画面上部の［契約］メニ

ューで、必要な契約を選択します。 

2. ［統計］タブをクリックします。 

チャートに次の情報が表示されます。 

 ウェブスペース内のウェブサイト、メールアカウント、データベース、およびウェブ

スペース内のその他のファイルで使用されているディスク容量。 

 当月中に FTP、ウェブ、メールサービスで使用されたトラフィック。 

［FTP］フィールドは、FTP 経由でウェブスペースから送受信されたファイルの合計

サイズを示します。 

［HTTP］フィールドは、HTTP プロトコル経由ですべてのウェブサイトから送受信さ

れた（つまり、ウェブブラウザが取得した）データの合計量を示します。 

［POP3/IMAP］フィールドは、ドメイン下のすべてのメールアカウントで受信したデー

タの合計量を示します。 

［SMTP］フィールドは、ドメイン下のすべてのメールアカウントで送信したデータの

合計量を示します。 

3. 以下のいずれかを実行します。 

 FTP 経由でサイトで送受信したデータ量に関するレポートを表示するには、［FTP 統

計］をクリックします。 

 FTP ディレクトリで送受信したデータ量に関するレポートを表示するには、［匿名 FTP
統計］をクリックします。 

 特定の月にサービスで使用されたトラフィックの量に関するレポートを表示するには、

［データ転送統計］をクリックし、メニューから月を選択します。 
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ログファイル 
ログファイルには、ウェブサーバへのすべての接続と、サーバで見つからなかったファイル

のリクエストが記録されます。これらのログファイルの分析はサーバ上で稼働する統計プロ

グラムで行われ、オンデマンドでグラフィカルレポートとして表示されます。これらのログ

ファイルをコンピュータにダウンロードして、サードパーティ製の統計プログラムで処理し

たり、ウェブサーバのデバッグに使用することができます。 

 これらのログファイルが増加するのを防ぐために、ログファイルの自
動クリーンアップとリサイクルを有効にする必要があります。 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループの［ログ］

に進み、［ログローテーション］を選択します。 

3. ［スイッチオン］をクリックします。［スイッチオフ］ボタンしか表示されな

い場合、ログのリサイクルはすでに有効になっています。 

4. ログファイルをリサイクルするタイミングと、サーバに保管するログファイ

ルのコピー数を指定します。ログファイルを圧縮するか、処理の後にメール

アドレスに送信するかを指定します。 

5. ［OK］をクリックします。 

 ログファイルのコンテンツを表示するか、コンピュータにダウンロー
ドするには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループにある［ロ

グ］に進みます。ログファイルのリストが表示されます。 

3. 以下のいずれかを実行します。 

 ログファイル内の全エントリを表示するには、ログファイル名をクリックします。ロ

グファイルの最新行を数行だけ表示したい場合は、［設定］グループの入力ボックス

に行数を入力し、ログファイル名をクリックします。 

 ファイルをコンピュータにダウンロードするには、対応するアイコン  をクリック

します。 

 処理済みのログファイルをサーバから削除するには、対応するチェックボックスをオ

ンにして、［削除］をクリックします。削除を確認して［OK］をクリックします。 
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 ログファイルを FTP 経由でコンピュータにダウンロードするには： 

1. PanelサーバにFTP経由で接続し、ダウンロードする契約ログのアクセスク

レデンシャルを使用してログインします。 

2. /statistics/logsディレクトリに進み、ログファイルをコンピュータに

コピーします。 
 

（高度）補助ユーザアカウントを管理す

る 

他のユーザに対して、Panel にアクセスしてウェブサイトやインストール済みアプリケーシ

ョンを管理することや、自ドメイン下のメールサービスを使用することを許可する場合は、

これらのユーザ用のユーザアカウントを作成する必要があります 

補助ユーザとユーザ役割 

補助ユーザアカウントは、ユーザ役割に基づいて作成されます。この役割には、Panel の特

定のエリアにアクセスするための権限や、Panel で操作を実行するための権限などが含まれ

ます。会計担当者、アプリケーションユーザ、所有者、ウェブマスターといったユーザ役割

があらかじめ設定されています。顧客は、会計担当者、アプリケーションユーザ、ウェブマ

ネージャの役割をニーズに合わせて変更したり、独自の役割を作成することができます。ユ

ーザ役割とユーザアカウントの作成について詳しくは、「ユーザ役割（57ページ）」および

「補助ユーザアカウント（59ページ）」のセクションを参照してください。 

補助ユーザアカウントを作成すると、これらのユーザで Panel 内のアカウントにログインし、

ショートカットからメールボックスにアクセスすることやアプリケーションでの作業するこ

とが可能になります。さらに、補助ユーザが利用できるリンクのリストにカスタムリンクを

追加して拡張することができます。会社リソースやウェブ上のサイトなどへのカスタムリン

クを追加できます。詳しくは、「カスタムリンク（61ページ）」を参照してください。 

補助ユーザと複数の契約 

Panel 10.4 以降、顧客アカウントに複数の契約が含まれる場合、補助ユーザがアクセスでき

る契約を制限することが可能になりました。ユーザアカウントの［契約へのアクセス］プロ

パティが特定の契約に設定されていると、このユーザは常に当該契約にログインすることに

なり、他の契約に切り替えることはできません。 
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ユーザ役割 

 ユーザ役割を作成するには：  

1. ［ユーザ］タブで［ユーザ役割］タブから［ユーザ役割の作成］に進みます。 

2. 以下を指定します。 

 ユーザ役割名 

 Panel サービスへのアクセス： オペレーションに必要なパーミッションをユーザに付

与します。 

 ユーザと役割を管理： ユーザアカウントと役割を追加、変更、削除します。この

パーミッションがユーザに付与されていない場合でも、ユーザは Panel へのログイ

ン後に他のユーザの連絡先情報を参照できます。 

 サイトの作成と管理： ドメイン名およびサブドメインのセットアップ・変更・削

除、ウェブサイトのホスティング、ウェブホスティング設定の変更を行います。 

 ログローテーションの設定： ウェブサーバアクセスおよびエラーログファイルの

リサイクル関連の設定を管理します。ログファイルを表示、ダウンロード、削除し

ます。 

 匿名 FTP サービスの設定： すべてのインターネットユーザが認証なしで FTP アク

セスできるディレクトリをセットアップします。 

 スケジュール済みタスクの作成と管理： 顧客アカウントでスクリプトまたはプロ

グラムの実行をスケジュールします。 

 スパムフィルタの設定： メールボックスのスパム防御をセットアップします。 

 アンチウイルスの設定： メールボックスのウイルス防御をセットアップします。 

 データベースの作成と管理： 顧客アカウントに保存されるデータベースを追加、

変更、削除します。 

 データのバックアップおよび復元の構成および実行： 顧客のドメイン下の顧客ア

カウント、ウェブサイト、メールボックスに関連するデータをバックアップおよび

復元します。 

 統計の表示： ウェブサイト別のディスク容量とトラフィック使用量およびウェブ

サイト訪問のレポートを表示します。 

 アプリケーションのインストールと管理： ウェブサイトにアプリケーションをイ

ンストールし、管理します。 

 Web Presence Builder でのサイトデザイン： Web Presence Builder を使用してウェ

ブサイトを作成します。 

 ファイルのアップロードと管理： Panel のファイルマネージャを使用してウェブ

スペース内のファイルとディレクトリを管理します。 

 追加 FTP アカウントの作成と管理： 他のユーザに追加 FTP アカウントをセットア

ップします。 
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 DNS 設定を管理：ドメインの DNS 設定を管理します。 

 Java アプリケーションのインストールと管理： サードパーティ製 Java アプリケー

ションをウェブサイトにインストールします。 

 メールアカウントの作成と管理： メールアカウントを作成、変更、削除します。 

 メーリングリストの作成と管理： メーリングリストを作成、変更、削除します。 

 アプリケーションへのアクセス： ユーザがアクセスし、使用できるアプリケーション

を選択します。サーバにインストールされているすべてのウェブアプリケーションが

表示されます。 

アプリケーションのインストールおよびユーザへのアクセス権の付与について詳しく

は、「補助ユーザにアプリケーションへのアクセス権を付与する（108ページ）」の

セクションを参照してください。 

3. ［OK］をクリックします。 

 ユーザ役割のプロパティを変更するには：  

1. ［ユーザ］タブで［ユーザ役割］タブに進みます。 

2. 変更する役割名のリンクをクリックします。 

3. 必要に応じて役割のプロパティを変更し、［OK］をクリックします。 

 ユーザ役割を削除するには：  

1. ［ユーザ］タブで［ユーザ役割］タブに進みます。 

2. 削除する役割に対応するチェックボックスをオンにして、［削除］をクリック

します。所有者の役割や、1人以上のユーザに割り当てられている役割は、

削除できません。 

3. ［はい］をクリックして削除を確認します。 

 
 



 

 顧客アカウント管理 59 
 

補助ユーザアカウント 

 ユーザアカウントを作成するには：  

1. ［ユーザ］タブで［ユーザアカウントの作成］に進みます。 

2. 以下を指定します。 

 担当者 

 メールアドレス： このメールアドレスは、Panel にログインする際のユーザ名として

も使用されます。 

 ユーザ用に新しいメールアドレスを作成するには、［自分のアカウント下にメール

アドレスを作成する］オプションをオンにします。 

メールアドレスの @ 記号の左側部分を入力し、（アカウントに複数のドメインが

あれば）メールアドレスの作成に使用するドメイン名を選択します。 

 このユーザアカウントを外部メールアドレスに関連付けるには、［外部メールアド

レスを使用する］オプションをオンにして、既存の外部メールアドレスを指定しま

す。 

 ユーザ役割： 必要なユーザ役割をメニューから選択します。 

 契約へのアクセス： ユーザに対し、指定した契約へのアクセスのみを許可します。「す

べて」を選択すると、このユーザは顧客アカウント内のすべての契約にアクセスでき

るようになります。 

 パスワード： Panel にアクセスするためのパスワードを入力します。 

3. ［アクティブなユーザ］チェックボックスはオンにしておきます。これをオフ

にすると、ユーザはPanelにアクセスすることや顧客アカウントでアプリケ

ーションを使用することができなくなります。 

4. ［OK］をクリックします。 

5. ユーザに連絡先情報を追加したい場合は、ユーザ名のリンクをクリックし、

［連絡先の詳細］タブをクリックして、ユーザの連絡先情報を入力します。 

6. ［OK］をクリックします。 

これで、アカウントの作成と Panel へのアクセス権の付与をユーザに通知できるようになり

ました。ブラウザで表示するためのアドレスと、アカウント設定に指定したユーザ名/パスワ

ードをユーザに知らせます。 

 ユーザアカウントのプロパティを変更するには：  

1. ［ユーザ］タブをクリックします。 

2. ユーザ名のリンクをクリックします。 



 

60 顧客アカウント管理 
 

3. 必要な変更を行い、［OK］をクリックします。 

 ユーザアカウントを一時停止するか、アクティベートするには：  

1. ［ユーザ］タブをクリックします。 

2. ユーザ名のリンクをクリックします。 

3. 以下のいずれかを実行します。 

 ユーザアカウントを一時停止するには、［アクティブなユーザ］チェックボックスを

オフにします。ユーザは Panel にログインしてアプリケーションにアクセスできなく

なります。 

 ユーザアカウントをアクティベートするには、［アクティブなユーザ］チェックボッ

クスをオンにします。 

4. ［OK］をクリックします。 

 ユーザアカウントを削除するには：  

1. ［ユーザ］タブをクリックします。 

2. 削除するユーザアカウントのチェックボックスをオンにして、［削除］をクリ

ックします。自分のアカウントを削除することはできません。 

3. ［はい］をクリックして削除を確認します。 
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カスタムリンク 
Panel にカスタムハイパーリンクを追加し、ユーザに対して表示することができます。この

ハイパーリンクのリンク先は、ウェブリソース（貴社のサイトなど）やウェブアプリケーシ

ョン（オンラインリクエストの処理、クリックしたユーザに関する追加情報の収集などを実

行するアプリケーション）にすることができます。 

ユーザに関してどのような情報を受け渡すのかを指定することができます。 

 契約 ID 

 契約に関連付けられたプライマリドメイン名 

 FTP アカウントのユーザ名とパスワード 

 顧客のアカウント ID、名前、メールアドレス、会社名 

コントロールパネルで次のような場所にリンクを配置し、表示対象とするユーザを決めるこ

とができます。 

 コントロールパネルの［ホーム］ページで、自分のみに表示する。このように設定するに

は、リンクのプロパティで［顧客のホームページ］オプションをオンにします。 

 コントロールパネルの［ホーム］ページで、自分とそのユーザ（コントロールパネルへの

ログインが許可されているユーザ）のみに対して表示する。このように設定するには、リ

ンクのプロパティで［共通アクセス］オプションをオンにします。 

 コントロールパネルの［ウェブサイトとドメイン］タブで、自分とそのユーザ（コントロ

ールパネルへのログインが許可されているユーザ）のみに対して表示する。このように設

定するには、リンクのプロパティで［契約の［ウェブサイトとドメイン］ページ］オプシ

ョンをオンにします。 

 コントロールパネルにカスタムハイパーリンクを追加するには： 

1. ［アカウント］タブで［追加サービス］に進み、［サービスにリンクを追加する］

をクリックします。 

2. 以下の設定を指定します。 

 ［ボタンラベル］ボックスに、ボタンに表示されるテキストを入力します。 

 ボタンの配置場所を選択します。 

 ボタンの優先度を指定します。カスタムボタンは、定義した優先度に従って Panel に
配置されます。数字が小さいほど、優先度が高くなります。ボタンは左から右に配置

されます。 

 ボタン背景に画像を使用するには、その画像の保存場所へのパスを入力するか、［参

照］をクリックしてそのファイルを参照します。ナビゲーションペインに配置するボ

タンの画像には 16ｘ16 ピクセルの GIF または JPEG ファイルを、メインフレームや

デスクトップに配置するボタンの画像には 32ｘ32 ピクセルの GIF または JPEG ファ

イルをお勧めします。 

 ［URL］ボックスに、ボタンのハイパーリンクを入力します。 
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 チェックボックスで、顧客情報などのデータを URL に含めて転送するかどうかを指定

します。これらの情報は外部のウェブアプリケーションで使用できます。 

 ［ツールヒントのテキスト］の入力フィールドに、ボタンの上にカーソルを動かすと

表示されるヒントを入力します。 

 リンク先 URL をパネルのメインフレームで開く場合は、［Parallels Panel で URL を開く］

チェックボックスをオンにします。このチェックボックスをオフにすると、URL は別

のウィンドウまたはタブに表示されます。 

 自分以外にこのボタンを表示させない場合は、［自分にのみ表示する］チェックボッ

クスをオンにします。 

3. ［終了］をクリックして作成を完了します。 

 Panel からハイパーリンクボタンを削除するには： 

1. ［アカウント］タブで［追加サービス］に進みます。 

2. 削除するボタンのチェックボックスをオンにして、［削除］をクリックしま

す。 

 

 



 

  
 

「Parallels Panel クイックスタート（11ページ）」の章で説明したように、ウェブサイト

構築の第一歩はドメイン名の購入です。ドメイン名（あるいは簡略的に「ドメイン」）

とは、ユーザがウェブサイトにアクセスするときにブラウザで指定する

「www.example.com」などの名前です。ドメイン登録は「ドメインネームレジストラ」

という認定機関が行います。通常、ホスティングプロバイダがこの役割を担います。

Panel でのドメイン管理について詳しくは、「ドメインと DNS（64ページ）」のセクシ

ョンを参照してください。 

ただし、ドメインはウェブサイトではありません。ウェブ上でアクセスできるようにし、

コンテンツを追加するには、ホスティングサービスを契約する（顧客アカウントを取得

する）必要があります。つまり、インターネット接続、コンテンツを格納するためのデ

ィスク領域、メールサービスなどをドメインに付加する必要があります。したがってウ
ェブサイトとは、ホスティングサービスが付加されたドメインであると言えます。 

Panel では、ドメインとウェブサイトに対して次のような各種オペレーションを実行で

きます。 

 ドメイン、サブドメイン、エイリアスの追加と削除。 

 ウェブサイトのコンテンツの管理。 

 各種ウェブアプリケーションのインストール。 

 ウェブサイトへの接続などのセキュリティ管理。 

この章では、Panel でウェブサイトとドメインに対して実行できるすべてのオペレーシ

ョンについて詳しく説明します。ただし、ホスティングプランによっては、一部のオペ

レーションを実行できない場合があります。 
 

第 4 章  

ウェブサイトとドメイン 
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ドメインと DNS 

既に説明したように、ドメイン名とは、ウェブサイトにアクセスしたいユーザがブラウ

ザで指定する名前です。 

ドメイン名は階層構造であり、「ラベル」という多数のパーツから構成されています。 

 一番右に位置するラベルを「トップレベルドメイン」と呼びます。例えば、

「www.example.com」のトップレベルドメインは「com」です。トップレベルド

メインの数は限られており、これらはすべて、複数の国際的な管理団体によって管

理されています。 

 ウェブサイトの使用目的を示すために主に使用されるのが「セカンドレベルドメイ

ン」です。たとえば、「www.example.com」のセカンドレベルドメインは

「example」です。セカンドレベルドメインとトップレベルドメインの組み合わせ

によって、ウェブサイトの具体的な場所を指定します。 

 左側にあるレベルは、右側のドメインのサブドメインです。例えば、「www」は

「example.com」のサブドメインです。サブドメインは、メインサイトから一部の

コンテンツを隔離したい場合に便利です（個人ブログを「myblog.example.com」
にまとめる場合など）。Panel でのサブドメイン追加方法について詳しくは、「サ

ブドメインを追加する（67ページ）」のセクションを参照してください。 

1 つの契約で複数のウェブサイトをホスティングしたい場合は、ドメインを追加購入し、

契約に追加してください。Panel でのドメイン追加方法について詳しくは、「ドメイン

を追加する（65ページ）」のセクションを参照してください。 

ドメイン名は便宜的に使用されるだけであり、ブラウザとウェブサーバの間の実際の通

信は、IP アドレス（ホストを数字で示す識別子）を利用して行われます。例えば、

「www.example.com」の実際のアドレスは「192.0.2.12」（※IPv4）です。ドメイン

名から IP アドレスへの名前解決に、ウェブホストは DNS テクノロジーを使用します。

Panel への DNS の導入方法について詳しくは、「（高度）ドメイン用に DNS を構成す

る（72ページ）」を参照してください。 

DNS では、複数のドメインを 1 つの IP アドレスに名前解決することができます。この

ような追加のドメイン名を「ドメインエイリアス」と呼びます。これは、複数のドメイ

ンを購入して同じウェブサイトに関連付けたい場合に便利です。既存のドメインへのエ

イリアス追加方法について詳しくは、「ドメインエイリアスを追加する（69ページ）」

のセクションを参照してください。  
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ドメインを追加する 
ホスティングパッケージに複数のドメイン名（ウェブサイト）が含まれている場合、新

しいドメインをサーバに簡単に追加できます。セカンドレベルドメイン名を使用する新

しいドメイン（例： example.com）を追加する前に、このドメイン名を必ず登録して

ください。ホスティングプロバイダがドメイン名登録サービスを提供している場合、次

の手順でコントロールパネルから実行できます。あるいは、ドメイン名を他のドメイン

名登録機関に登録します。 

Panel では、次のようなサイト構成をセットアップできます。 

 アドレスにセカンドレベルドメイン名を使用するウェブサイト。 ウェブサイトでは、

次のようなサービスを使用できます。 

 一意のインターネットアドレス（ドメイン名）（例： example.com）。 

 追加のドメイン名（ドメインエイリアス）。 

 サブドメイン： メインサイトに付加された覚えやすいアドレス（例：

mail.example.com）でアクセスできる、サイトの一部。 

 サイトコンテンツでのコラボレーションに使用する独立した FTP アカウント： 
FTP アカウントごとに、アクセス可能なディレクトリを指定できます。 

 Web Presence Builder によるウェブサイト作成。 

 アプリケーション（コンテンツ管理システム、フォトギャラリー、ショッピング

カート、ブログプラットフォームなど）のシンプルなデプロイ。 

 SSL プロトコルによるセキュアなデータ交換： これを行うには、他のユーザや

サイトと共有されない専用 IP アドレスでサイトをホスティングする必要があり

ます。 

 メールボックスおよびメーリングリスト。 

 サイト訪問に関する統計の表示。 

 アドレスがサードレベルドメイン名（サブドメイン）であるウェブサイトまたはそ

の一部。 これは通常、既存のサイトの一部です。インターネットアドレスは、ドッ

トで区切られた 3 つの部分から構成されています。サブドメインでは、次のような

サービスを使用できます。 

 メインサイトとは別のドキュメントルート： ドキュメントルートとは、サーバ

上の 1 ディレクトリであり、サイトのウェブページが格納されます。 

 コンテンツ管理への FTP アクセス。 

 Web Presence Builder によるウェブサイト作成。 

 アプリケーションのシンプルなデプロイ。 

 SSL プロトコルによるセキュアなデータ交換：  

 サイト訪問に関する統計の表示。 
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  ドメインを追加する 

 セカンドレベルドメイン名で新しいウェブサイトをホストするに
は：  

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、アカウントに関連付け

られた複数のウェブスペースへのアクセス権がある場合は、画面上部に

ある［契約］メニューで必要なウェブスペースを選択してください。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブをクリックし、［新しいドメインを追加］

をクリックして、画面の指示に従います。 

注： 推奨されるオプションを選択する場合、関連する DNS 設定とドメイン名を、

レジストラ側のドメイン名と関連付ける必要があります。これを行うには、Panel
ネームサーバの IP アドレスをレジストラの各 NS レコードに入力します。IP の取得

方法は次のとおりです。［ウェブサイトとドメイン］>［DNS 設定］で NS レコード

を検索し、NS レコード値に対応する A レコードを検索します。 
例えば、NS レコードが 
example.com. NS ns.example.com 
で、ns.example.com の A レコードが 
ns.example.com. A 192.0.2.12 

であれば、必要な Panel ネームサーバの IP アドレスは「192.0.2.12」です。 

3. ［OK］をクリックします。 

新しいドメイン名が画面下にリストされます。 

4. ホスティング設定の変更操作が許可されているアカウントの場合、新し

いウェブサイトのドメイン名をクリックしてホスティング設定を表示ま

たは変更することができます。この手順は、「ホスティング設定を変更す

る（83ページ）」のセクションを参照してください。 

Web Presence Builder でウェブサイトの作成を開始したり、新しいウェブサイトのウ

ェブスペースにウェブコンテンツをアップロードすることができます。この手順は、

「ウェブサイトのコンテンツを管理する（96ページ）」のセクションを参照してくださ

い。 

 ドメインを登録する 

サービスプロバイダがドメイン名登録サービスとウェブホスティングを提供している

場合、ドメイン登録を Panel で直接開始することができます。ドメイン名を登録するに

は、上記の手順に従ってドメイン名を追加し、［ウェブサイトとドメイン］タブのドメ

インリストで新しいドメイン名の横にある［今すぐ登録］リンクをクリックしてくださ

い。これにより、プロバイダのオンラインストアにリダイレクトされ、登録を完了でき

ます。 
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登録したドメイン名は、［ウェブサイトとドメイン］タブの［登録したドメイン名］リ

ストに表示されます。ドメイン名登録についての詳細（登録価格や次回更新日など）は、

このリストでドメイン名をクリックすると表示されます。 

ドメインを削除する 

Panel からドメインを削除すると、該当するサイトに関連するすべてのデータがサーバ

から削除されます。アカウントに対して最初に作成されたドメイン名（デフォルトドメ

イン）は削除できませんが、名前を変更することは可能です。 

 ドメインを削除するには：  

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、アカウントに関連付け

られた複数のウェブスペースへのアクセス権がある場合は、画面上部に

ある［契約］メニューで必要なウェブスペースを選択してください。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブをクリックします。 

3. ドメイン名のリストで、削除対象のドメインまたはサブドメインを選択

し、［削除する］をクリックします。 

4. 削除を確認して［OK］をクリックします。 

注： コントロールパネルでドメイン名を削除しても、これらのドメイン名の登録をキ

ャンセルしたことにはなりません。これらのドメイン名が登録されていれば、ウェブサ

イトのために引き続き利用できます。 

サブドメインを追加する 
ホスティングパッケージに、アドレスがサードレベルドメイン名であるサブドメインが

含まれている場合、これを使用して以下を実行できます。 

 サイトの構造を論理的に編成する。 

 同じサーバで追加ウェブサイトやウェブサイトの一部をホスティングすることで、

ドメイン名の追加登録に必要な費用を節減できます。 

サブドメインの使用例：  

「your-product.com」というウェブサイトを、製品の販促や販売に使用しているとしま

す。顧客サービスとオンライン注文のトラッキングに関する情報を公開するために、サ

ブドメイン「orders」を構築します。これにより、ユーザはドメイン名

「orders.your-product.com」にアクセスすればこれらの情報を直接参照できるようにな

ります。 

サブドメインは追加ドメインと同じステータスとなるため、同じツールとサービスをサ

ブドメインに対して設定できます。例えば、SSL 保護、Web Presence Builder、ウェブ

統計などを使用できます。 
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 サイトの一部または独立サイトにサブドメインをセットアップす
るには：  

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、アカウントに関連付け

られた複数のウェブスペースへのアクセス権がある場合は、画面上部に

ある［契約］メニューで必要なウェブスペースを選択してください。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブをクリックします。 

3. ［新しいサブドメインの追加］をクリックします。 

4. 以下を指定します。 

a. ［サブドメイン名］ボックスに、メインサイトのドメイン名に追

加するアドレスの一部を入力します。 

b. ［ドキュメントルート］ボックスに、このサイトのすべてのファ

イルとサブディレクトリを格納するディレクトリのロケーショ

ンを入力します。メインサイトのデフォルトディレクトリ

「httpdocs」を使用することも、他のディレクトリを指定するこ

ともできます。 

5. ［OK］をクリックします。 

新しいサブドメイン名が画面下にリストされます。 

サブドメインのウェブスペース（サーバ上のディレクトリ）にウェブコンテンツをアッ

プロードできます。この手順は「FTP 経由でコンテンツをアップロードする」を参照し

てください。 

ワイルドカードサブドメイン 

サブドメイン名にアスタリスク（*）を入力すると、Panel はいわゆる「ワイルドカー
ドサブドメイン」を作成します。Panel に登録されていない任意のサブドメイン名を入

力したサイト訪問者は、このワイルドカードサブドメインにリダイレクトされます。ワ

イルドカードサブドメインは任意のドメイン名レベルに作成でき、たとえば 
*.mystore.example.com サブドメインなどを作成可能です。詳しくは、「（Linux）ワイ

ルドカードサブドメインを追加する（71ページ）」のセクションを参照してください。 
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ドメインエイリアスを追加する 
ドメイン名レジストラに、このサーバでホスティングする同一のウェブサイトをポイン

トする複数のドメイン名を登録している場合、ドメインエイリアスをセットアップする

必要があります。 

 ドメインエイリアスをセットアップするには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループに

ある［ドメインエイリアス］に進みます。 

3. ［ドメインエイリアスの追加］をクリックします。 

4. 希望するドメインエイリアス名を入力します(例：alias.com)。 

ドメインエイリアスには、文字、数字、ハイフンを使用できます。ドメインエイリ

アスのドット間の長さは、63 文字以内にしてください。 

5. ドメインエイリアスでプライマリドメインと同じDNSゾーンリソース

レコードを使用したい場合は、［プライマリドメインとDNSゾーンを同期

する］チェックボックスをオンにします。この設定により、今後プライ

マリドメインゾーンのリソースレコードに変更があれば、このドメイン

エイリアスのDNSゾーンにも適用されます。 

6. ドメインエイリアスの下のメールアドレスに送信されたメールを、オリ

ジナルドメイン名の下のメールアドレスにリダイレクトしたい場合、

［メールサービス］チェックボックスをオンにします。 

例えば、mail@yourdomain.com というメールアドレスがあり、ドメイン名のエイリ

アスとして alias.com を設定しているとします。この場合、mail@alias.com 宛てに

送信されたメールをメールボックス mail@yourdomain.com で受け取るには、［メ

ールサービス］チェックボックスをオンにします。 

7. ［ウェブサービス］チェックボックスをオンにします。この設定を行わな

いと、ブラウザでドメインエイリアスを指定してサイトを訪問してきた

ユーザに、ウェブコンテンツが表示されません。 

8. Linuxプラットフォームがべースのホスティングサービスを使用してお

り、ドメインエイリアス経由でアクセス可能にしたいサイトにJavaア
プリケーションがインストールされている場合は、［Javaウェブアプリケ

ーション］チェックボックスをオンにします。 

9. ［OK］をクリックします。 
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 エイリアスのプロパティを変更するには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループに

ある［ドメインエイリアス］に進みます。 

2. 必要なエイリアス名をクリックします。 

3. ［ツール］グループの［プリファレンス］をクリックします。 

4. 必要に応じてドメインエイリアスのプロパティを変更し、［OK］をクリ

ックします。 

 ドメインエイリアスの DNSゾーンのリソースレコードを変更する
には： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループに

ある［ドメインエイリアス］に進みます。 

2. 必要なエイリアス名をクリックします。 

3. ［DNS設定］をクリックします。 

4. 必要に応じてリソースレコードを追加、編集、削除します。 

 ゾーンにリソースレコードを追加するには、［新しいレコードの追加］をクリッ

クします。必要な値を指定し、［OK］をクリックしてゾーンに値を書き込みま

す。 

 リソースレコードを変更するには、［ホスト］列で当該レコードのハイパーリン

クをクリックします。 

 レコードを削除するには、削除するレコードのチェックボックスをオンにして

［削除］をクリックします。 

 ドメインからエイリアスを削除するには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループに

ある［ドメインエイリアス］に進みます。 

2. 削除するドメインエイリアスのチェックボックスをオンにします。 

3. ［削除］をクリックします。 

4. 削除を確認して［OK］をクリックします。 
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（Linux）ワイルドカードサブドメインを追加す

る 
ワイルドカードサブドメインは、存在しないサブドメインへの訪問者を、いずれかのウ

ェブサイト（通常はメインウェブサイト）にリダイレクトするために使用します。この

機能を使用して、次のようなことが可能です。 

 ウェブサイトの構成を改良し、マーケティングキャンペーンを実施する。 

例えば、「vps-limited-offer」というサブドメインが存在せず、

「limited-vps-offer.example.com」から「example.com」にユーザを転送したい場合

があります。 

 ユーザがサブドメイン名を誤入力しても、ウェブサイトを閲覧できるようにする。 

ウェブサイト名の「www」という接頭辞を「ww.example.com」のように誤入力し

てしまうのはよくあるエラーです。 

 最後に、一部のウェブサイトアプリケーション（WordPress など）では、ユーザエ

クスペリエンス向上のために、ワイルドカードサブドメインを使用して動的サブド

メインを作成します。 

注： ワイルドカードサブドメインを追加しても、既存のサブドメインへのトラフィッ

クに影響はありません。 

ワイルドカードサブドメインを追加するには 

1 つの契約下のドメイン名に対し、ワイルドカードサブドメインを 1 つずつ追加するこ

とができます。これを行うには、［ウェブサイトとドメイン］タブで、名前が「*」の

新しいサブドメインを任意のドメイン名に追加します。例えば、「*.example.com」の

ように入力します。このサブドメインに、カスタマイズしたスクリプトやウェブサイト

コンテンツを挿入するには、サブドメインに対してカスタムのドキュメントルートを指

定します。 

ワイルドカードサブドメインの制限事項 

ワイルドカードサブドメインは通常のサブドメインと同様に機能しますが、以下の例外

があります。 

 Linux 限定の機能である。現在、ワイルドカードサブドメインに対応しているのは

Panel for Linux のみです。 

 名前の変更ができない。このようなサブドメインは名前を変更できません。 

 DNS ゾーンを持たない。ワイルドカードサブドメインは、Panel の DNS サーバで

独自のゾーンレコードを持ちません。代わりに、対応するドメイン名に関連付けら

れた IP アドレスをポイントする A レコードを持ちます。 

 APS アプリケーションをインストールできない。Panel ユーザは、APS アプリケー

ションをワイルドカードサブドメインにインストールできません。 
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 Web Presence Builder サイトを使用できない。Panel ユーザは、ワイルドカードサ

ブドメインに対して Web Presence Builder のサイトを編集および公開できません。 

 
 

（高度）ドメイン用に DNSを構成する 
ドメインネームシステム（DNS）とは、階層構造のネーミングシステムであり、人が理

解できるドメイン名をウェブホストに関連付けられた数字の識別子（IP アドレス）に

変換します。このような変換を「名前解決」と呼びます。ドメイン名を追加するときは

（［ウェブサイトとドメイン］>［新しいドメインを追加する］）、リソースの名前解

決用の Panel の役割を選択する必要があります。すべての変換リクエストを直接処理す

ることや、バックアップサーバとして機能することや、変換リクエストをリモートサー

バに受け渡すことができます。この役割は、既存のドメイン名に対して変更することが

できます（［ウェブサイトとドメイン］でドメイン名をクリックし、［DNS 設定］を選

択）。各役割の詳細や、役割の割り当て方法については、このセクションで後ほど説明

します。 

DNS 名前解決 

DNS のベースになるのは、「ドメイン名前空間」という階層状のツリー構造です。こ

のグローバルな名前空間にはすべての可能なドメイン名が含まれ、「ドメインゾーン」

と呼ばれる複数の論理パーツに分割されます（下図参照）。ドメインゾーンとは名前空

間の一部であり、特定ドメインのアドレスが含まれます。アドレスは、当該ゾーンに対

して権限を持つ別のネームサーバ上のファイルに保存されています。例えば、ブラウザ

が「www.example.com」へのアクセスを試行すると、「example.com」ゾーンに対

して権限を持つサーバからサイトの IP アドレスが通知されます。DNS がどのように機

能するのかについて詳しくは、該当する参考文書を参照してください。例えば、インタ

ーネット上にも Microsoft TechNet 
『http://technet.microsoft.com/en-us/library/cc958978.aspx』などの様々な情報源があり

ます。 
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ドメインを購入すると、レジストラから、このドメインとそのサブドメインに対応する

DNS ゾーンの設定へのアクセスが提供されます。レジストラにゾーンの管理を任せる

ことも、ゾーンの管理を Panel に移管することもできます。後者のオプションを選択す

ると、顧客アカウントでゾーンを直接管理することができます。Panel にゾーン管理を

移管する方法について詳しくは、「Panel をマスター DNS サーバとして利用する（74ペ
ージ）」のセクションを参照してください。 

上級ユーザは、ゾーンに対して権限を持たせたい DNS サーバが他にあれば、Panel を
スレーブ（別名「セカンダリ」）DNS サーバとしてセットアップすることができます。

この場合、Panel にはゾーンのコピーのみが保存され、コントロールパネルからゾーン

を管理するオプションはありません。Panel の DNS サーバは、プライマリネームサー

バがアクセス不能になった場合やプライマリネームサーバが停止した場合にのみ利用

されます。Panel をセカンダリ DNS サーバとして使用する方法について詳しくは、

「Panel をスレーブ DNS サーバとして利用する（79ページ）」のセクションを参照して

ください。 

Panel を DNS サーバとして利用しない場合、すべてのゾーン管理作業をドメインレジ

ストラのサイトで行う必要があります。一部のレジストラでは、リモート DNS ゾーン

管理をサポートしています。お使いのホスティングプロバイダがこの機能を提供してい

る場合も、権限を持つネームサーバがどこにあろうとも、コントロールパネルで DNS
ゾーンを変更することが可能です。Panel の DNS サーバをオフにして、ゾーンをリモ

ート管理する方法について詳しくは、「Panel におけるレジストラの DNS 設定（80ペー

ジ）」のセクションを参照してください。 
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Panel をマスター DNS サーバとして利用する 

Panel はそれぞれの新しいドメイン名に対し、サービスプロバイダによって構成された

設定に従う DNS ゾーンを自動作成します。自動構成で問題ないはずですが、ドメイン

名ゾーンにカスタマイズを施す必要がある場合は、Parallels Panel で実行できます。 

 ドメインの DNS ゾーンのリソースレコードを表示するには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［DNS設定］に進みます。 

2. ドメイン名が複数存在する場合は、表示したいDNS設定を持つドメイ

ン名を選択してください。 

画面に、該当ドメインのリソースレコードがすべて表示されます。 

 ゾーンに新しいリソースレコードを追加するには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［DNS設定］に進みます。 

2. ドメイン名が複数存在する場合は、管理したいDNS設定を持つドメイ

ン名を選択してください。 

3. ［レコードを追加する］をクリックします。 

4. リソースレコードのタイプを選択し、適切なデータを指定します。 

 【NS レコード】（ドメインの DNS ゾーンを決めるネームサーバのドメイン名

を指定するレコード）の場合： ドメイン名（またはサブドメイン）を指定して、

該当するネームサーバのドメイン名を入力する必要があります。メインドメイン

の NS レコードを定義する場合は、ドメイン名フィールドを空欄にしてください。

サブドメイン用のネームサーバを定義する場合は、ドメイン名の入力フィールド

にサブドメイン名を入力してください。その後、ネームサーバの入力フィールド

にネームサーバのドメイン名を入力します。例えば、「ns1.mynameserver.com」

のように入力します。 

 【A および AAAA レコード】（IP アドレスとドメイン名を関連付けるレコード）

の場合：ドメイン名と IP アドレスを指定する必要があります。メインドメイン

のレコードを定義する場合は、ドメイン名の入力フィールドを空欄にしてくださ

い。ネームサーバのレコードを定義する場合は、ドメイン名のフィールドに

「ns1」または「ns2」と入力します。次に、ドメイン名を関連付ける IP アドレ

スを入力します。 

 【CNAME レコード】（ドメインネームシステムでメインのドメインアドレスに

関連付けるサブドメイン（または www など、サブドメインに似たドメインエイ

リアスを指定するレコード）の場合：サブドメイン名または www エイリアスを

入力してから、メインドメイン名を入力します。 
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 【MX レコード】（該当ドメインで推奨されるメールサーバのホスト名を指定す

るレコード）の場合：メールドメイン（またはサブドメイン）、メールを受信す

るメールエクスチェンジサーバのドメイン名、およびサーバの優先度を指定する

必要があります。メインドメインに MX レコードを設定する場合は、入力フィー

ルドを空欄にしてください。次に、メールサーバのドメイン名を入力します。

「mail.myhostname.com」という名前のリモートメールサーバを実行している場

合は、［メールエクスチェンジサーバ］フィールドに「mail.myhostname.com」

と入力します。続いて、優先度を指定します。優先度は「0」が最高で「50」が

最低となります。 

 【PTR レコード】（リバース DNS ルックアップ（IP アドレスをドメイン名に変

換）に必要なレコード）の場合：IP アドレス/マスクを入力してから、この IP ア

ドレスを変換する際のドメイン名を入力します。 

 【TXT レコード】（人間が判読できるテキストの入力に使用するレコード）の

場合：任意のテキスト文字列または SPF レコードを入力することができます。 

 【SRV レコード】メール以外のサービスのロケーション指定に使用するレコー

ドの場合：サービス名、プロトコル名、ポート番号、およびターゲットホストを

入力する必要があります。サーバおよびプロトコル名の先頭はアンダースコア

（_）にします。ターゲットホストの優先度も指定できます。優先度が同じフィ

ールドは、重み付けすることができます。 

   4. ［OK］をクリックして［アップデート］をクリックします。 

 リソースレコードのプロパティを変更するには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［DNS設定］に進みます。 

2. ドメイン名が複数存在する場合は、管理したいDNS設定を持つドメイ

ン名を選択してください。 

3. ［ホスト］列で、変更したいリソースレコードに対応するハイパーリン

クをクリックします。 

4. レコードを変更して［OK］をクリックし、［アップデート］をクリック

します。 

上記で説明したリソースレコードに加えて、SOA（Start of Authority）レコードもあり

ます。このレコードは、この DNS ネームサーバがドメインの DNS ゾーン用であるこ

とを表します。また、ドメインネームシステム内の DNS ゾーンに関する情報の伝搬に

影響を与える設定も含まれています。 

 ドメインの SOA レコード内のエントリを変更するには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［DNS設定］に進みます。 

2. ドメイン名が複数存在する場合は、管理したいDNS設定を持つドメイ

ン名を選択してください。 

3. ［SOAレコード］をクリックします。 
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4. 必要な値を指定します。 

 更新間隔： セカンダリネームサーバが、マスターネームサーバに対して、ドメ

インのゾーンファイルに変更がないかを確認する間隔です。Panel でのデフォル

ト値は 3 時間です。 

 再試行間隔： セカンダリサーバが、失敗したゾーン転送を再試行するまで待機

する時間です。一般に、この時間は更新間隔より短くします。Panel でのデフォ

ルト値は 1 時間です。 

 失効間隔： 更新期間中にゾーンが変更または更新されなかった場合に、セカン

ダリサーバが問い合わせに応答しなくなるまでの時間です。Panel でのデフォル

ト値は 1 週間です。 

 最小 TTL： セカンダリサーバがマイナスの応答をキャッシュするまでの時間で

す。Panel でのデフォルト値は 3 時間です。 

 デフォルト TTL： 他の DNS サーバがレコードをキャッシュに保存するまでの時

間です。Panel でのデフォルト値は 1 日です。 

5. ［OK］をクリックして［アップデート］をクリックします。 

一部のハイレベル DNS ゾーン（大部分はヨーロッパ）に登録されたドメインでは、IETF
とRIPEの推奨するシリアル番号フォーマットを使用することが義務付けられています。

これらのゾーンに登録されているドメインを使用しており、レジストラに SOA シリア

ル番号を拒否された場合は、IETF と RIPE が推奨するシリアル番号フォーマットを使

用すれば問題が解決します。 

Panel が管理するサーバは、UNIX タイムスタンプ構文を使用して DNS ゾーンを構成し

ます。UNIX タイムスタンプとは、1970 年 1 月 1 日（Unix Epoch）を起点にした秒数

です。この 32 ビットのタイムスタンプは、2038 年 6 月 8 日にオーバーフローしてしま

います。 

RIPE では、YYYYMMDDNN フォーマットの使用を推奨しています。YYYY は年（4 桁）、

MM は月（2 桁）、DD は日（2 桁）、NN は同じ日付に作成されたバージョンです（2
桁）。YYYYMMDDNN フォーマットは 4294 年までオーバーフローしません。 

 ドメインの SOA シリアル番号フォーマットを YYYYMMDDNN フォ
ーマットに変更するには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［DNS設定］に進みます。 

2. ドメイン名が複数存在する場合は、管理したいDNS設定を持つドメイ

ン名を選択してください。 

3. ［SOAレコード］をクリックします。 

4. ［IETFとRIPEが推奨するシリアル番号フォーマットを利用する］チェックボ

ックスをオンにします。 
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注： 選択したフォーマットで生成した SOA シリアル番号のサンプルを参照してく

ださい。生成した番号が現在のゾーン番号よりも小さい場合、変更によってこのド

メイン用の DNS が一時的に誤動作する場合があります。ゾーンの更新は、しばらく

の間インターネットユーザに表示されない可能性があります。 

5. ［OK］をクリックして［アップデート］をクリックします。 

 ゾーンからリソースレコードを削除するには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［DNS設定］に進みます。 

2. ドメイン名が複数存在する場合は、管理したいDNS設定を持つドメイ

ン名を選択してください。 

3. 削除するレコードのチェックボックスをオンにします。 

4. ［削除］をクリックします。 

5. 削除を確認して［OK］をクリックして、［アップデート］をクリックし

ます。 

 サーバで使用されているデフォルト DNSテンプレート設定に従っ
て元のゾーン構成に復元するには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［DNS設定］に進みます。 

2. ドメイン名が複数存在する場合は、管理したいDNS設定を持つドメイ

ン名を選択してください。 

3. ［デフォルトに復元する］をクリックします。 

4. ［IPアドレス］メニューで、ゾーンの復元に使用するIPアドレスを選択し

ます。 

5. ドメインにwwwエイリアスが必要かどうかを指定します。 

6. ［DNSゾーンの復元を確認する］チェックボックスをオンにして、［OK］
をクリックします。 

 ドメインの SOA シリアル番号フォーマットをデフォルト（UNIX タ
イムスタンプ）に戻すには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［DNS設定］に進みます。 

2. ドメイン名が複数存在する場合は、管理したいDNS設定を持つドメイ

ン名を選択してください。 

3. ［SOAレコード］をクリックします。 
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4. ［IETFとRIPEが推奨するシリアル番号フォーマットを利用する］チェッ

クボックスをオフにします。 

注： 選択したフォーマットで生成した SOA シリアル番号のサンプルを参照してく

ださい。生成した番号が現在のゾーン番号よりも小さい場合、変更によってこのド

メイン用の DNS が一時的に誤動作する場合があります。ゾーンの更新は、しばらく

の間インターネットユーザに表示されない可能性があります。 

5. ［OK］をクリックして［アップデート］をクリックします。 

デフォルトでは、DNS ゾーン転送が許可されるのは、各ゾーンに含まれる NS レコー

ドで指定されているネームサーバのみです。Windows ベースのアカウントを使用して

いる場合、ゾーン転送の設定を変更できます。 

 ドメイン名レジストラから、すべてのゾーンへの転送を許可する
よう求められている場合は、以下を実行してください。 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［DNS設定］に進みます。 

2. ドメイン名が複数存在する場合は、管理したいDNS設定を持つドメイ

ン名を選択してください。 

3. ［ゾーン転送］をクリックします。すべてのゾーンへのDNSゾーン転送

が許可されているホストがすべて表示されます。 

4. レジストラのIPアドレスまたはネットワークアドレスを指定して、［ネ

ットワーク追加］をクリックします。 
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Panel をスレーブ DNS サーバとして利用する 

自らのアカウントでウェブサイトをホスティングしており、このサイトのプライマリ

（マスター）ネームサーバとして機能するスタンドアロン DNS サーバが存在する場合

は、セカンダリ（スレーブ）ネームサーバとして機能するように Panel の DNS サーバ

をセットアップすることができます。 

 Panel の DNS サーバをセカンダリネームサーバとして機能させる
には： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［DNS設定］に進みます。 

2. ドメイン名が複数存在する場合は、管理したいDNS設定を持つドメイ

ン名を選択してください。 

3. ［DNSサービスモードを切り替える］をクリックします。 

4. ［レコードを追加する］をクリックします。 

5. プライマリ（マスター）DNSサーバのIPアドレスを指定します。 

6. ［OK］をクリックして［アップデート］をクリックします。 

7. サーバ上でセカンダリネームサーバを持つ必要があるウェブサイトごと

に、ステップ2～6を繰り返します。 

 Panel の DNS サーバをプライマリバックとして機能させるには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［DNS設定］に進みます。 

2. ドメイン名が複数存在する場合は、管理したいDNS設定を持つドメイ

ン名を選択してください。 

3. ［DNSサービスモードを切り替える］をクリックします。 

そのゾーンの元のリソースレコードが復元されます。 
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Panel におけるレジストラの DNS 設定 

一部のウェブサイトを管理する外部プライマリネームサーバとセカンダリネームサー

バがある場合、これらの各サイトに対して Panel の DNS サービスをオフに切り替えて

ください。 

 外部ネームサーバで管理しているサイトに対して Panel の DNS サ
ービスをオフに切り替えるには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［DNS設定］に進みます。 

2. ドメイン名が複数存在する場合は、管理したいDNS設定を持つドメイ

ン名を選択してください。 

3. ［DNSサービスを無効にする］をクリックします。 

ゾーンの DNS サービスを無効にすると、画面が更新され、ネームサーバのリストだ

けが表示されます。リストに含まれるネームサーバのレコードは、システムに影響

を与えません。これらのレコードはクリッカブルリンクとして画面に表示され、リ

ンクをクリックすると、権限を持つ外部のネームサーバで管理されているゾーンの

構成を確認することができます。 

4. 権限のあるネームサーバで管理されているゾーンの構成を確認するに

は： 

a. ゾーンに対して権限のある該当ネームサーバのエントリをリス

トに追加します。［レコードの追加］をクリックし、ネームサー

バを指定して［OK］をクリックし、［アップデート］をクリック

します。 

b. テストするネームサーバごとに、これを繰り返します。レコー

ドがリストに表示されます。 

c. 作成したレコードをクリックします。 

Panel は、リモートネームサーバからゾーンファイルを取得し、リソースレコードをチ

ェックして、ドメインのリソースが正しく解決されていることを確認します。結果が解

釈され、画面に表示されます。 

コントロールパネルが課金システムと統合されている場合、ドメインに対する以下の操

作をパネルから実行できます。 

 レジストラのサイトでドメイン管理パネルにアクセスするためのパスワードを設定

する 

 他のプロバイダへの移管のためにドメインをロック/ロック解除する 

 ドメイン登録者やその他の連絡先情報を変更する 

 ドメインレジストラが管理しているドメインゾーンの DNS 設定を変更する 

 ドメイン名登録事業者でのドメインアカウントの自動更新を構成する 
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 レジストラのサイトでドメイン管理コントロールパネルにアクセ
スするための新しいパスワードを設定するには： 

1. [アカウント]タブに進みます。 

2. 設定を変更するドメイン名の横にある［ドメイン情報を表示する］リンク

をクリックします。 

3. ［ドメインパスワードを変更する］をクリックします。 

4. 新しいパスワードを入力し［OK］をクリックします。 

 他のプロバイダへの移管のためにドメイン名をロック/ロック解
除するには： 

1. [アカウント]タブに進みます。 

2. 設定を変更するドメイン名の横にある［ドメイン情報を表示する］リンク

をクリックします。 

3. ［レジストラのロック設定を変更する］をクリックします。 

4. ドメイン名転送を許可するには、［ロック］チェックボックスをクリア

して、［OK］をクリックします。 

 ドメイン所有者の連絡先情報、技術情報、管理情報、課金情報な
どを変更するには： 

1. [アカウント]タブに進みます。 

2. 設定を変更するドメイン名の横にある［ドメイン情報を表示する］リンク

をクリックします。 

3. ［連絡先情報を編集する］をクリックします。 

4. 必要な変更を加えて［OK］をクリックします。 

 ドメインの DNS 設定を変更するには： 

1. [アカウント]タブに進みます。 

2. 設定を変更するドメイン名の横にある［ドメイン情報を表示する］リンク

をクリックします。 

3. ［DNS設定を編集する］をクリックします。 

4. ウェブサイトのDNSゾーンを管理するドメインネームサーバと、ウェ

ブサイトをホスティングしているサーバのIPアドレスを指定します。 
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5. ウェブサイトのDNSゾーンがドメインレジストラによって管理されて

いる場合、貴社のウェブサイトのサービスにインターネット経由でアク

セスする方法に影響を与えるその他のリソースレコードを指定すること

もできます。 

6. ［OK］をクリックすると変更が保存されます。 

 ドメイン名の自動更新を構成するには： 

1. [アカウント]タブに進みます。 

2. 設定を変更するドメイン名の横にある［ドメイン情報を表示する］リンク

をクリックします。 

3. ［ドメイン登録の自動更新を許可する］をクリックします。 

4. ドメイン登録の自動更新を許可するには、［自動更新をオンにする］チェ

ックボックスをオンにして、［OK］をクリックします。  
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ホスティング設定を変更する 

Panel では、以下のような各種ホスティング設定を管理することができます。 

 基本設定： ドメイン名やホスティングタイプなど。 

 セキュリティ設定： サイト接続のセキュリティを SSL 証明書で強化するには、ま

ず最初に SSL サポートを有効化する必要があります。 

 スクリプティング設定： サイトでサポートするスクリプティング言語を指定するこ

とができます。詳しくは、「ウェブスクリプティング設定（85ページ）」のセクシ

ョンを参照してください。さらに、Panel は、PHP 言語および ASP.NET 言語のサ

イト単位（サブドメイン単位）でのカスタム構成をサポートします。調整可能な設

定について詳しくは、「PHP 設定」および「ASP.NET 設定（Windows）（90ページ）」

のセクションを参照してください。 

 ホスティング設定を確認したり、サイトでサポートするホスティ
ング機能やスクリプト言語を選択するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、アカウントに関連付け

られた複数のウェブスペースにアクセスできる場合、画面上部にある

［契約］メニューで、ウェブサイトがホスティングされているウェブス

ペースを選択してください。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブをクリックします。 

3. 画面の下部にあるウェブサイトのリストで、ウェブサイトのアドレスを

クリックします。 

4. 次のホスティング設定とオプションをレビューまたは変更します。 

 ホスティングタイプ： デフォルトで選択されているホスティング構成のタイプ

は、ウェブサイトホスティングです。つまり、ウェブサイトはこのサーバでホス

ティングされます。また、訪問者を他のウェブサイトにリダイレクトすることも

できます（別名「ウェブ転送」）。メールボックスとメーリングリストのみをこ

のドメインでホスティングする必要がある場合は、ウェブホスティングサービス

をオフにしてください。あるいは、ウェブサイトのドメイン名の下でホスティン

グされているウェブサイトとすべてのメールボックスおよびメーリングリスト

を一時停止することもできます。 

 訪問者を他のサイトにリダイレクトするには、［変更］リンクをクリックし、

［転送］オプションを選択して転送先のアドレスを入力し、転送方法を選択

して［OK］をクリックします。 

 ウェブサービスをオフにして、ドメイン下のメールサービスのみを使用する

には、［変更］リンクをクリックし、［ウェブホスティングなし］オプショ

ンを選択して、［OK］をクリックします。 
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 ウェブサイトとそれに関連付けられたすべてのサービス（メールを含む）を

一時停止するには、［一時停止］リンクをクリックします。このドメインま

たはウェブサイトをオンラインに戻す必要がある場合、［ウェブサイトとド

メイン］タブでドメイン名を選択し、［アクティベート］リンクをクリック

します。 

 ドキュメントルート： サイトのすべてのファイルとサブディレクトリを格納し

ているディレクトリの場所です。デフォルトディレクトリの「httpdocs」を使用

することも、他のディレクトリを指定することもできます。 

 SSL サポートを有効にする： 一般に、SSL 暗号化は、専用 IP アドレスで機能す

る e-コマースウェブサイトでのオンライントランザクション中に機密データの

転送を保護するために使用します。暗号化プロセスで使用される SSL 証明書は、

通常、単一 IP アドレスの単一ドメイン名に適用されます。そのため、SSL によ

る保護が必要なサイトは、専用 IP アドレス上でホスティングする必要がありま

す。例外はサブドメインであり、ワイルドカード証明書で保護することができま

す。ドメイン名の異なる複数のウェブサイトを単一の IP アドレス上でホスティ

ングするウェブサーバに SSL 証明書をインストールすることは技術的には可能

ですが、この方法はお勧めしません。暗号化は行われますが、ユーザがセキュア

サイトに接続しようとすると警告メッセージが表示されます。ウェブサイトの

SSL 暗号化を許可するには、［SSL サポートを有効にする］チェックボックスを

オンにしてください。 

 スクリプティング言語： ウェブサーバでサポートするプログラミング言語およ

びスクリプティング言語を、Active Server Pages（ASP）、Server Side Includes
（SSI）、PHP hypertext preprocessor（PHP）、Common Gateway Interface
（CGI）、Fast Common Gateway Interface（FastCGI）、Perl、Python から指

定します。デフォルトでは、PHP はセーフモードで動作するように構成されて

います。これは、機能的な制限を加えてホスティングセキュリティを強化するた

めです。PHP セーフモードについて詳しくは、http://php.net/features.safe-mode
を参照してください。 

 Microsoft FrontPage 設定： Microsoft FrontPage は一般的なウェブサイト開発ツー

ルです。ユーザが Microsoft FrontPage でコンテンツを作成および公開できるよ

うにするためには、［Microsoft FrontPage サポート］、［Microsoft FrontPage over SSL
サポート］、および［リモート FrontPage オーサリング許可］オプションを選択

します。 

 ウェブ統計： ウェブサイト訪問者に関するグラフィカルレポートとチャートを

表示するために使用するウェブ統計ソフトウェアを選択します。また、パスワー

ド保護されたディレクトリである http://your-website/plesk-stat/webstat にアク

セスして統計レポートを利用できるようにするためには、対応するチェックボッ

クスをオンにしてください。 

 カスタムエラードキュメント： サイトの訪問者が要求したページが見つからな

い場合、ウェブサーバはエラーメッセージを示す標準 HTML ページを生成して

表示します。独自のエラーページを作成してウェブサーバでそのページを使用す

るには、［カスタムエラードキュメント］チェックボックスをオンにします。 
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 追加の書込/編集パーミッション（Windows ホスティングのみ）： このオプショ

ンは、httpdocs ディレクトリの root にあるファイルベースのデータベース（Jet
など）をサイトのウェブアプリケーションで使用する場合に必要です。このオプ

ションを選択すると、ウェブサイトのセキュリティが著しく低下する恐れがあり

ます。 

5. ホスティング設定の表示または変更の完了後、［OK］をクリックしま

す。 

 

cgi-bin ディレクトリのロケーション 

ドメインの作成時に表示される cgi-bin ディレクトリは様々な可能性があります

（［CGI サポート］チェックボックス）。サンプルを用いて説明します。 

Panel 11 の一般的なドメインファイル構成は次の通りです。 

 /var/www/vhosts/webspace1.com/example1.com/ 

 /var/www/vhosts/webspace1.com/example2.com/ 

 /var/www/vhosts/webspace1.com/example3.com/ 

ここで exampleドメインはwebspace1.comウェブスペースの下に作成されています。 

example3.com ドメインの cgi-bin ディレクトリをウェブスペースのルートディレクト
リとして指定すると、絶対パスは次のようになります。 

/var/www/vhosts/webspace1.com/cgi-bin/ 

cgi-bin ディレクトリをこのドメインのドキュメントルートとして指定すると、絶対パ

スは次のようになります。 

/var/www/vhosts/webspace1.com/example3.com/cgi-bin/ 

このドメインの旧スタイルのルートを指定すると、絶対パスは次のようになります（こ

のオプションは、Panel を旧バージョンからアップグレードしなければ表示されませ

ん）。 

/var/www/vhosts/domain3.com/cgi-bin  

このオプションは、ファイルシステムでのドメインファイルの構成が旧式でも対応でき

ます。 

ウェブスクリプト設定 
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契約内の各ウェブサイトに対して、ウェブサーバでサポートしたいプログラミング言

語およびスクリプト言語を、Active Server Pages（ASP）、Server Side Includes（SSI）、
PHP hypertext preprocessor（PHP）、Common Gateway Interface（CGI）、Fast 
Common Gateway Interface（FastCGI）、Perl、Python から指定します。 Panel 10.4
以降、契約内の各ウェブサイト（またはサブドメイン）の PHP 設定を個別に構成する

ことが可能になりました。 この機能は、適切なパーミッションが契約に付与されてい

る場合のみ使用できます。 PHP のカスタム構成について詳しくは、「PHP 設定」のセ

クションを参照してください。 

PHP 設定 

PHP とは、動的なウェブページの作成でよく用いられるスクリプト言語です。最新の

ウェブサイトやウェブアプリケーションの多くは、PHP スクリプトをベースにしてい

ます。従って、サイト管理者は PHP スクリプトの実行を制御する方法を明確に理解し

ておく必要があります。 

特定のウェブサイトに対して PHP スクリプトがどのように実行されるのかは、PHP ハ

ンドラのタイプおよびサイトに対する PHP 設定の値という 2 つの側面から完全に定義

されます。特定のウェブサイトに対してこれらのパラメータをセットアップするには、

［ウェブサイトとドメイン］でリストからサイトを選択します。 

PHP ハンドラ 

訪問者が PHP スクリプトでサイトにアクセスすると、ウェブサーバはサイトスクリプ

トを解釈し、訪問者に対して表示されるページを生成します。PHP ハンドラは、この

解釈に必要な PHP ライブラリを呼び出します。PHP ハンドラは、ISAPI（Windows）、

Apache モジュール（Linux）、FastCGI、または CGI アプリケーションなど多数の中か

ら選択できます。どの PHP ハンドラを選択するのかは、セキュリティ、スクリプト実

行速度、メモリ消費量など様々な要因を検討して決定します。 

［ウェブサイトとドメイン］でウェブサイトを選択し、［全般］タブで［PHP 対応］を

選択して、いずれかの PHP ハンドラを選択してください。 

 
 

パフォーマンス 
 

メモリ

使用量 
セキュリティ 
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Apache モジ

ュール（Linux
のみ） 

高 

Apache ウェブサー

バの一部として機能

します。 

低 このハンドラ（別名「mod_php」）で

は、すべての PHP スクリプトが

apache ユーザで実行されるため、セ
キュリティが最も低いオプションとな

ります。つまり、任意のプラン契約者
のPHPスクリプトで作成されるすべて

のファイルに、同じ所有者（apache）
と同じパーミッションが設定されま

す。したがって、ユーザが自分以外の

ユーザのファイルや重要なシステムフ

ァイルに影響を与えることが理論上可

能です。 

注： PHP safe_mode オプションを

オンにすることで、いくつかのセキ

ュリティ問題を回避することがで

きます。このオプションは、セキュ

リティに関する潜在的なリスクを

もたらす多数の PHP 機能を無効化

します。これによって一部のウェブ

アプリケーションが機能しなくな

る場合があります。safe_mode オプ

ションは推奨されておらず、PHP 
5.3 では廃止予定となっています。 

ISAPI 拡張

（Windows
のみ。PHP 
5.3 以降は非
対応） 

高 

IIS ウェブサーバの

一部として機能しま

す。 

低 ISAPI 拡張は、専用 IIS アプリケーショ

ンプールが契約に対してオンになって

いれば、サイト分離を実現します。サ

イト分離とは、異なる顧客のサイトで

当該顧客のスクリプトが独立して実行

されるということです。したがって、

あるPHPスクリプトでエラーが発生し

ても、他のスクリプトの機能には影響

がありません。さらに、PHP スクリプ

トはホスティングアカウントに関連付

けられたシステムユーザで実行されま

す。 

注： ISAPI 拡張ハンドラは、PHP 
5.3 以降はサポートされません。 
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CGI アプリケ

ーション 

低 
各リクエストに対し

て新しいプロセスを

作成し、リクエスト

が処理されるとプロ

セスが終了します。

低 CGI ハンドラでは、PHP スクリプトが

ホスティングアカウントに関連付けら

れたシステムユーザで実行されます。

Linux では、この動作が可能なのは、

Apache ウェブサーバの suEXEC モジ

ュールがオン（デフォルト）の場合の

みです。オフの場合、すべての PHP ス

クリプトは apache ユーザで実行され

ます。 

CGI アプリケーションハンドラはフォ

ールバックとしてのみ使用することを

お勧めします。 

FastCGI アプ

リケーショ

ン 

高（Apache モジュー

ルと ISAPI 拡張に近

い） 

さらなる受信リクエ

ストの処理用にプロ

セスを実行し続けま

す。 

高 FastCGI ハンドラでは、PHP スクリプ

トがホスティングアカウントに関連付

けられたシステムユーザで実行されま

す。 

注： PHP を Apache モジュールから FastCGI アプリケーションに切り替えると、既存の

PHP スクリプトが正しく機能しなくなる可能性があります。 

Windows ホスティングを使用する場合、追加で PHP バージョンを選択することができ

ます。古い PHP アプリケーションのホスティングに PHP 4.x が必要な場合を除き、必

ず PHP 5.x を使用してください。 

PHP 設定 

PHP の挙動は、様々な構成設定によって定義されます。これらの設定により、パフォ

ーマンス（たとえばスクリプトで使用できるメモリ量）やセキュリティ（たとえばファ

イルシステムとサービスへのアクセス）などに関する様々なスクリプト実行の仕様が決

まります。これらの設定を、様々な理由に基づいて調整することができます。 

 スクリプトの誤記述によるメモリリークやサーバハングアップを防ぐため。 

 悪意あるスクリプトからデータを保護するため。 

 特定のウェブアプリケーションの要件を満たすため。 

 自社開発のスクリプトなどをテストするため。 

カスタマイズ可能なすべての PHP 設定は、コントロールパネルの［ウェブサイトとド

メイン］>でウェブサイトを選択すると、［PHP 設定］タブに表示されます。便宜上、

すべての PHP 設定は以下の 3 つのグループに分類されています。 
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 パフォーマンス設定：  
これらの設定は、スクリプトによってシステムリソースがどのように処理されるの

かを定義します。例： memory_limit パラメータを使用してスクリプト用のメモ

リ量を制限し、メモリリークを防ぎます。さらに、max_execution_time でスク

リプトの最大許容実行時間を制限し、スクリプトによるサーバの拘束を防止するこ

とができます。 

 共通設定：  
このグループには、他の一般的な PHP 設定が含まれます。主な設定に、セキュリテ

ィ設定（例：PHP セーフモードのオン/オフ切り替え、グローバル変数の登録パーミ

ッション）、エラー報告設定（例：エラーログディレクティブ）などがあります。 

 追加構成ディレクティブ：  
パフォーマンス設定または共通設定で見つからないパラメータは、［追加構成ディ

レクティブ］フィールドに追加してください。このフィールドのすべてのディレク

ティブが、最終版の PHP 構成に含められます。例えば、PHP にエラーログを独自

のファイルに記録させるには、「error_log=/tmp/my_file.log」という行を追

加します。 

PHP 設定の各パラメータの値を設定するには、プリセットから値を選択するか、カスタ

ム値を入力するか、あるいはデフォルト値のまま使用します。デフォルト値の場合、

Panel はサーバ全体の php.ini ファイルに定義された値を使用します。個々の PHP 設定

に関する情報は、該当するドキュメントを参照してください。例えば、

http://php.net/manual/en/ini.list.php などが参考になります。 

パラメータ値では次の 3 つのプレースホルダを使用できます。 

 {DOCROOT}： カスタム PHP 構成を取得するドメインのドキュメントルートディレ

クトリ用。 

 {WEBSPACEROOT}： 契約（ウェブスペース）のルートディレクトリ用。 

 {TMP}： 一時ファイルを保存するディレクトリ用。 

注： ウェブサイトのカスタム PHP 構成は、このサイトのすべてのサブドメインに対し

てプリセットとして機能します。ウェブサイトと同じ方法で、サブドメインごとの PHP
構成もさらに構成することができます。  
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ASP.NET 設定（Windows） 

 サイト用の ASP.NET 設定を構成するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループに

ある［ASP.NET設定］に進みます。 

3. データベースを使用するASP.NETアプリケーションのデータベース接

続用データを決める文字列をセットアップします。このオプションは

ASP.NET 2.0.xでのみ有効です。 

ASP.NET 構成画面に初めてアクセスすると、共通の構造のサンプル接続パラメ

ータが表示されます。サンプルを削除し、独自の文字列に変更することができま

す。 

 文字列を追加するには、［名前］および［接続パラメータ］入力フィールドに必

要なデータを入力し、横にある  をクリックします。 

 文字列を削除するには、横にある  をクリックします。 

4. ［カスタムエラー設定］フィールドで、ASP.NETアプリケーションが返

すカスタムエラーメッセージをセットアップします。 

 カスタムエラーメッセージモードを設定するには［カスタムエラーモード］メニ

ューで適切なオプションを選択します。 

 オン： カスタムエラーメッセージが有効化されます。 

 オフ： カスタムエラーメッセージが無効化され、エラーの詳細が表示されま

す。 

 リモートのみ： カスタムエラーメッセージはリモートクライアントに対して

のみ表示され、ローカルホストユーザにはASP.NETエラーが表示されます。 

 新規カスタムエラーメッセージ（※［オフ］モードを選択していなければ適用さ

れます）を追加するには、［ステータスコード］フィールドと［リダイレクト

URL］フィールドに値を入力して  をクリックします。 

 ステータスコード： エラーページにリダイレクトされる HTTP ステータス

コードを定義します。 

 リダイレクト URL： エラーに関する情報をクライアントに提供するエラーペ

ージのアドレスを定義します。 

競合を避けるため、既存のエラーコードに対して新規のカスタムエラーメッセー

ジを追加することはできませんが、既存のコードの URL を再定義することはで

きます。 
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 リストからカスタムエラーメッセージを削除するには、横にある  をクリック

します。 

5. ［コンパイルおよびデバッグ］フィールドで、コンパイル設定を構成しま

す。 

 動的コンパイルファイルのデフォルトとして使用するプログラミング言語を決

定するには、［ウェブページのデフォルト言語］リストからエントリを選択しま

す。 

 リテールバイナリのコンパイルを有効化するには、［デバッグの有効化］チェッ

クボックスをクリアしておきます。 

 デバッグバイナリのコンパイルを有効にするには、［デバッグをスイッチオンす

る］チェックボックスをオンにします。この場合、ソースコードの一部にエラー

があると、診断ページメッセージに表示されます。 

注： アプリケーションをデバッグモードで実行すると、メモリやパフォーマンスの

オーバーヘッドが発生します。デバッグは、アプリケーションのテスト時に使用し

て、本稼働段階では無効にすることをお勧めします。 

6. ［グローバリゼーション設定］セクションで、ASP.NETアプリケーション

のエンコーディング設定を構成します。 

 すべての受信リクエストに適用するエンコーディングを設定するには、［リクエ

ストのエンコーディング］フィールドにエンコーディング値を入力します（デフ

ォルトは「utf-8」）。 

 すべてのレスポンスに適用するエンコーディングを設定するには、［レスポンス

のエンコーディング］フィールドにエンコーディング値を入力します（デフォル

トは「utf-8」）。 

 .aspx、.asmx、.asax ファイルの解析時のデフォルトとして使用するエンコ

ーディングを設定するには、［ファイルのエンコーディング］フィールドにエン

コーディング値を入力します（デフォルトは「Windows-1252」）。 

 受信するウェブリクエストに対してデフォルトで使用するカルチャーを設定す

るには、［カルチャー］リストから適切なアイテムを選択します。 

 ロケールに依存するリソースの検索時にデフォルトで使用するカルチャーを設

定するには、［UI カルチャー］リストで適切なアイテムを選択します。 

7. ASP.NETアプリケーションのCAS（コードアクセスセキュリティ）信用

レベルを［コードアクセスセキュリティ］フィールドに設定します。 

CAS 信用レベルとは、アプリケーションの実行を割り当てるセキュリティゾーンで

あり、アプリケーションがアクセスできるサーバリソースを定義します。 

重要： アセンブリに割り当てた信用レベルが低すぎると、アセンブリは正しく機能

しません。パーミッションレベルについて詳しくは 
http://msdn.microsoft.com/library/jp-jp/dnnetsec/html/THCMCh09.asp?frame=true#c
09618429_010を参照してください。 
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8. ［スクリプトライブラリ設定］フィールドで補助スクリプトの使用を有効

化します。ウェブサイトで検証ウェブコントロールを使用している場合

は、スクリプトライブラリ設定を指定する必要があります。このオプシ

ョンはASP.NET 1.1.xでのみ有効です。 

 補助スクリプト（具体的には、入力データ検証用オブジェクトを実行するスクリ

プト）を使用する必要がある場合は、.NET フレームワークスクリプトライブラ

リの設定を指定してください。これを行うには、［Microsoft スクリプトライブラ

リへのパス］フィールドに、スラッシュに続けてドメインのルートディレクトリ

から始まるパスを入力するか、［Microsoft スクリプトライブラリへのパス］フィ

ールドの横のフォルダアイコンをクリックして必要な場所を選択します。 

 スクリプトを含むファイルの指定場所への自動インストールを開始するには、

［インストール］チェックボックスをオンにします。既存のファイルは上書きさ

れます。 

9. クライアントセッションパラメータを［セッション設定］フィールドに設

定します。 

 アプリケーションのデフォルト認証モードをセットアップするには、［認証モー

ド］リストで適切なアイテムを選択します。IIS 認証を使用している場合は、

Windows 認証モードを選択してください。 

 セッションがアイドル状態のまま維持される時間をセットアップするには、［セ

ッションタイムアウト］ボックスに分単位で時間を入力します。 

10. ［OK］をクリックすると、変更した内容がすべて適用されます。 
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ウェブサイトを一時停止または起動

する 

ウェブサイトを一時停止すると、このサイトはインターネット経由でアクセスできなく

なり、サイトのドメイン名を使用するメールアドレスは機能が停止します。 

 ウェブサイトを一時停止するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、アカウントに関連付け

られた複数のウェブスペースへのアクセス権がある場合は、画面上部に

ある［契約］メニューで必要なウェブスペースを選択してください。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブをクリックします。 

3. 一時停止するサイトのドメイン名をクリックします。 

4. ［ホスティングタイプ］フィールドの横にある［停止する］リンクをクリ

ックします。 

 ウェブサイトを起動するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、アカウントに関連付け

られた複数のウェブスペースへのアクセス権がある場合は、画面上部に

ある［契約］メニューで必要なウェブスペースを選択してください。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブをクリックします。 

3. 起動するサイトのドメイン名をクリックします。 

4. ［ホスティングタイプ］フィールドの横にある［起動する］リンクをクリ

ックします。 
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ウェブサイトをメンテナンスのために一時停止

する 
サイトメンテナンスモードに切り替えると、サイトをメンテナンス用にシャットダウン

し、一時的に閲覧できないことを訪問者に知らせて後で再アクセスするよう呼びかける

ことができます。サイトをメンテナンスモードにすると、ウェブサイトの訪問者に実際

のサイトページではなく「503 Service Unavailable」エラーページが表示されます。 

ウェブサーバのエラー文書（「カスタムエラーページ」オプション）をカスタマイズす

るオプションがホスティングプランに含まれている場合、ファイルマネージャを使用し

てエラーメージを開いてカスタマイズすることができます。「Service Temporarily 
Unavailable」メッセージの代わりに、「このサイトは現在メンテナンス中です。まも

なく復旧いたしますのでお待ちください」といった独自のメッセージを記述することが

できます。 

メンテナンス作業の終了後、サイトのメンテナンスモードをオフにして、訪問者がアク

セスできるようにしてください。 

 ウェブサイトのメンテナンスモードをオンにするには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブに進みます。 

2. ［ウェブサイトのメンテナンスモード］（［高度なオペレーション］グルー

プ内）をクリックします。 

3. 複数のウェブサイトがある場合、一時的に停止するサイトを特定し、

［管理］リンクをクリックします。 

4. ［ウェブサイトのメンテナンスモードに切り替える］チェックボックスを

オンにします。 

5. ［OK］をクリックします。 

カスタムエラードキュメントオプションがサイトに対してオンになっている場合、

「503 Service Temporarily Unavailable」ドキュメントを編集して、独自のテキストを

追加できます。エラーページのカスタマイズ方法について詳しくは、「カスタムエラー

ページをセットアップする（125ページ）」のセクションを参照してください。 

 メンテナンスモードをオフにしてサイトをオンラインに戻すに
は： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブに進みます。 

2. ウェブサイトのリストで、オンラインに戻すウェブサイトを探します。

このサイトのステータスインジケータは「メンテナンスのためにオフにな

っています」です。 
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3. ［変更］リンクをクリックします。 

4. ［ウェブサイトのメンテナンスモードに切り替える］チェックボックスを

クリアします。 

5. ［OK］をクリックします。 
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ウェブサイトコンテンツを管理する 

ウェブサイトを作成し、必要なコンテンツ（テキスト、画像、動画など）を追加するに

は、Panel に用意されたいずれかの方法に従ってください。 

 ウェブサイト作成および管理ツールを使用する： ウェブサイトをまだお持ちでなけ

れば、ウェブサイトの作成、編集、公開用のツールを利用して自力でセットアップ

することをご検討ください。このツールは、ウェブプログラミングやデザインのス

キルを持たないユーザでも利用することができます。次のようなツールをお勧めし

ます。 

 Web Presence Builder - コントロールパネルと統合されたウェブサイトエディ

タです。 

 サードパーティ製コンテンツ管理システム（CMS） - ウェブサイトの作成およ

び編集用のウェブアプリケーションです。 

 既存のウェブサイトをホスティングアカウントにアップロードする：  

 FTP クライアントプログラム： 無料の FTP クライアントをインターネットで入

手するか、Windows ユーザの場合は Windows Explorer を使用します。これによ

り、ホスティングサーバ上のディレクトリにアクセスし、ファイルを管理するこ

とが可能になります。他のユーザ（プログラマーやデザイナー）と協力してウェ

ブサイトを管理している場合、これらのユーザにディレクトリへの FTP アクセ

ス権を付与して、各ユーザにウェブサイトを編集させることができます。 

 ： Panel のウェブインターフェースを利用してウェブサイトファイルやディレ

クトリをアップロードまたは管理するためのツールです。 

注： Microsoft FrontPage エディタで作成したウェブサイトがある場合、このサイトを

Panel で管理する方法について詳しくは、「Microsoft Frontpage ウェブサイトを使用する

（Windows）（136ページ）」のセクションを参照してください。 

ここでは、コンテンツの詳しい管理方法を説明します。 

Web Presence Builder 

Web Presence Builder は、HTML マークアップやグラフィックデザインのスキルがない

ユーザでもプロが作成したようなサイトを作成できる便利なツールです。適切なページ

デザインとコンテンツテンプレートを選択し、ページにテキストを追加して、サイトを

公開するだけです。 

ホスティングサービスのオプションに Web Presence Builder が含まれていれば、これ

を利用してウェブサイトを作成し、公開することができます。含まれていない場合や、

最大許容サイト数を既に作成および公開済みの場合も、Web Presence Builder で新し

いウェブサイトを作成して編集することは可能です。ただし、このウェブサイトを公開

するためには、ホスティングプランをアップグレードする必要があります。 
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Web Presence Builder でウェブサイトの作成を開始するか、既存の Web Presence 
Builder サイトを編集するには、［ホーム］タブまたは［ウェブサイトとドメイン］タ

ブを開き、［Web Presence Builder を起動する］をクリックしてください。ドメイン名ま

たはサブドメインが複数存在する場合、該当する［Web Presence Builder で編集する］リ

ンクをクリックしてください。Web Presence Builder によるウェブサイト作成および

編集について詳しくは、「Web Presence Builder でウェブサイトを構築する（159ページ）」

のセクションを参照してください。 

サードパーティ製コンテンツ管理システム 

ウェブサイトを作成および保守するには、サードパーティ製コンテンツ管理システム
（CMS）を利用することができます。CMS とは、ウェブサイトの構造とコンテンツを

GUI で簡単に編集できるウェブアプリケーションです。Drupal や Joomla などのシステ

ムがあります。 

CMS は通常、サーバアプリケーションであるため、利用するためにはホスティングア

カウントにインストールする必要があります。したがって、CMS の利用を予定してい

る場合は、ホスティング契約でこのようなアプリケーションのインストールが許可され

ることを確認してください。 

 CMS を利用してウェブサイトを作成するには： 

1. ［アプリケーション］タブに進みます。 

2. 利用可能なアプリケーションのリストで、必要なCMSを探し、「ウェブ

サイトアプリケーションを導入する （106ページ）」のセクションに従っ

てインストールします。 

3. CMSでウェブサイトを作成および編集します。CMSによるウェブサイ

トの作成方法について詳しくは、該当CMSのマニュアルを参照してく

ださい。 

 

FTP 経由でアップロードする 

すべてのウェブサイトファイルとディレクトリが既にある場合は、ホスティングアカウ

ントに FTP 経由でアップロードすることを検討してください。ファイルを単にアップ

ロードするだけで、サーバ上での編集や管理は不要であれば、これが最も簡単な方法と

なります。 

 FTP 経由でファイルをアップロードするには：  

1. FTPクライアントプログラムで自社のFTPアクセスクレデンシャルを使

用して、サイトのドメイン名に接続します。これらのクレデンシャルの

構成方法について詳しくは、「FTPアカウントを追加する（206ページ）」

のセクションを参照してください。 
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2. サーバ上のディレクトリに、ウェブサイトファイルとディレクトリをコ

ピーします。 

 

 

Panel 外で作成したウェブサイトを公開するためのもう 1 つの方法が、ウェブインター

フェースでファイル管理機能を提供するツール「ファイルマネージャ」です。ファイル

マネージャは、コントロールパネルの［ウェブサイトとドメイン］タブから利用できま

す。 

自分のコンピュータから Panel サーバにウェブサイトをアップロードするためにファ

イルマネージャを使用するには、［ウェブサイトとドメイン］>［ファイルマネージャ］

ページに進み、［ディレクトリ作成］をクリックし、ウェブサイトが含まれるディレク

トリを Panel にアップロードしてください。ウェブサイトが ZIP ファイルに圧縮されて

いる場合、［新しいファイルを追加する］をクリックしてこのファイルをアップロード

してから、［ファイルを展開］をクリックして展開することができます。 

ウェブサイトのページを編集したい場合は、ファイルマネージャで実行できます。この

ツールには HTML ページをビジュアル編集できる HTML エディタが用意されており、

HTML タグを直接入力する必要はありません。HTML エディタでファイルを編集するに

は、ファイル名の横の［ツール］列にある  ボタンをクリックしてください。 

また、必要に応じてファイルマネージャのテキストエディタでファイルを編集すること

もできます。テキストエディタでファイルを開くには、ファイル名の横の［ツール］列

にある  ボタンをクリックしてください。 

ファイルやウェブページにインターネット上でアクセスできないようにするには、 で
これらのファイルのアクセスパーミッションを変更します。ファイルまたはディレクト

リのアクセスパーミッションを編集するには、［パーミッション］列で該当するリンク

をクリックします。パーミッションのレビューおよび編集方法については、「ファイル

およびディレクトリのアクセスパーミッションを設定する（99ページ）」のセクション

を参照してください。 
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ファイルおよびディレクトリのアクセスパーミ

ッションを設定する 

 Linux システムでファイルおよびディレクトリのパーミッション
セットを確認または変更するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、アカウントに関連付け

られた複数のウェブスペースへのアクセス権がある場合は、画面上部に

ある［契約］メニューで必要なウェブスペースを選択してください。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブをクリックします。 

3. ［ファイルマネージャ］をクリックします。 

ファイルとディレクトリに設定されているパーミッションが［パーミッション］列

に表示されます。パーミッションは「rwx rwx r--」のような文字の組み合わせ 3 セ

ットで表現されます。1 番目のセットはファイルまたはディレクトリの所有者がど

のような権限を持つかを示し、2 番目のセットはファイルまたはディレクトリが属

するユーザグループと、そのグループがファイルまたはディレクトリに対して持つ

権限を示し、3 番目のセットは、他のユーザ（そのサイトを訪問したインターネッ

トユーザなど）がファイルまたはディレクトリに対して持つ権限を示します。「R」

はファイルまたはディレクトリの読み取り、「W」はファイルまたはディレクトリ

への書き込み、「X」はファイルの実行またはディレクトリ内の閲覧を許可するパ

ーミッションです。 

4. パーミッションを変更したいファイルまたはディレクトリを探し、［パ

ーミッション］列でハイパーリンクをクリックします。 

5. 必要に応じてパーミッションを変更して［OK］をクリックします。 

  

 Windows システムでファイルまたはディレクトリのアクセスパー
ミッションを設定するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［ファイルマネージャ］に進みます。 

3. アクセスパーミッションを設定したいファイルまたはディレクトリを特

定し、該当するアイコン  をクリックします。 

4. 以下を実行してください。 
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 親フォルダからファイルまたはフォルダにパーミッションを継承するには、［親

フォルダからこのオブジェクト（およびすべての子オブジェクト）へのパーミッ

ション継承を許可する。ここで明示的に定義したエントリを含める。］チェック

ボックスをオンにします。 

 このフォルダに含まれるファイルとフォルダに、定義したフォルダパーミッショ

ンを継承させるには、［すべての子オブジェクトのパーミッションエントリを、

ここに表示されるエントリに置き換える］チェックボックスをオンにします。 

 グループまたはユーザのパーミッションを変更または削除するには、パーミッシ

ョンの名前を［グループまたはユーザ名］リストでクリックします。該当するグ

ループまたはユーザが［グループまたはユーザ名］リストに存在しない場合は、

リストの上にあるメニューで必要なユーザまたはグループ名を選択し、  をク

リックします。リストに、ユーザ/グループ表示されます。それを選択します。 

選択したユーザ/グループのパーミッションを許可または却下するには、［次の

ユーザ/グループのパーミッション：<ユーザ/グループ名>］にリストされたパー

ミッションに対して［許可］または［却下］チェックボックスをオンにします。

［許可］または［却下］列でチェックボックスがグレー表示されている場合、こ

のパーミッションは親フォルダから継承されたものです。 

 親フォルダから継承されたパーミッションを却下するには、［却下］列のチェッ

クボックスをオンにします。これにより、このファイルまたはフォルダに継承さ

れたパーミッションは上書きされます。 

 親フォルダから「拒否」として継承されたパーミッションを「許可」に設定する

には、［親フォルダからこのオブジェクト（およびすべての子オブジェクト）へ

のパーミッション継承を許可する。ここで明示的に定義したエントリを含める。］

チェックボックスをクリアします。これにより、継承されたパーミッションが削

除されます。次に、必要に応じて［許可］および［却下］列でチェックボックス

をオンにします。 

 グループまたはユーザからアクセスパーミッションを削除するには、［グループ

またはユーザ名］リストで必要な名前を選択し、横にある  アイコンをクリッ

クします。 

5. パーミッションを詳細に設定する必要がある場合は、［拡張］ボタンを

クリックして以下の作業を行ってください。 

 グループまたはユーザのパーミッションエントリを作成するには、該当する名前

を［グループまたはユーザ名］リストで選択して  をクリックします。 

 グループまたはユーザにファイル/フォルダパーミッションを設定または変更す

るには、［グループまたはユーザ名］リストで名前を選択し、［次のユーザ/グ
ループのパーミッション：<ユーザ/グループ名>］にリストされたパーミッショ

ンに対して［許可］または［却下］チェックボックスをオンにします。 

 グループまたはユーザのパーミッションエントリを削除するには、［グループま

たはユーザ名］リストで名前を選択して  をクリックします。 
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 ［次のユーザ/グループのパーミッション：<ユーザ/グループ名>］で定義したパ

ーミッションがフォルダの子オブジェクトに継承されるようにするには、［すべ

ての子オブジェクトのパーミッションエントリを、子オブジェクトに適用される

ここに示すエントリに置き換える］チェックボックスをオンにして、［適用先］

リストでパーミッション継承先オブジェクトのチェックボックスをオンにしま

す。 

6. ［OK］をクリックします。 
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（高度）コンテンツへのアクセスを制

限する 

許可されたユーザのみが閲覧できるディレクトリをサイトに作成する場合、パスワード

保護により、これらのディレクトリへのアクセスを制限します。 

 サイト内のディレクトリをパスワード保護し、許可されたユーザ
を指定するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループに

ある［仮想ホストテンプレート］に進みます。 

3. ［保護ディレクトリの追加］をクリックします。 

4. ［ディレクトリ名］ボックスで、パスワード保護するディレクトリのパス

を指定します。 

サイトに存在する任意のディレクトリ（/private など）にできます。保護したい

ディレクトリをまだ作成していない場合、パスとディレクトリ名を指定すると、

Panel によって自動的に作成されます。 

5. Linuxベースのアカウントを使用している場合、cgi-binディレクトリ

に保存されているCGIスクリプトも保護できます。これには、［ディレク

トリ名］ボックスを「/」のまま残し、［cgi-bin］チェックボックスをオン

にします。 

6. ［保護エリアのタイトル］ボックスに、リソースの説明または保護エリア

にユーザが訪問すると表示されるウェルカムメッセージを入力します。 

7. ［OK］をクリックします。指定したディレクトリは保護されます。 

8. 許可されたユーザを追加するには、［新規のユーザの追加］をクリックし

ます。 

9. 保護されたエリアへのアクセスに使用するユーザ名とパスワードを指定

します。パスワードは5～14文字にします。［OK］をクリックします。 

 保護ディレクトリに許可されたユーザを追加するには： 
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1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループに

ある［仮想ホストテンプレート］に進みます。 

3. 必要なディレクトリ名をクリックします。 

4. ［新規ユーザの追加］アイコンをクリックします。 

5. 保護されたエリアへのアクセスに使用するユーザ名とパスワードを指定

します。パスワードは5～14文字にします。 

6. ［OK］をクリックします。 

 保護ディレクトリで許可されたユーザのパスワードを変更するに
は： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループに

ある［仮想ホストテンプレート］に進みます。 

3. 必要なディレクトリ名をクリックします。許可されたユーザのリストが

開きます。 

4. ユーザ名をクリックします。 

5. 新しいパスワードを指定し、確認のために再入力します。 

6. ［OK］をクリックします。 

 保護ディレクトリにユーザがアクセスするパーミッションを無効
にするには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループに

ある［仮想ホストテンプレート］に進みます。 

3. 必要なディレクトリ名をクリックします。許可されたユーザのリストが

開きます。 

4. 該当するユーザ名に対応するチェックボックスをオンにします。 
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5. ［削除］をクリックします。操作を確認して［OK］をクリックします。 

 パスワード保護を解除し、リソースをすべてのユーザが利用でき
るようにするには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループに

ある［仮想ホストテンプレート］に進みます。 

3. 保護を解除するディレクトリ名のチェックボックスをオンにします。 

4. ［保護を解除する］をクリックします。保護が解除され、ディレクトリの

内容は制限なくすべてのユーザに公開されます。 
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ウェブサイトをプレビューする 

ドメインの購入後、登録が完了するまではしばらく時間がかかります。このような遅延

が発生するのは、ネームサーバによるゾーン情報の更新が間隔をあけて実行されるため

です。したがって、ゾーンに関する情報がすべてのネームサーバに行き渡るまで、この

ドメイン名でサイトにアクセスすることはできません。ただし、［ウェブサイトとドメ

イン］タブのボタンを使用すれば、ドメイン名がまだ伝搬中でもサイトにアクセスでき

ます。 

他のユーザも、ドメイン名の伝搬中にこのサイトにアクセスできます。これを実現する

ために、Panel はプロバイダのいずれかのサイトのサブドメインとして当該ウェブサイ

トを登録します。例えば、自分（自社）のウェブサイトが「my-domain.tld」であり、

プロバイダがプレビューサービスを「provider-domain.tld」にて構成している場合、

「my-domain.tld.192-0-2-12.provider-domain.tld」を指定して自分のサイトにアクセス

できます。ここで「192-0-2-12」は、サイトの IP アドレスのドットをダッシュに置き

換えたものです。 

注： ［ウェブサイトとドメイン］ページにサイトプレビューボタンがない場合は、ホ

スティングプロバイダにお問い合わせください。 
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ウェブサイトアプリケーションを使

用する 

別のウェブアプリケーションを使用して、ウェブサイトの機能を大幅に増強することが

できます。ウェブサイトにこれらのアプリケーションをインストールすることで、様々

な作業を実行できます。個人ユーザの場合、自分のブログを作成したり、メディアファ

イル用のオンラインストレージを構成することができます。企業の場合、e-コマース や
CRM ウェブアプリケーションなどを使用して、一部の業務をオンラインに移行できま

す。すべてのアプリケーションを示すリストは、コントロールパネルの［アプリケーシ

ョン］タブに表示されます。 

利用可能なアプリケーションは、ホスティングプランによって決まります。例えば、無

料アプリケーションのみが含まれる場合も、アプリケーションが全く含まれない場合も

あります。利用可能なアプリケーションについて詳しくは、ホスティングプロバイダに

お問い合わせください。 

アプリケーションの種類 

ウェブアプリケーションには 2 つのタイプがあります。 

 ウェブサイトに直接インストールするアプリケーション（WordPress ブログプラッ

トフォーム、Joomla! コンテンツ管理システムなど） 

 外部サーバにインストールされた、サードパーティが提供するアプリケーション。 

アプリケーションが無料か有料かは、インストールの種類に依存しません。商用アプリ

ケーションは、使用するためにライセンスキーを指定する必要があり、［アプリケーシ

ョン］タブには［今すぐインストール］ではなく［今すぐ購入］ボタンが表示されます。

商用アプリケーションを使用することを決めた場合、「商用アプリケーションのライセ

ンスを管理する（110ページ）」のセクションで、アプリケーションライセンスの取得

と管理に関する説明をお読みください。 

アプリケーションのインストールとメンテナンス 

インストール作業に、特別なスキルは不要です。アプリケーション設定（管理者のクレ

デンシャルなど）を指定するだけで、アプリケーションのインストールは Panel が行い

ます。アプリケーションの更新や削除を Panel で直接実行できるため、インストール後

のアプリケーション管理も簡単です。さらに、アプリケーションにログインすることな

く、アプリケーションの一部の機能をコントロールパネルで実行することができます。

例えば、SugarCRM のユーザアカウントをコントロールパネルで直接追加することが

できます。アプリケーションのこのような機能は、アプリケーションが提供する「サー

ビス」です。 
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アプリケーションのインストール後に、他の補助ユーザアカウントにもアクセス権を付

与すれば、これらのユーザもアプリケーションを使用できるようになります。アプリケ

ーションの管理を始めるには、「アプリケーションを管理する」のセクションを参照し

てください。 

アプリケーションへのアクセス 

特定の補助ユーザがアプリケーションを利用できるようにするには、当該ユーザのパー

ミッションを変更してください。あるアプリケーションへのアクセスをユーザに対して

許可すると、このユーザの［ホーム］ページに当該アプリケーションへのリンクが表示

されます。アプリケーションへのアクセスは、ユーザグループ単位でコントロールしま
す。したがって、既存のグループのパーミッションを変更するか、新しいグループを作

成してユーザを割り当てます。アプリケーションへのアクセスについて詳しくは、「補

助ユーザにアプリケーションへのアクセス権を付与する（108ページ）」のセクション

を参照してください。 

デフォルトで、Panel のアプリケーション管理者とは、「所有者」の役割を持つユーザ

です。このユーザは、［ホーム］ページでアプリケーションにアクセスできるほか、契

約にアプリケーションをインストールし、管理することができます。これらの管理ツー

ルは、［アプリケーション］タブにあります（アプリケーション管理者のみに表示され

ます）。これらのツールへのアクセス権を、他の契約ユーザに付与することができます。

このオペレーションについて詳しくは、「補助ユーザにアプリケーションへのアクセス

権を付与する（108ページ）」のセクションを参照してください。 

アプリケーションおよび補助ユーザアカウント 

一部のアプリケーションでは、ユーザアカウントの作成と管理を Panel で直接実行でき

ます。例えば SugarCRM アプリケーションの場合、アプリケーションにログインせず

に SugarCRM ユーザを追加できます。このような「アカウントサービス」が提供され

ているすべてのアプリケーションでは、アプリケーションのユーザを Panel 契約のユー

ザ（代替ユーザ）と関連付けることが可能です。関連付けを行うには、補助ユーザにア

カウントサービスへのアクセス権を付与する必要があります（アプリケーションにアク

セス権を付与する作業と同じです）。アカウントの関連付けについて詳しくは、「アプ

リケーションと補助（109ページ）ユーザアカウントを関連付ける」のセクションを参

照してください。 

アプリケーションのインストール、構成、更新、削除をコントロールパネルで直接実行

できます。 

アプリケーションを構成する 
基本的には、コントロールパネルですべてのアプリケーションのメインパラメータを構

成できます。［アプリケーション］>［インストール済みアプリケーションの管理］の

リストでアプリケーションを選択すると、このアプリケーションの設定にアクセスでき

ます。アプリケーションを選択してから、以下を構成できます。 
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 一般設定 
［設定を変更］で変更可能な、アプリケーションの基本設定（管理者パスワードな

ど）。 

 サービス設定 
アプリケーションが機能の一部をサービスとして Panel に提供している場合、これ

らのサービスを構成するオプションがあります。例えば SugarCRM アプリケーショ

ンの場合、ユーザアカウントの作成機能をサービスとしてコントロールパネルで提

供しています。［提供されているサービス］でこのサービスを選択すると、すべて

のアプリケーションユーザアカウントの表示や、新規ユーザアカウントの作成を実

行できます。 
一部のアプリケーションでは、アプリケーションアカウントと補助ユーザアカウン

トを関連付けることができます。アカウントの関連付けについて詳しくは、「アプ

リケーションと補助（109ページ）ユーザアカウントを関連付ける」のセクションを

参照してください。 

 
 

補助ユーザにアプリケーションへのアクセス権

を付与する 
デフォルトで、インストールが完了したアプリケーションにアクセスできるのは、所有

者の役割を持つユーザのみです。他の契約ユーザがアプリケーションにアクセスできる

ようにするには： 

 ［ユーザ］>［ユーザ役割］で、該当アプリケーションへのアクセスパーミッション

を特定のユーザグループに付与します。 

 必要なユーザを選んでグループに追加してください。 

ユーザに対してアプリケーションへのアクセスを許可すると、このユーザの［ホーム］

ページにアプリケーションへのリンクが表示されます。 

デフォルトで、アプリケーションの管理者とは、「所有者」の役割を持つ契約ユーザで

す。このユーザは、［ホーム］ページでアプリケーションにアクセスできるほか、契約

にアプリケーションをインストールし、管理することができます。これらの目的のため

に、ユーザのインターフェースに［アプリケーション］タブが追加されます。他の契約

ユーザにも同じ管理権限を付与するには、［ユーザ］>［ユーザ役割］で該当ユーザに

「アプリケーションのインストールと管理」パーミッションを付与します。これによっ

て、契約内のすべてのアプリケーションに対するフル管理アクセスがユーザに提供され

ます。管理者と同じく、このパーミッションを持つユーザも、コントロールパネルの［ア

プリケーション］タブでアプリケーションをインストール、構成、更新、削除すること

ができます。 
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アプリケーションと補助ユーザアカウントを関

連付ける 
一部のアプリケーションでは、アプリケーションにログインせずにユーザアカウントを

作成および管理できます。アプリケーションにこのような「アカウントサービス」機能

があれば、Panel 契約のユーザをアプリケーションのアカウントと関連付けることがで

きます。関連付けを行うには： 

1. ユーザを 1 つのグループにまとめます（［ユーザ］>［ユーザ役割］）。 

2. 次のグループパーミッションのいずれかを付与します。 

 パブリックアクセス 
これを付与すると、グループ内の全ユーザが［ホーム］ページのリンクからアプ

リケーションにアクセスできるようになります。 

 パーソナルアクセス 
これを付与すると、アプリケーションはグループ内の全ユーザに対してアカウン
トを自動作成します。その後、ユーザの［ホーム］ページにリンクが追加され、

アプリケーションのパーソナルアカウントにログインできるようになります。パ

ーソナルアクセスパーミッションを却下すると、アプリケーションはこのグルー
プに関連付けられた全アカウントを自動的に削除します。 
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インストール済みアプリケーションを更新する 
基本的に、アプリケーションの更新はサービスプロバイダが行います。アップデートが

公開されると、プロバイダが顧客のためにアップデートを適用しますが、ユーザ自身が

行うこともできます。後者の場合、新しいバージョンの変更点をユーザ自身が確認し、

それに従って、アプリケーションを更新するか現行バージョンのまま維持するかを決定

します。更新用のリンクは、［アプリケーション］>［インストール済みアプリケーシ

ョンを管理］に表示されます。 

商用アプリケーションのライセンスを管理する 
コントロールパネルでアプリケーションのライセンスを購入することを決定した場合、

［アプリケーション］タブで該当するボタンをクリックすると Storefront が表示されま

す。このオンラインストアで、注文を完了します。Storefront は単なる「店」ではなく、

顧客のライセンスで様々なオペレーションを実行できる独自のウェブインターフェー

スも含まれています。例えば、このウェブインターフェースで、ライセンス更新、ライ

センスのキャンセル、支払方法の変更などを実行できます。この章では、以下のオペレ

ーションの実行方法を説明します。 

Storefront の基本 

Storefront で初めてライセンスを注文すると、アカウントが作成されます。このアカウ

ントには、顧客の個人情報と支払関連情報が含まれます。顧客はこのアカウントで

Storefront にログインし、付与されたライセンスで様々なオペレーションを実行できま

す。 

Storefront でチェックアウトが完了するごとに、注文書が生成されます。これは、注文

したカートアイテムを一覧表示するドキュメントです。Storefront の注文には様々なス

テータスが割り当てられます。これらのステータスは、未払い、キャンセル、正常に提

供など、購入の現在の状況を示します。 

Storefront と Panel は、サービスプランビジネスモデルを共有します。Storefront では、

各アプリケーションは個別のサービスプランとして提示され、顧客がアプリケーション

のライセンスを注文すると、いずれかのサービスプランを契約することになります。つ

まり、顧客が購入する各ライセンスは、ウェブインターフェースで契約として表示され

ます。例えば、ライセンス価格、条件、または失効日を確認したい場合、該当する契約

を開く必要があります。 

ライセンスファイルまたはキーを取得するには 

ライセンスを注文して支払いが完了すると、Storefront からライセンスファイルまたは

キーが添付されたメールが送信されます。この情報の再送をリクエストしたり、ウェブ

インターフェースで確認する方法はないため、安全な場所に保存することをお勧めしま

す。ライセンスファイルまたはキーが添付されたメールが届かない場合は、

https://support.parallels.com/ でお問い合わせください。 
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利用可能なオペレーション 

Storefront で実行できるオペレーションには、次の 3 つのグループがあります。 

 ユーザアカウントに関するオペレーション： 個人情報およびプリファレンスの表示

および変更、ユーザアカウントのパスワード変更などのオペレーションが含まれま

す。 

 支払いや支払方法に関するオペレーション： クレジットカード、支払い、および注

文に関するオペレーションが含まれます。 

 契約に関するオペレーション： 新しいライセンスの取得、既存のライセンスに関す

る情報の取得、特定の契約の契約更新方法の確認などのオペレーションが含まれま

す。 

これらのオペレーションについて詳しくは、本セクションのサブセクションで説明しま

す。 
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ユーザアカウント 

ユーザアカウントに関して、以下のオペレーションを実行できます。 

アカウント情報の表示および変更 

システムは、アカウント情報を使用して個人情報や支払関連情報を請求書に追加します。詳

細を更新する必要がある場合は、［ナビゲーション］メニューで［連絡先情報］サブメニュ

ーを開き、［アカウント情報］を選択します。 
 

個人情報を表示および変更する 

個人情報の多くは、アカウント情報と重複します。財務ドキュメントには表示されませんが、

一部のサービスはこの情報を技術連絡先情報として使用します。例えば、Storefront でドメイ

ン名を注文すると、Storefront からドメインネームレジストラへ、個人情報が（技術連絡先と

して）送信されます。 
個人情報を確認するには、左側のパネルで［連絡先情報］>［個人情報］メニューを開きます。

ここで、個人情報を編集することや、Storefront アカウントのパスワードを変更することもで

きます。 
 

メール通知を構成する 

メール通知は、各種イベントの発生時にアカウントの連絡先メールアドレス宛てに送信され

ます。イベントは多数のカテゴリに分類されます。例えば、契約の更新や失効、クレジット

カードの失効などです。各メッセージグループに対してメッセージのフォーマットを選択し

たり、特定のメッセージを送信するか否かを決定することができます。受信するメッセージ

タイプを構成するには、［連絡先情報］>［通知方法］を開きます。  
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支払いおよび支払方法 

このセクションでは、Storefront で実行可能な支払いおよびクレジットカードに関するオペレ

ーションについて説明します。 

クレジットカードを登録する 

オンライン支払いでクレジットカードを使用するためには、Storefront に登録する必要があり

ます。クレジットカードを登録するには、［Billing Manager］>［財務情報］>［支払方法］を

開き、該当するボタンをクリックします。 

自動支払を構成する 

登録されたいずれかのクレジットカードを、注文の自動支払のために割り当てることができ

ます。こうすることによって、注文の支払を毎回手動で行う必要がなくなります。自動支払

で使用する支払方法を割り当てると、それまでのデフォルトは自動的に選択解除されます。

つまり、自動支払で使用できる支払方法は 1 つだけです。 

カードによる自動支払をオンにするには、［Billing Manager］>［財務情報］>［支払方法］で

ID またはタイプをクリックし、最後に、カードのプロパティ画面で自動支払を有効化します。 

支払を行う 

新しい支払を追加するには、［Billing Manager］>［新しい支払］リンクをダッシュボードで開

きます。新しい支払の追加ウィザードが起動します。保留中のドキュメントのリストが画面

に表示されます。保留中のドキュメントがない場合、［キャンセル］をクリックしてウィザ

ードを終了します。あるいは、支払設定を指定してウィザードを続行します。 

オープンな注文を表示する 

オープンな注文は、［Billing Manager］>［財務情報］>［オープンな注文］サブメニューで確

認できます。 
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契約 

Storefront には、パワフルで総合的な契約（ライセンス）管理方法があり、以下のオペレーシ

ョンを実行できます。 

新しい契約を購入する 

Storefront で提供されている追加アプリケーションライセンスや追加サービスを購入する場

合、コントロールパネルで行う必要はありません。Storefront ウェブインターフェースには、

購入用のすべての機能が用意されています。契約注文ウィザードを起動するには、［Billing 
Manager］>［契約管理］を開き、［新しい契約の購入］をクリックします。 

契約を手動で更新する 

自動更新機能を構成していない場合、手動で更新しない限り契約は失効します。自動更新の

セットアップ手順は、このセクションで後ほど説明します。契約を手動で更新するには、

［Billing Manager］>［契約管理］>［契約の更新］を開き、ウィザードのステップに従います。 

契約を自動更新する 

契約の自動更新を構成すると、契約がタイムリーに更新されるようになります。自動更新を

許可するには、［Billing Manager］>［契約管理］>［契約更新］を開き、オプションをオンに

する契約をクリックして、［自動更新をオンにする］をクリックします。自動更新をキャン

セルするには、オプションをクリアします。 

契約をキャンセルする 

契約をキャンセルすると、契約サービスが失効し、料金が払い戻されます。契約をキャンセ

ルするには、［Billing Manager］>［契約管理］>［契約の更新］を開き、キャンセルする契約

をクリックしてキャンセルウィザードを起動し、［契約をキャンセル］をクリックします。 

（高度）ウェブサイトのセキュリティを

強化する 

接続を SSL証明書で保護する 
個人情報（訪問者のクレジットカード番号など）を転送するウェブサイトでは、SSL セキュ

アチャネルを使用することをお勧めします。このようなチャネルをセットアップするには、

ウェブサイト用の SSL 証明書を購入する必要があります。 
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SSL 証明書は、インターネット上にセキュアな通信チャネルを確立するためだけではなく、

ウェブサイトの身元を確認するためにも使用されます。セキュアなオンラインストアにユー

ザが訪問すると、クレジットカード番号などの重要情報がセキュアチャネル経由で受送信さ

れるという通知が表示されます。 

SSL 証明書は、SSL 証明書プロバイダという特別な団体が発行します。ただし、ホスティン

グプロバイダによっては、顧客が Panel で SSL 証明書を直接購入することができます。 

SSL 証明書を購入する 

ホスティングプロバイダに応じて、次の方法で SSL 証明書を購入することができます。 

 Panel で SSL 証明書を注文する： この方法は、対応する Panel 設定をプロバイダが構成

している場合に利用できます。Panel にある SSL 証明書購入リンクによって、オンライン

ストアでプロバイダから証明書を購入したり、MyPlesk アウトレットで Parallels から証

明書を購入することができます。Panel で SSL 証明書を注文する方法は、「Panel で SSL
証明書を購入する（115ページ）」のセクションを参照してください。 

 SSL 証明書プロバイダから SSL 証明書を注文する： この場合、Panel でウェブサイト用

の証明書署名リクエスト（CSR）を作成し、SSL 証明書プロバイダに送信します。リク

エストの作成方法と、リクエストを利用して証明書を購入する方法は、「証明書署名リク

エスト（CSR）を生成する（117ページ）」のセクションを参照してください。 

 

ウェブサイトをセキュリティ保護する 

ウェブサイトの証明書を取得した後で、この証明書によってウェブサイトへの接続をセキュ

リティ保護する必要があります。この手順は、「ウェブサイトをセキュリティ保護する（118
ページ）」のセクションで説明します。 

 

ウェブサイトを共用 SSL 証明書で保護する 

Windows システムでは、独自の SSL 証明書を購入することなくウェブサイトをセキュリティ

保護することができます。この機能は、ホスティングプロバイダが共用 SSL 証明書を提供し

ている場合に利用できます。ウェブサイトを共用SSL証明書でセキュリティ保護する方法は、

「共用 SSL 証明書を使用する（Windows）（119ページ）」のセクションで説明します。 

Panel で SSL 証明書を購入する 

Panel にある SSL 証明書購入リンクによって、プロバイダから証明書を購入したり（※プロ

バイダが独自の証明書を提供している場合）、MyPlesk アウトレットで Parallels から証明書

を購入することができます。プロバイダの選択によっては、これらのリンクが顧客に提供さ

れていません。 

 Panel で SSL 証明書を購入するには： 
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1. 該当する契約をコントロールパネルで開きます。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］>［サイトをセキュリティ保護する］ページに進み

ます。 

3. ［SSL証明書を追加］をクリックします。 

4. 以下の証明書パラメータを指定します。 

 証明書の名前： リポジトリ内で証明書を識別するのに役立ちます。 

 暗号化レベル： SSL 証明書の暗号化レベルを選択します。1024 より大きい値を入力

することをお勧めします。 

 所在地と組織名： 64 文字まで入力可能です。 

 SSL 証明書を購入するドメインの名前： 完全修飾ドメイン名で入力してください。例

えば、「your-domain.com」のように入力します。 

 ウェブサイト管理者のメールアドレス：  

5. この情報を基に秘密鍵が生成されるため、間違いがないかよく確認してくだ

さい。 

6. ［SSL証明書を購入］をクリックします。 

7. オンラインストアでのSSL証明書の購入手続きがすべて完了すると、SSL証
明書がメールで送られます。  
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証明書署名リクエスト（CSR）を生成する 

ホスティングプロバイダが、Panel での SSL 証明書の購入を許可しない場合、顧客は証明書

署名リクエストを作成し、SSL 証明書プロバイダに送信することができます。プロバイダは

このリクエストに基づいてウェブサイト用の SSL 証明書を生成します。 

 証明書署名リクエストを生成するには： 

1. 該当する契約をコントロールパネルで開きます。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］>［サイトをセキュリティ保護する］ページに進み

ます。 

3. ［SSL証明書を追加］をクリックします。 

4. 以下の証明書パラメータを指定します。 

 証明書の名前： リポジトリ内で証明書を識別するのに役立ちます。 

 暗号化レベル： SSL 証明書の暗号化レベルを選択します。1024 より大きい値を入力

することをお勧めします。 

 所在地と組織名： 64 文字まで入力可能です。 

 SSL 証明書を購入するドメインの名前： 完全修飾ドメイン名で入力してください。例

えば、「your-domain.com」のように入力します。 

 ウェブサイト管理者のメールアドレス：  

5. この情報を基に秘密鍵が生成されるため、間違いがないかよく確認してくだ

さい。 

6. ［リクエスト］をクリックします。Panelが秘密鍵と証明書署名リクエストを

生成し、顧客の証明書リポジトリに追加します（［ウェブサイトとドメイン］

>［サイトをセキュリティ保護する］）。 

7. 証明書のリストで、必要な証明書の名前をクリックします。 

8. ページ内でCSRセクションを検索し、「-----BEGIN CERTIFICATE REQUEST-----」から

「-----END CERTIFICATE REQUEST-----」までのテキストをクリップボードにコピー

します。 

9. SSL証明書を購入する証明書認証機関のウェブサイトを開き、サイトのリン

クを辿って証明書の注文処理を開始します。CSRテキストを入力するよう指

示されたら、クリップボードからオンラインフォームへデータを貼り付けて、

［続行］をクリックします。入力した情報に基づいて、認証局がSSL証明書を

作成します。 
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ウェブサイトをセキュリティ保護する 

ウェブサイト用の SSL 証明書を受信したら、この証明書でウェブサイトをセキュリティ保護

します。 

 SSL 証明書でウェブサイトをセキュリティ保護するには： 

1. コントロールパネルにログインし、画面上部の［契約］メニューで、セキュリ

ティ保護するウェブサイトが含まれる契約を選択します。 

2. 選択した契約のSSL証明書リポジトリに進みます（［ウェブサイトとドメイン］

タブ>［サイトをセキュリティ保護する］）。 

3. SSL証明書をアップロードします。画面中央にある［ブラウズ］をクリックし、

保存された証明書の保存場所を開きます。証明書を選択し、［ファイル送信］

をクリックします。 

これにより、該当する秘密鍵に対する証明書がアップロードされ、インストールされます。 

4. サイトに証明書をインストールするには、［ウェブサイトとドメイン］ タブに

戻り、セキュリティ保護するウェブサイトのドメイン名をクリックします。 

5. SSL保護をスイッチオンするには、［SSLサポートを有効にする］チェックボッ

クスをオンにします。 

6. ［SSL証明書］メニューでSSL証明書を選択し、［OK］をクリックします。 
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共用 SSL 証明書を使用する（Windows） 

ホスティングサービスプロバイダが、サイトへのアクセスをセキュリティ保護するために共

用SSLを提供している場合、独自のSSL証明書を購入せずにSSL暗号化をオンにできます。 

 プロバイダが共有設定している SSL 証明書を使用して、サイトへの接
続をセキュリティ保護するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループにある［共

有SSL］に進みます。 

3. セキュリティ保護するサイトのドメイン名を選択します。 

4. ［共有SSLをスイッチオンする］チェックボックスをオンにします。 

5. 該当する入力フィールドに仮想ディレクトリ名を指定します。指定した名前

の仮想ディレクトリが、SSL証明書が共有されているドメイン（「マスター 
SSLドメイン」）の下に作成されます。このディレクトリは、SSL経由でサイ

トにアクセスするために使用されます。 

例えば、「mydomain.com」という名前のドメインを所有しており、マスター SSL ドメ

インが「master_ssl_domain.com」と定義されているときに、仮想ディレクトリの名前と

して「my_virtual_dir」と指定するとします。この場合、SSL 経由でサイトにアクセ

スするには以下のアドレスを使用します。 

https://master_ssl_domain.com/my_virtual_dir 

注： 共有 SSL を使用している場合、自社ドメイン名（例：mydomain.com）を使用して

SSL 経由でサイトにアクセスすることはできません。 

6. 保護されたウェブサイトコンテンツが保存されているディレクトリを指定し

ます。指定したディレクトリ内のドキュメントはSSL経由でしかアクセスで

きません。 

7. ドメインへのSSL経由のアクセスのみを許可する場合は、［セキュア接続によ

ってのみ、このウェブサイトへのアクセスを許可］チェックボックスをオンにし

ます。 

8. ［OK］をクリックします。 
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ホットリンクからサイトを保護する（Windows） 
ホットリンク（別名：ファイルリーチング、リモートリンク、ダイレクトリンク、帯域幅盗

用、帯域幅流用など）とは、<IMG> タグなどを使用して、あるドメイン所有者のウェブペー

ジから別のドメイン所有者のウェブページ上の画像（もしくはその他のマルチメディアファ

イル）に直接リンクすることです。ドメインがホットリンクされると、帯域幅使用率が過剰

になるという問題が起こります。 

 ウェブサイトをホットリンクから保護するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループにある［ホ

ットリンク保護］に進みます。 

3. ［スイッチオン］をクリックしてホットリンクからの保護を有効にします。 

4. ［保護されるファイル拡張子］フィールドに、ホットリンクから保護するファ

イルの拡張子（jpg、bmpなど）を指定します。複数のファイル拡張子を指定

する場合はスペースで区切ります。 

5. 特定のサイトから自分のファイルへの直接リンクを許可する場合は、該当す

るウェブサイトのアドレスを［許容するウェブサイトのアドレス］フィールド

に入力し、［追加］をクリックします。 

6. ［OK］をクリックします。 
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（高度）拡張ウェブサイト管理 

Panel は、上級ユーザのために、様々なウェブサイトとドメイン用オペレーションを提供し

ています。 サードパーティ製アプリケーションおよびサービスの利用、システムサービスの

詳細設定などが可能です。 このセクションでは、これらすべてのオペレーションについて詳

しく説明します。 

ステージングサイトを使用する 
本稼働ウェブサイトに対し、大規模な変更を計画している場合、ステージングサイトのセッ

トアップを検討することをお勧めします。ステージングサイトとはサーバ上の独立したロケ

ーションであり、変更を本稼働サイトに適用する前に、ここでサイトコピーに対して更新を

加えてテストすることができます。 

ステージングサイトによる作業は、次のように進めることを推奨します。 

1. 開発コピーをホスティングして開発環境を準備する場所を決めます。同じウェブスペース

内でホスティングすることも、同じサーバ上の別のウェブスペースでホスティングするこ

とも、他のサーバの FTP アカウントにアップロードすることもできます。 

同じウェブスペースを選択した場合、ドメインまたはサブドメインを追加して新しいウェ

ブサイトをセットアップする必要があります。 

2. （オプションのステップ）Panel の自分のアカウントを使用して開発環境をセットアップ

しており、Panel を使用して（［アプリケーション］タブで）本稼働サイトに APS アプ

リケーションをインストールしている場合は、開発環境内のサイトアプリケーションは、

本稼働サイトと同じサブディレクトリにインストールしてください。このステップはオプ

ションですが、アプリケーションスクリプトのデータベース接続設定を手作業で変更して

しまうことを防止できます。 

3. ウェブサイトのコピーを作成し、ステージング環境に配置します。 

4. サイトで使用するデータベースのコピーを作成し、ステージング環境にデプロイします。 

5. スクリプト内のデータベース接続設定を変更し、ステージング環境内のデータベースを指

すようにします。 

6. （オプションのステップ）APS アプリケーションのセットアップを完了します。開発サ

イト用の［アプリケーション］タブに進み、インストールされているアプリケーションの

リストでアプリケーションを探し、［設定］画面を開き、パラメータを保存し直します。

この操作を行うと、APS スクリプトの接続先が本稼働データベースではなくなり、アプ

リケーションの接続先がコピーのデータベースに変更されます。このステップは、本稼働

サイトに Panel 経由で APS アプリケーションがインストールされており、この手順のス

テップ 2 を実行済みである場合に必要になります。 

7. ステージング環境でサイトコピーに必要な変更を加えてテストして、意図したとおりに機

能することを確認してください。 
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8. 更新したサイトを公開します。これには、本稼働サイトのドキュメントルートをステージ

ングサイトのロケーションにします。 

 ステージング用にサイトをセットアップするには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブに進みます。 

2. ［新しいドメインを追加する］または［新しいサブドメインを追加する］をクリ

ックします。 

ステージングにはサブドメインを使用することをお勧めします。 

3. 「ドメインを追加する（65ページ）」または「サブドメインを追加する（67ペ
ージ）」の手順に従います。 

インターネットユーザがステージングサイトにアクセスできないようにするには、新しく追

加したドメインまたはサブドメインの名前をドメイン名レジストラに登録しないでください。

あるいは、.htaccess ファイル（Linux ホスティングの場合）を使用してアクセスを制限し

てください。 

 ウェブサイトファイルのコピーを作成するには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブに進みます。 

2. ［ウェブサイトのプレビュー］（［高度なオペレーション］グループ内）をクリ

ックします。 

3. 複数のウェブサイトがある場合、必要なサイトをクリックし、［管理］をクリ

ックしてください。 

4. 既存のサイトのドキュメントルートにウェブサイトファイルをコピーするに

は： 

a. ［Panel内のウェブサイト］オプションを選択します。 

b. ［サイト名］メニューでコピー先サイトを選択します。 

c. コピー先ディレクトリに既に存在する可能性があるファイルに対し

て行う作業を指定します。 

5. このサーバまたは他のサーバ上のFTPアカウントにウェブサイトファイルを

コピーするには： 

a. ［FTPストレージ］オプションを選択します。 

b. サーバのホスト名と、FTPアカウントへの接続用のクレデンシャルを

指定します。 

c. ［FTP接続方法］フィールドは［アクティブモード］オプションを選択

したままにします。Panelが外部FTPアカウントの接続できない場合、

ここで［パッシブモード］オプションを選択してください。 
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6. ［OK］をクリックします。 

サイトで、データベースを操作するスクリプトを使用している場合、このデータベースをス

テージング環境にコピーします。 

 このデータベースを、Panel 10 で管理している同一サーバ上でホスティングしている場

合は、下の手順でコピーしてください。 

 Panel 10 で管理していないサーバ上でホスティングしている場合は、mysqldump ユーテ

ィリティを使用してデータベースをエクスポートし、生成されるデータダンプファイルを

ステージング環境に移動して、ここでデプロイしてください。ステージング環境でサイト

のスクリプトを変更して、コピーされたデータベースに接続するようにします。 

 Panel で管理するサーバからデータベースをコピーするには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［データベース］を選択し、データベース名
をクリックします。 

2. ［コピーを作成する］をクリックします。 

3. 以下を指定します。 

 コピー先データベースサーバ：同じ Panel で管理するデータベースサーバを選択する

ことも、別の場所にあるデータベースサーバを選択することもできます。外部データ

ベースサーバの場合、ホスト名または IP アドレス、およびアクセス用のクレデンシャ

ルを指定します（データベースおよびデータベーステーブルの新規作成が許可されて

いるデータベース管理システムユーザのユーザ名とパスワード）。 

 コピー先データベース：新しいデータベースを作成することも、既存データベースに

データをコピーすることもできます。 

 フルコピーを作成する：データベース構造とすべてのデータをコピーするには、この

オプションをオンにしておきます。 

4. ［OK］をクリックします。 

データベースのコピーがコピー先サーバにデプロイされます。 

5. ステージング環境でサイトのスクリプトを変更して、コピーされたデータベ

ースに接続するようにします。 

ステージング環境のサイトコピーが更新され、本稼働の準備が整い次第、次の手順に従って

これを公開します。 

 更新されたサイトを本稼働環境に公開するには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブに進みます。 

2. ドメイン名のリストで、本稼働サイトのアドレスを探し、クリックします。 

3. ［ドキュメントルート］ボックスで、ステージングサイトのドキュメントルー

トディレクトリを指定します。 
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4. ［OK］をクリックします。 

これにより、本稼働サイトアドレスの訪問者がステージングサイトロケーションにある更新

されたサイトコピーにアクセスできるようになります。 

モバイルサイトをセットアップする 
自社のサービスプランに、モバイルデバイス用に最適化されたウェブサイトコピーを作成す

るオプションを含めることができます。コピーは、外部の UNITY Mobile オンラインサービス

でホスティングされます。 

重要：Panel 10.4 では、顧客が［アプリケーション］タブで Unity Express を注文すると、

システムで Unity One と混同される場合がありました。この問題が発生した場合、Unity 
Express を購入するためには、Unity One で作成されたサイトを削除して、サイトを新規作

成することが推奨されました。 

 モバイルデバイスでの閲覧用に最適化されたウェブサイトのコピーを
作成するか、新しいモバイルウェブサイトをセットアップするには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［モバイルウェブサイト］に進みます。 

2. ［モバイルサイトを作成する］リンクをクリックします。 

3. モバイルサイトのアドレスを指定します。 

たとえば、サイトにアクセスするためのドメイン名が「example.com」である場合、

「mobile」のようなプレフィックスを入力すると、最適化されたウェブサイトのコピー

に「mobile.example.com」というアドレスでアクセスできるようになります。 

4. ［OK］をクリックします。 

5. ［サイトコンテンツを編集する］をクリックします。UNITY Mobileサイトが新

しいブラウザウィンドウまたはタブで開き、すでにアカウントにログオンし

た状態になっています。 

6. メインウェブサイトのドメイン名を示す［Import from the web］セクションで、

 ボタンをクリックします。 

7. 画面に表示される指示に従ってウェブサイトインポートウィザードを完了し

ます。 

モバイルサイトが作成されると、メインサイトにモバイルサイトへのリンクを追加できます。 

コントロールパネルにあるリンクから、モバイルサイトに対して次の操作を実行可能です。 

 サイトエディタを開く。 

 モバイルサイトを削除する。 
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カスタムエラーページをセットアップする 
サイトの訪問者が要求したページが見つからない場合、ウェブサーバはエラーメッセージを

示す標準 HTML ページを生成して表示します。独自のエラーページを作成して、サイトや個

別の仮想ディレクトリで使用することができます。以下に、よくカスタマイズされるエラー

メッセージを示します。 

 400 Bad File Request -通常は、URL の構文が正しくないことを意味します（例：大文字

を小文字にすべきである、句点記号が違う）。 

 401 Unauthorized -サーバがクライアントからの暗号化キーを要求していますが、取得で

きません。あるいは、入力したパスワードが正しくない場合もあります。 

 403 Forbidden/Access denied -401 に類似のエラーです。 サイトへのアクセスに、特別

なパーミッションが必要です（登録の問題の場合はパスワードまたはユーザ名）。 

 404 Not Found -サーバが、要求されたファイルを検索できません。ファイルが移動また

は削除されています。あるいは入力された URL またはドキュメント名が正しくありませ

ん。これは最も一般的なエラーです。 

 500 Internal Server Error -サーバの構成上の問題により、HTML ドキュメントを取得でき

ませんでした。 

 503 Service Temporarily Unavailable -サイトはメンテナンスのために一時的に使用でき

ません。 
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Windowsサーバでカスタムエラーページをセットアップする 

 サイト内のサイトまたはディレクトリにカスタムエラーページを表示
するようにウェブサーバを構成するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. カスタムエラードキュメントのサポートをオンにします。 

a. ［ウェブサイトとドメイン］タブにあるドメインのリストで、必要なド

メイン名をクリックします。 

b. ［カスタムエラードキュメント］チェックボックスをオンにします。 

c. ［OK］をクリックします。 

3. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［仮想ディレクトリ］に進み、ルートウェブ

ディレクトリ用のエラードキュメントのリストを表示します。ここに表示さ

れるエラードキュメントは、選択したサイトのすべてのウェブページで使用

されます。特定の仮想ディレクトリ用のエラーページをカスタマイズするに

は、該当ディレクトリに進んでください。 

4. ［エラードキュメント］タブをクリックし、必要なエラードキュメントをリス

トからクリックします。 

 このエラーページ用に IIS が提供するデフォルトドキュメントを使用するには、［タ

イプ］メニューから［デフォルト］を選択します。 

 ドメインの仮想ホストディレクトリにある error_docs ディレクトリに存在してい

るカスタム HTML ドキュメントを使用するには、［タイプ］メニューから［ファイル］

を選択し、［ロケーション］フィールドにファイル名を指定します。 

 ドメイン上の error_docs 以外のディレクトリにあるカスタム HTML ドキュメント

を使用する場合は、［タイプ］メニューから［URL］を選択して［ロケーション］フ

ィールドにドキュメントへのパスを入力します。これは、仮想ホストルート

（<vhosts>¥<domain>¥httpdocs）を基準にした相対パスにする必要があります。 

例えば、forbidden_403_1.html というファイルを作成して、それを httpdocs
にある my_errors ディレクトリに保存したとします。このファイルをエラードキュ

メントとして使用するには、次のパスを［ロケーション］フィールドに入力します。
/my_errors/forbidden_403_1.html 

注： カスタムエラードキュメントをサーバにアップロードするには、FTP またはファイ

ルマネージャ経由の接続を使用できます。デフォルトでは、すべてのエラードキュメント

は /vhosts/your-domain.com/error_docs/ ディレクトリ（デフォルトでは

C:¥InetPub の下）に保存されます。 
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5. ウェブサーバを再起動すると、カスタムエラードキュメントが使用されるよ

うになります。 
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Linux サーバでカスタムエラーページをセットアップする 

 サイトでカスタムエラーページが表示されるようにウェブサーバを構
成するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. カスタムエラードキュメントのサポートをオンにします。 

a. ［ウェブサイトとドメイン］タブにあるドメインのリストで、必要なド

メイン名をクリックします。 

b. ［カスタムエラードキュメント］チェックボックスをオンにします。 

c. ［OK］をクリックします。 

3. FTPアカウントに接続してerror_docsディレクトリに移動します。 

4. 必要なファイルを編集するか、置き換えます。ファイル名が正しいことを確

認します。 

 400 Bad File Request - bad_request.html 

 401 Unauthorized - unauthorized.html 

 403 Forbidden/Access denied - forbidden.html 

 404 Not Found - not_found.html 

 405 Method Not Allowed - method_not_allowed.html 

 406 Not Acceptable - not_acceptable.html 

 407 Proxy Authentication Required - proxy_authentication_required.html 

 412 Precondition Failed - precondition_failed.html 

 414 Request-URI Too Long - request-uri_too_long.html 

 415 Unsupported Media Type - unsupported_media_type.html 

 500 Internal Server Error - internal_server_error.html 

 501 Not Implemented - not_implemented.html 

 502 Bad Gateway - bad_gateway.html 

 503 Service Temporarily Unavailable - maintenance.html 

ウェブサーバの再起動後、数時間で、カスタムエラードキュメントが使用されるようになり

ます。 

ドメインフォワーダを追加する 
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新しいドメイン名をセットアップするか、既存のドメイン名を再構成して、訪問者を他のウ

ェブサイトにリダイレクトすることができます。 

 新しいドメインフォワーダを追加するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、アカウントに関連付けられ

た複数のウェブスペースへのアクセス権がある場合は、画面上部にある［契

約］メニューで必要なウェブスペースを選択してください。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブをクリックします。 

3. ［新しいドメインの追加］をクリックします。 

4. 以下を指定します。 

a. ［ドメイン名］ボックスに、サービスプロバイダまたはドメイン名登

録機関に登録したドメイン名を入力します。 

b. ［DNSサーバ設定］で、［このサーバのマスター DNSゾーンを維持する］

オプションを選択します。 

c. ［ホスティングタイプ］で［転送］オプションを選択します。 

d. ［転送先アドレス］ボックスに、訪問者のリダイレクト先にするイン

ターネットアドレスを入力します。 

e. ［転送タイプ］で、希望する転送タイプを選択します。標準転送では、

ユーザはそのサイトにリダイレクトされ、ユーザのブラウザには実

際のサイトURLが表示されます。従って、他のURLにリダイレクト

されたことをユーザが認識できます。フレーム転送では、サイトが実

際には別のロケーションにあることをユーザが認識できないように

してユーザをリダイレクトします。従って、標準転送より望ましい

選択肢となります。 

5. ［OK］をクリックします。 

 既存のドメインを再構成し、ドメインフォワーダにするには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブでドメイン名を選択します。 

2. ［ホスティングタイプ］フィールドの横にある［変更］リンクをクリックしま

す。 

3. 以下を指定します。 

a. ［ホスティングタイプ］で［転送］オプションを選択します。 

b. ［転送先アドレス］ボックスに、訪問者のリダイレクト先にするイン

ターネットアドレスを入力します。 
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c. ［転送タイプ］で、希望する転送タイプを選択します。標準転送では、

ユーザはそのサイトにリダイレクトされ、ユーザのブラウザには実

際のサイトURLが表示されます。従って、他のURLにリダイレクト

されたことをユーザが認識できます。フレーム転送では、サイトが実

際には別のロケーションにあることをユーザが認識できないように

してユーザをリダイレクトします。従って、標準転送より望ましい

選択肢となります。 

4. ［OK］をクリックします。 
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Googleサービスを使用する 
Panel 内のリンクを使用して、サイトに Google カスタム検索エンジンを挿入するコードを生

成したり、ウェブマスターツールでウェブサイトの情報を Google に送信したり、AdSense
プログラムに登録したり、YouTube 動画、Google 翻訳サービス、その他の Google 製品をサ

イトに埋め込むことができます。 

Google カスタム検索とは、Google が提供する検索エンジンです。Google カスタム検索によ

り、自分のウェブサイトに検索機能を追加して、検索結果ページの外観をウェブサイトに合

わせて調整することができます。個人および非営利団体のウェブサイトで、無料で使用でき

ます。一方、一般企業や営利団体の場合は、Google からの広告が表示されるカスタム検索エ

ンジンを使用するか、Google Site Search サービスを契約してください（1 年 $100 より）。

Google Site Search の詳細や価格については、

http://www.google.co.jp/intl/ja/sitesearch/index.htmlで確認してください。 

Google ウェブマスター ツールにより、ウェブマスターはウェブサイトの情報を Google に送

信して、検索統計を確認することができます。ウェブマスターツールの詳細については、

http://www.google.com/support/webmasters/?hl=jpを参照してください。 

Google AdSense により、ウェブマスターは関連性の高い Google 広告をウェブサイトに表示

し、収益を得ることができます。AdSense の詳細については、

https://www.google.com/adsense/login/jp/ を参照してください。 

Google Web Elements により、ウェブマスターは任意の Google 製品をウェブサイトに簡単

に追加できます。ニュース、マップ、YouTube 動画などのコンテンツをウェブページに埋め

込んだり、Google Friend Connect を使用してコミュニティサイトの機能やサービスを充実さ

せることができます。Google Web Elements の詳細については、

http://www.google.com/webelements/ を参照してください。 

Google サービスを使用する前に、Google Terms of Service（利用条件）に同意し、サイトの

所有権を確認する必要があります。 

 Google の利用条件に同意し、サイトの所有権を確認するには： 

1. ［ホーム］タブまたは［ウェブサイトとドメイン］タブに進み、［Google Services 
for Websites］リンクをクリックします。 

2. Panelで利用条件のリンクをクリックし、ドキュメントを読みます。 

3. 利用条件に同意する場合は、チェックボックスをオンにして［確認］をクリッ

クします。 

これで、以下を実行できます。 

 ［Google ウェブマスター ツール］をクリックしてサイト情報を Google に送信し、サイ

トの認知度を向上する。 
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 ［新しいカスタム検索エンジンを追加する］をクリックして、サイトに検索機能を追加す

る。 

 ［Google AdSense］をクリックして、AdSense プログラムに登録する。 

 ［Google Web Elements］をクリックして、Google 製品を埋め込む。 

 Google にサイト情報を送信するには： 

1. ［ホーム］タブまたは［ウェブサイトとドメイン］タブに進み、［Google Services 
for Websites］リンクをクリックします。 

2. ［Googleウェブマスター ツール］をクリックします。 

［Google ウェブマスター ツール］エリアが別のブラウザウィンドウまたはタブに表示さ

れます。 

3. http://www.google.com/support/webmasters/bin/answer.py?hl=en&answer=1
56184 の指示に従ってサイトマップを作成し、それをGoogleに送信しま

す。 

 サイトにカスタム検索エンジンを追加するには： 

1. ［ホーム］タブまたは［ウェブサイトとドメイン］タブに進み、［Google Services 
for Websites］リンクをクリックします。 

2. ［カスタムサイト検索］をクリックします。 

3. ［新しいカスタム検索エンジンを追加する］をクリックします。 

4. 検索エンジン名を入力して、ウェブサイトを選択します。 

5. 利用条件に同意して［OK］をクリックします。 

新しい検索エンジンのレコードが Panel に追加されます。 

6. ［コードを取得する］リンクをクリックして、生成されたコードをクリップボ

ードにコピーし、ウェブサイトページのソースコードに貼り付けます。 

カスタム検索エンジンのリストにあるその他のリンクを使用して、以下の操作を実行できま

す。 

 収益を得る：カスタム検索エンジンを Google AdSense アカウントと関連付けます。ユー

ザが広告をクリックして表示すると、収益を得られます。複数のカスタム検索エンジンを

使用している場合、すべてのエンジンは同じ AdSense アカウントに自動的に関連付けら

れます。 

 管理する：カスタム検索エンジンを管理します。 

 デザインを変更する：検索ボックスと検索結果ページの外観を調整します。 

 アップグレードする：カスタム検索エンジンを、広告のない Google Site Search にアッ

プグレードします。 

 統計：サイト検索レポートを確認します。 

 削除する：カスタム検索エンジンを削除します。 
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 Google AdSense プログラムに参加するには： 

1. ［ホーム］タブまたは［ウェブサイトとドメイン］タブに進み、［Google Services 
for Websites］リンクをクリックします。 

2. ［Google AdSense］をクリックします。 

3. ［Google AdSense］アカウントをクリックします。 

4. 必要事項を入力して新しいAdSenseアカウントを作成するか、既存のアカウ

ントを選択して［OK］をクリックします。 

今後の手順を説明する確認メールが送信されます。 

ドメイン下で個人ウェブページをホスティングす

る 
専用のドメイン名を必要としないユーザの個人用ウェブページを、貴社のウェブサーバでホ

スティングできます。このような個人用ページのウェブアドレスは

「http://your-domain.com/~username」のようになります。 

 ドメイン下で個人用ウェブページをホスティングし、公開用の FTP ア
カウントをセットアップするには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループにある［ウ

ェブユーザ］に進みます。 

3. ［設定］をクリックします。 

4. 個人用ウェブページに埋め込まれたスクリプトを実行できるようにするには、

［ウェブユーザにスクリプトの使用を許可する］チェックボックスをオンにし

ます。 

5. ［OK］をクリックします。 

ステップ 4 で定義した設定は、貴社のウェブサーバでホスティングするすべての個人用ウ

ェブページで共通となります。従って、今後新しいウェブユーザアカウントをセットアッ

プする際に、ステップ 3 ～ 5 を実行する必要はありません。 

6. ［新しいウェブユーザを追加する］をクリックします。 

7. FTPを使用してウェブスペースにアクセスし、ウェブページを公開する時に

使用するユーザ名とパスワードを指定します。 
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ユーザ名には小文字の英数字、ハイフン、アンダースコア記号のみ使用できます。ユーザ

名の先頭はアルファベット文字にします。空白は使用できません。パスワードには引用符、

空白、ユーザのログイン名を使用できず、長さは 5～14 文字と決められています。 

8. このウェブページコンテンツで使用できるディスク容量を制限する場合、

［ハードディスククォータ］ボックスに、必要な値をメガバイト単位で入力し

ます。 

指定した制限値を超えると、ウェブページの所有者はウェブスペースにファイルを追加で

きなくなります。 

9. ウェブページでサポートされるプログラミング言語を指定します。 

例えば、ウェブページを PHP で記述する場合、［PHP 対応］チェックボックスをオンに

します。 

10. Windowsベースのホスティングアカウントを使用しており、この個人用ウェ

ブページのアプリケーションでhttpdocsディレクトリのルートにあるファ

イルベースのデータベース（Jetなど）を使用する必要がある場合は、［追加

の書込/変更パーミッション］オプションを選択してください。このオプション

を選択すると、ウェブサイトのセキュリティが著しく低下する恐れがありま

す。 

11. ［OK］をクリックします。 

これで FTP アカウントのクレデンシャルをユーザに伝え、このユーザが自分のウェブページ

を公開できるようになります。 

 ウェブページ所有者の FTP パスワードを変更するには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［ウェブユーザ］に進みます。 

2. 必要なユーザ名をクリックします。 

3. ［新しいパスワード］ボックスおよび［パスワードの確認］ボックスで新しい

パスワードの入力と確認を行います。 

4. ［OK］をクリックします。 

 ウェブページ所有者へのディスク容量割り当てを増やすには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［ウェブユーザ］に進みます。 

2. 必要なユーザ名をクリックします。 

3. ［ハードディスククォータ］ボックスに、ディスク容量をメガバイトで入力し

ます。 

4. ［OK］をクリックします。 

 ウェブページ所有者のアカウントをウェブページごと削除するには： 
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1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［ウェブユーザ］に進みます。 

2. 削除するユーザアカウントのチェックボックスをオンにして、［削除］をクリ

ックします。 

3. 削除を確認して［OK］をクリックします。 

 

 
 

ウェブサイトへの接続の帯域幅と数を制限する 
帯域幅の過剰な使用を回避し、サイトを DoS 攻撃から防御するために、サイトの帯域幅使用

率と同時接続可能数を制限することができます。 

 サイトへの帯域幅使用率と接続数を制限するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループにある［帯

域幅制限］に進みます。 

3. ［帯域幅制限をスイッチオンする］チェックボックスをオンにします。 

4. ［帯域幅使用率の上限（KB/s）］ボックスに、キロバイト単位で最大転送速度

を指定します。 

5. ［接続数制限をスイッチオンする］チェックボックスを選択します。 

6. ［接続数の上限］ボックスに、サイトへの同時接続数の上限を指定します。 

7. ［OK］をクリックします。 
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Microsoft Frontpageウェブサイトを使用する

（Windows） 
Microsoft FrontPage は、ディスクベースとサーバベースという 2 種類のウェブサイトに対応

しています。ディスクベースのウェブサイトの場合、ローカルハードディスク上で FrontPage
ウェブサイトを作成してからウェブサーバに公開します。サーバベースのウェブサイトの場

合、ウェブサーバ上でウェブサイトを直接作成して作業するため、改めて公開手続きを行う

必要はありません。ここでは、ディスクベースのウェブサイトを公開する手順のみ説明しま

す。 

ディスクベースのウェブサイトは、FTP または HTTP 経由で公開できます。ホスティングサ

ーバで FrontPage Server Extensionsを実行している場合、HTTP経由でサイトを公開します。

例えば、http://your-domain.com/MyWebSite のようなアドレスになります。ホスティングサ

ーバが FTP をサポートしていれば、FTP ロケーションでサイトを公開することになります。

例えば、ftp://ftp.your-domain.com/myFolder のようなアドレスになります。 

公開後、FrontPage Server Extensions を使用してサイトを管理できます。 

 FrontPage Server Extensions 管理インターフェースにアクセスするに
は： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブをクリックします。 

3. ［高度なオペレーション］グループで［FrontPage］をクリックします。 

4. 以下のいずれかを行います。 

 HTTP 接続経由でサイトを管理する場合、［Frontpage Webadmin］をクリックします。 

 セキュア SSL 接続経由でサイトを管理する場合、サイトに対して SSL サポートが有

効になっていれば、［Frontpage SSL Webadmin］をクリックします。 

5. FrontPage管理者のユーザ名とパスワードを入力し、［OK］をクリックしま

す。 

FrontPage server extensions の使用方法については、オンラインヘルプ（［Frontpage 
WebAdmin］>［ヘルプ］）または Microsoft のウェブサイトを参照してください。 

Panel では、次の FrontPage 設定を変更可能です。 

 Microsoft FrontPage IIS Index Server を使用してウェブサイトのフルテキストインデ

ックスを構築する。 
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 SMTP メールサーバおよび送信者のメールアドレス。これらのオプションは、サイト

からメールで情報を送信する FrontPage フォームを使用する場合に適用されます。デ

フォルトでは、ドメインの DNS ゾーンに指定された SMTP サーバがメール送信に使

用されます。ゾーンに SMTP サーバが指定されていなければ、FrontPage はドメイン

（サイト）がホスティングされているサーバ上で稼働しているメールサービスを使用

します。 

 これらのいずれかの設定を変更するには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［FrontPage］>［設定］に進みます。 

2. 必要な変更を行い、［OK］をクリックします。 
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FrontPage ウェブサイトを公開する 

 FTP 経由でファイルを公開するには： 

1. FrontPageプログラムを開きます。 

2. FrontPageのウェブサイトを開きます。［ファイル］メニューで［サイトを開

く］アイテムを選択します。 

3. ［リモートWebサイト］ビューに進みます。［Webサイト］タブをクリックして

から、ウィンドウの下部にある［リモートWebサイト］ボタンをクリックしま

す。 

4. リモートウェブサイトのプロパティをセットアップします。 

 ウィンドウの右上隅にある［リモート Web サイトのプロパティ］ボタンをクリックし

ます。 

 リモートウェブサーバとして［FTP］を選択します。 

 ［リモート Web サイトの場所］ボックスに、ホスト名（例：ftp://ftp.your-domain.com）

を入力します。 

 ［FTP ディレクトリ］ボックスに、ホスティング事業者から指定された FTP ディレク

トリを入力します。指定されていない場合は、空欄にしておいてください。 

 コンピュータまたはネットワークがファイアウォールで防御されている場合、［パッ

シブ FTP を使用する］チェックボックスをオンにします。 

5. ［OK］をクリックして、リモートサイトに接続します。 

［リモート Web サイト］ビューには、ローカルサイトとリモートサイトにあるファイル

が表示されます。 

6. ウィンドウの右下隅にある［Webサイトの公開］ボタンをクリックします。  

 FrontPage Server Extensionsをサポートするサーバ上に HTTP経由でファ
イルを公開するには： 

1. FrontPageプログラムを開きます。 

2. FrontPageのウェブサイトを開きます。［ファイル］メニューで［サイトを開

く］アイテムを選択します。 

3. ［リモートWebサイト］ビューに進みます。［Webサイト］タブをクリックして

から、ウィンドウの下部にある［リモートWebサイト］ボタンをクリックしま

す。 

4. ウィンドウの右上隅にある［リモートWebサイトのプロパティ］ボタンをクリ

ックします。 
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5. ［リモートWebサイト］タブの［リモートWebサーバーの種類］で、FrontPageまた

はSharePoint Servicesをクリックします。 

6. ［リモートWebサイトの場所］ボックスで、フォルダやファイルの公開先リモ

ートウェブサイトのインターネットアドレスをプロトコルを含めて入力する

か（http://www.your-domain.comなど）、［参照］をクリックしてサイトを探

します。 

7. 以下のいずれかを実行します。 

 SSL を使用して安全な通信チャネルを確立し、機密情報を盗難から防御するには、［暗

号化接続の要求（SSL）］をクリックします。ウェブサーバ上で SSL 接続を行うには、

公認認証局が発行したセキュリティ証明書をサーバに設定する必要があります。サー

バが SSL をサポートしていない場合、このチェックボックスをオフにします。オンの

ままにすると、フォルダやファイルをリモートウェブサイトに公開できません。 

 ウェブページ公開時に特定のタイプのコードを削除するには、［HTML の最適化］タブ

で希望のオプションを選択します。 

 公開のデフォルトオプションを変更するには、［公開］タブで希望のオプションを選

択します。 

8. ［OK］をクリックして、リモートサイトに接続します。 

［リモート Web サイト］ビューには、ローカルサイトとリモートサイトにあるファイル

が表示されます。 

9. ウィンドウの右下隅にある［Webサイトの公開］ボタンをクリックします。 
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FrontPage アカウントを追加する 

ウェブサイトコンテンツで他のユーザとコラボレーションするために Microsoft FrontPage
を使用するには、追加の Microsoft FrontPage アカウントを作成する必要があります。 

 追加の Microsoft FrontPage アカウントを作成するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブをクリックします。 

3. ［高度なオペレーション］グループで［FrontPage］をクリックします。 

4. ［新しいFrontPageアカウントを追加する］をクリックします。 

5. 以下を指定します。 

 アカウントのユーザ名とパスワード。 

 ディスク容量の上限。このアカウントで使用できるディスク容量を制限するには［無

制限］チェックボックスをオフにして［ハードディスククォータ］ボックスに上限を

メガバイト単位で入力します。 

指定した上限に到達すると、ユーザはウェブスペースにファイルをそれ以上アップロ

ードできなくなります。 

6. ［OK］をクリックします。 

 追加の Microsoft FrontPage アカウント設定を変更するには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［FrontPage］に進みます。 

2. 一覧から必要なアカウント名をクリックします。 

3. 必要に応じて設定を調整し、［OK］をクリックして変更を保存します。 

 追加の Microsoft FrontPage アカウントを削除するには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［FrontPage］に進みます。 

2. 削除するアカウントのチェックボックスをオンにします。 

3. ［削除］をクリックします。 

4. 削除を確認して［OK］をクリックします。 

 
 



 

 ウェブサイトとドメイン 141 
 

仮想ディレクトリを使用する（Windows） 
仮想ディレクトリとは、サーバのハードディスク上にある既存の物理ディレクトリへのリン

クです。仮想ディレクトリには、カスタム ASP.NET 構成、アクセスパーミッション、パス

ワード保護などの様々な設定があります。 

各仮想ディレクトリはカスタマイズ ASP.NET 構成などの設定を独自に持つことができるた

め、仮想ディレクトリは、ASP.NET で記述されたウェブアプリケーションをセットアップす

る際などに非常に便利です。例えば、ASP.NET バージョン 1.1 を使用しているウェブアプリ

ケーションが 3 つあり、ASP.NET バージョン 2.0 を使用しているウェブアプリケーションを

1 つインストールする必要がある場合、ASP.NET 2.0 アプリケーション用に仮想ディレクト

リを作成して、このディレクトリ用の ASP.NET 設定を構成してバージョン 2.0 に対応させ、

必要なアプリケーションをインストールすることができます。 

仮想ディレクトリをエイリアスとして使用することもできます。例えば、物理ディレクトリ 
/my_data/web_apps/forum のドメイン「example.com」にウェブアプリケーションがイ

ンストールされているとします。このウェブアプリケーションにアクセスするためには、ユ

ーザは「example.com/my_data/web_apps/forum」と入力する必要がありますが、長す

ぎて覚えるのも入力するのも大変です。そこで、仮想ディレクトリ「forum」を仮想ホスト

のルートに作成し、この仮想ディレクトリを「/my_data/web_apps/forum」と関連付け

ます。 ウェブアプリケーションにアクセスしたいユーザは「example.com/forum」と入力

するだけでウェブアプリケーションを利用できます。 これは短いため覚えるのも簡単です。 

仮想ディレクトリを作成する 

 仮想ディレクトリを作成するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループにある［仮

想ディレクトリ］に進みます。ここがウェブサイトのルートになります。 

3. 新しい仮想ディレクトリを作成するディレクトリに進みます。 

4. ［仮想ディレクトリを作成する］をクリックします。 

注：仮想ディレクトリの代わりに物理ディレクトリを作成する場合は、［ディレクトリを

作成する］をクリックしてディレクトリ名を指定し、［OK］をクリックします。 

5. 以下の必要パラメータを指定します。 

 名前：仮想ディレクトリ名を指定します。 

 パス：仮想ディレクトリパスを指定します。 
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 ［仮想ディレクトリと同名の物理ディレクトリを作成する］チェックボックスをオ

ンにすると、仮想ディレクトリと同じ名前の物理ディレクトリが自動的に作成され

ます。 

 既存の物理ディレクトリを選択する場合は、［仮想ディレクトリと同名の物理ディ

レクトリを作成する］チェックボックスをオフにしてフィールドにパスを指定して

ください。 

 スクリプトソースへのアクセス：このチェックボックスをオンにすると、読み取りま

たは書き込みパーミッションが設定されているユーザはソースコードにアクセスでき

ます。ソースコードには ASP アプリケーションのスクリプトも含まれます。 

 読み取りパーミッション：このチェックボックスをオンにすると、ユーザはファイル

またはディレクトリ、および関連するプロパティを読み取ることができます。 

 書き込みパーミッション：このチェックボックスをオンにすると、ユーザはファイル

および関連プロパティを仮想ディレクトリにアップロードしたり、書き込み可能なフ

ァイルのコンテンツを変更することができます。書き込みパーミッションは、HTTP 
1.1 プロトコルの PUT 機能がサポートされているブラウザのみで有効です。 

 ディレクトリの参照：このチェックボックスをオンにすると、ユーザは仮想ディレク

トリのファイルとサブディレクトリのハイパーテキストリストを参照できます。 

 訪問をログに保存する：このチェックボックスをオンにすると、仮想ディレクトリへ

の訪問者に関する情報が保存されます。 

 アプリケーションの作成：このチェックボックスをオンにすると、ディレクトリが IIS
アプリケーションになります。当該ディレクトリはウェブサイトの他の部分から論理

的に独立します。 

 実行パーミッション：仮想ディレクトリで許可されるプログラムの実行レベルを選択

します。 

 なし：HTML や画像ファイルなどの静的ファイルへのアクセスのみを許可します。 

 スクリプトのみ：スクリプトの実行のみを許可します。その他の実行可能ファイル

を実行することはできません。 

 スクリプトと実行可能ファイル：制限がすべて解除され、すべてのファイルタイプ

を実行できます。 

 ASP 設定：ASP ベースのウェブアプリケーションに固有の設定を行います。 

 使用している ASP ベースのウェブアプリケーションが、IIS で設定しているデータ

転送制限では正常に動作しない場合、変更したいフィールドの横の［親ディレクト

リの定義を使用］チェックボックスをクリアして、必要な数値を入力してください。 

 サーバ側で ASP アプリケーションのデバックを有効にするには、［親ディレクト

リの定義を使用］チェックボックスをクリアして［ASP サーバサイドスクリプトの

デバッグを有効にする］チェックボックスをオンにします。 

 クライアント側で ASP アプリケーションのデバックを有効にするには、［親ディ

レクトリの定義を使用］チェックボックスをクリアして［ASP クライアントサイド

スクリプトのデバッグを有効にする］チェックボックスをオンにします。 
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root 仮想ディレクトリの ASP 設定を変更する場合、デフォルトのチェックボックスは

［親ディレクトリの定義を使用］ではなく［IIS の定義を使用］であることに注意して

ください。 

6. ［OK］をクリックします。 

  

 仮想ディレクトリを削除するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループにある［仮

想ディレクトリ］に進みます。 

3. 削除したいディレクトリのチェックボックスをオンにします。 

4. ［削除］をクリックします。 

5. 削除を確認して［OK］をクリックします。 
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仮想ディレクトリの ASP.NET 設定 

 仮想ディレクトリの ASP.NET 設定を構成するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループにある［仮

想ディレクトリ］に進みます。 

3. 必要なディレクトリを検索し、名前のリンクをクリックします。 

4. ［ASP.NET設定］をクリックします。 

5. データベースを使用するASP.NETアプリケーションのデータベース接続デー

タを決める文字列をセットアップします。このオプションはASP.NET 2.0.x
でのみ有効です。 

初めて ASP.NET の構成ページを開くと、共通構成を持つ接続パラメータのサンプル

が表示されます。サンプルを削除し、独自の文字列に変更することができます。 

 文字列を追加するには、［名前］および［接続パラメータ］入力フィールドに必要な

データを入力し、横にある  をクリックします。 

 文字列を削除するには、横にある  をクリックします。 

6. ASP.NETアプリケーションが返すカスタムエラーメッセージをセットアップ

します。 

 カスタムエラーメッセージモードを設定するには［カスタムエラーモード］メニュー

で適切なオプションを選択します。 

 オン：カスタムエラーメッセージが有効になります。 

 オフ：カスタムエラーメッセージが無効になり、エラーの詳細が表示されます。 

 リモートのみ：カスタムエラーメッセージはリモートクライアントにのみ表示され、

ASP.NET エラーはローカルホストに表示されます。 

 新規カスタムエラーメッセージ（※［オフ］モードを選択していなければ適用されま

す）を追加するには、［ステータスコード］および［リダイレクト URL］フィールド

に値を入力して  をクリックします。 

 ステータスコード：エラーページにリダイレクトされる HTTP ステータスコードを

定義します。 

 リダイレクト URL：エラーに関する情報をクライアントに提供するエラーページの

アドレスを定義します。 

競合を避けるため、既存のエラーコードで新規カスタムエラーメッセージを追加する

ことはできませんが、既存のコードに対して URL を再定義することはできます。 
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 リストからカスタムエラーメッセージを削除するには、横にある  をクリックしま

す。 

7. ［コンパイルおよびデバッグ］フィールドで、コンパイル設定を構成します。 

 動的コンパイルファイルのデフォルトとして使用するプログラミング言語を決定する

には、［ウェブページのデフォルト言語］メニューからエントリを選択します。 

 リテールバイナリのコンパイルを有効にするには、［デバッグの有効化］チェックボ

ックスをクリアしておきます。 

 デバッグバイナリのコンパイルを有効にするには、［デバッグの有効化］チェックボ

ックスを選択します。この場合、ソースコードの一部にエラーがあると、診断メッセ

ージに表示されます。 

注： アプリケーションをデバッグモードで実行すると、メモリやパフォーマンスのオー

バーヘッドが発生します。デバッグは、アプリケーションのテスト時に使用して、本稼働

段階では無効にすることをお勧めします。 

8. ［グローバリゼーション設定］セクションで、ASP.NETアプリケーションのエ

ンコーディング設定を構成します。 

 すべての受信リクエストに適用するエンコーディングを設定するには、［リクエスト

のエンコーディング］フィールドにエンコーディングの値を入力します（デフォルト

は「utf-8」です）。 

 すべてのレスポンスに適用するエンコーディングを設定するには、エンコーディング

値を［レスポンスのエンコーディング］フィールドに入力します（デフォルトは「utf-8」
です）。 

 .aspx、.asmx、.asax ファイルの解析にデフォルトで使用するエンコーディングを

設定するには、エンコーディング値を［ファイルのエンコーディング］フィールドに

入力します（デフォルトは「Windows-1252」です）。 

 受信するウェブリクエストに対してデフォルトで使用するカルチャーを設定するには、

［カルチャー］リストから適切なアイテムを選択します。 

 ロケールに依存するリソースの検索時にデフォルトで使用するカルチャーを設定する

には、［UI カルチャー］リストで適切なアイテムを選択します。 

9. ASP.NETアプリケーションのCAS（コードアクセスセキュリティ）信用レベ

ルを［コードアクセスセキュリティ］フィールドに設定します。 

CAS 信用レベルとは、アプリケーションの実行を割り当てるセキュリティゾーンであり、

アプリケーションがアクセスできるサーバリソースを定義します。 

重要： アセンブリに割り当てられた信用レベルが低すぎると、アセンブリは正しく機能

しません。パーミッションレベルの詳細については 
http://msdn.microsoft.com/library/jp-jp/dnnetsec/html/THCMCh09.asp?frame=true#c0961
8429_010を参照してください。 
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10. ASP.NET 1.1.xを使用している場合は、［スクリプトライブラリ設定］フィー

ルドで補助スクリプトの使用を有効にできます。ウェブサイトで検証ウェブ

コントロールを使用している場合は、スクリプトライブラリ設定を指定する

必要があります。 

 補助スクリプト（具体的には、入力データ検証用オブジェクトを実行するスクリプト）

を使用する必要がある場合は、.NET フレームワークスクリプトライブラリの設定を指

定してください。これを行うには、［Microsoft スクリプトライブラリへのパス］フィ

ールドに、スラッシュに続けてドメインのルートディレクトリから始まるパスを入力

するか、［Microsoft スクリプトライブラリへのパス］フィールドの横にあるフォルダ

アイコンをクリックして必要なロケーションを選択します。 

 スクリプトを含むファイルを特定のロケーションにインストールするには、［インス

トール］チェックボックスをオンにします。既存のファイルは上書きされます。 

11. クライアントセッションパラメータを［セッション設定］フィールドに設定し

ます。 

 アプリケーションのデフォルト認証モードをセットアップするには、［認証モード］

リストで適切なアイテムを選択します。IIS 認証を使用している場合は、Windows 認証

モードを選択してください。 

 許可されるセッションアイドル時間をセットアップするには、［セッションタイムア

ウト］フィールドに適切な値を分単位で入力してください。 

12. ［OK］をクリックすると、変更した内容がすべて適用されます。 
 

仮想ディレクトリ用の PHP を構成する 

PHP4 または PHP5 が必要なウェブアプリケーションを使用するには、個別の仮想ディレク

トリに対して必要な PHP バージョンを選択できます。 

 仮想ディレクトリの PHP バージョンを選択するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループにある［仮

想ディレクトリ］に進みます。 

3. 必要なディレクトリを検索し、名前のリンクをクリックします。 

4. ［ツール］グループで［PHP設定］をクリックします。 

5. 必要なPHPバージョンを選択し、［OK］をクリックします。 
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仮想ディレクトリへのアクセスをセットアップする 

 仮想ディレクトリのアクセス権限を設定するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループにある［仮

想ディレクトリ］に進みます。 

3. 現在の仮想ディレクトリにアクセス権限を設定するには、［ツール］グループ

で［ディレクトリアクセスパーミッション］をクリックします。現在のディレ

クトリの下にあるサブディレクトリにパーミッションを設定するには、  
アイコンをクリックします。 

4. 以下を実行してください。 

 親フォルダから当該ファイル/フォルダにパーミッションを継承させるには、［親フォ

ルダからこのオブジェクト（およびすべての子オブジェクト）へのパーミッション継

承を許可する。ここで明示的に定義したエントリを含める。］チェックボックスをオ

ンにします。 

 このフォルダに含まれるファイルとフォルダに、定義したフォルダパーミッションを

継承させるには、［すべての子オブジェクトのパーミッションエントリを、ここに表

示されるエントリに置き換える］チェックボックスをオンにします。 

 グループまたはユーザのパーミッションを変更または削除するには、パーミッション

の名前を［グループまたはユーザ名］リストでクリックします。該当するグループま

たはユーザが［グループまたはユーザ名］リストに存在しない場合は、リストの上に

あるメニューで必要なユーザまたはグループ名を選択し、  をクリックします。リス

トに、ユーザ/グループ表示されます。それを選択します。 

選択したユーザ/グループのパーミッションを許可または却下するには、［次のユーザ

/グループのパーミッション：<ユーザ/グループ名>］にリストされたパーミッションに

対して［許可］または［却下］チェックボックスをオンにします。［許可］または［却

下］列でチェックボックスがグレー表示されている場合、このパーミッションは親フ

ォルダから継承されたものです。 

 親フォルダから継承されたパーミッションを却下するには、［却下］列のチェックボ

ックスをオンにします。これにより、このファイルまたはフォルダに継承されたパー

ミッションは上書きされます。 

 親フォルダから「拒否」として継承されたパーミッションを「許可」に設定するには、

［親フォルダからこのオブジェクト（およびすべての子オブジェクト）へのパーミッ

ション継承を許可する。ここで明示的に定義したエントリを含める。］チェックボッ

クスをクリアします。これにより、継承されたパーミッションが削除されます。次に、

必要に応じて［許可］および［却下］列でチェックボックスをオンにします。 



 

148 ウェブサイトとドメイン 
 

 グループまたはユーザからアクセスパーミッションを削除するには、［グループまた

はユーザ名］リストで必要な名前を選択し、横にある  アイコンをクリックします。 

5. パーミッションを詳細に設定する必要がある場合は、［拡張］ボタンをクリッ

クして以下の作業を行ってください。 

 グループまたはユーザのパーミッションエントリを作成するには、該当する名前を［グ

ループまたはユーザ名］リストで選択して  をクリックします。 

 グループまたはユーザにファイル/フォルダパーミッションを設定または変更するに

は、［グループまたはユーザ名］リストで名前を選択し、［次のユーザ/グループのパ

ーミッション：<ユーザ/グループ名>］にリストされたパーミッションに対して［許可］

または［却下］チェックボックスをオンにします。 

 グループまたはユーザのパーミッションエントリを削除するには、［グループまたは

ユーザ名］リストで名前を選択して  をクリックします。 

 ［次のユーザ/グループのパーミッション：<ユーザ/グループ名>］で定義したパーミッ

ションがフォルダの子オブジェクトに継承されるようにするには、［すべての子オブ

ジェクトのパーミッションエントリを、子オブジェクトに適用されるここに示すエン

トリに置き換える］チェックボックスをオンにして、［適用先］リストでパーミッシ

ョン継承先オブジェクトのチェックボックスをオンにします。 

6. ［OK］をクリックします。 

 

 仮想ディレクトリ内のファイルとディレクトリへのアクセスを制限す
るには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［仮想ディレクトリ］に進みます。 

3. 保護したいディレクトリに進み、［保護］タブをクリックします。 

4. ［保護］をクリックします。 

5. ディレクトリにアクセスできるユーザを指定するには、［ユーザを追加する］

をクリックし、ユーザ名とパスワードを指定して、［OK］をクリックします。 

6. ユーザがディレクトリにアクセスしようとすると表示される、保護エリアの

タイトルを指定するには、［設定］をクリックし、タイトルを指定して［OK］
をクリックします。 

 ユーザがディレクトリにアクセスする際のパーミッションを無効にす
るには： 
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1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［仮想ディレクトリ］>［保護］タブに進み

ます。 

2. ユーザ名に対応するチェックボックスを選択し、［削除する］をクリックしま

す。 

 ディレクトリの保護を解除し、一般ユーザがディレクトリコンテンツ
を無制限に参照できるようにするには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［仮想ディレクトリ］>［保護］タブに進み

ます。 

2. ［保護を解除する］をクリックします。 

3. ［OK］をクリックして削除を確認します。 
 



 

150 ウェブサイトとドメイン 
 

仮想ディレクトリ設定を変更する 

 仮想ディレクトリの設定を変更するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループにある［仮

想ディレクトリ］に進みます。 

3. プリファレンスを変更するディレクトリを開いて  をクリックするか、当

該ディレクトリ内で［ディレクトリプロパティ］をクリックします。 

4. 必要に応じて、設定を変更してください。 

 名前：仮想ディレクトリ名を指定します。 

 パス：仮想ディレクトリとリンクしている物理ディレクトリのパスを指定します。 

 スクリプトソースへのアクセス：このチェックボックスをオンにすると、読み取りま

たは書き込みパーミッションが設定されているユーザはソースコードにアクセスでき

ます。ソースコードには ASP アプリケーションのスクリプトも含まれます。 

 読み取りパーミッション：このチェックボックスをオンにすると、ユーザはファイル

またはディレクトリ、および関連するプロパティを読み取ることができます。 

 書き込みパーミッション：このチェックボックスをオンにすると、ユーザはファイル

および関連プロパティを仮想ディレクトリにアップロードしたり、書き込み可能なフ

ァイルのコンテンツを変更することができます。書き込みパーミッションは、HTTP 
1.1 プロトコルの PUT 機能がサポートされているブラウザのみで有効です。 

 ディレクトリの参照：このチェックボックスをオンにすると、ユーザは仮想ディレク

トリのファイルとサブディレクトリのハイパーテキストリストを参照できます。 

 訪問をログに保存する：このチェックボックスをオンにすると、仮想ディレクトリへ

の訪問者に関する情報が保存されます。 

 アプリケーションの作成：このチェックボックスを選択すると、Web ディレクトリを

IIS アプリケーションにします。当該ディレクトリはウェブサイトの他の部分から論理

的に独立します。 

 実行パーミッション：仮想ディレクトリで許可されるプログラムの実行レベルを選択

します。 

 なし：HTML や画像ファイルなどの静的ファイルへのアクセスのみを許可します。 

 スクリプトのみ：スクリプトの実行のみを許可します。その他の実行可能ファイル

を実行することはできません。 

 スクリプトと実行可能ファイル：制限がすべて解除され、すべてのファイルタイプ

を実行できます。 
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 親パスの使用を許可する：このチェックボックスをオンにすると、現在のウェブディ

レクトリの 1 つ上のフォルダを、パス名にダブルピリオドを使用して表現できます。

これによってユーザは、具体的なフォルダ名や全体の階層構造を知らなくてもフォル

ダの上位へ移動できます。このオプションを選択する場合、親パスディレクトリのプ

ロパティで［実行パーミッション］チェックボックスをオンにすることはできません。 
これにより、親パスで許可されないプログラムをアプリケーションで実行することは

できなくなります。 

 MTA（マルチスレッドアパートメント）モードでのアプリケーション実行を許可する：

このチェックボックスをオンにすると、MTA（マルチスレッドアパートメント）モー

ドでアプリケーションを実行できます。選択をクリアすると、アプリケーションは STA
（シングルスレッドアパートメント）モードで実行されます。STA では、各アプリケ

ーションプールは専用のプロセスで実行されます。MTA では 1 つのスレッドで複数の

並列アプリケーションプールが実行されるので、場合によってはパフォーマンスが向

上します。 

 デフォルトドキュメントを使用する：このチェックボックスをオンにすると、現在の

ウェブディレクトリでデフォルトドキュメントを使用することができます。デフォル

トドキュメントとは、ユーザがファイル名を指定せずにウェブ上のディレクトリにア

クセスした場合に送信されるドキュメントです（例えば、「http://www.parallels.com」

にアクセスすると「http://www.parallels.com/index.html」が表示されます）。このチ

ェックボックスをオフにして、［ディレクトリの参照］チェックボックスをオンにす

ると、ウェブサーバがフォルダのリストを返します。このチェックボックスをオフに

して、［ディレクトリの参照］チェックボックスもオフにすると、ウェブサーバは「ア

クセス禁止」のエラーメッセージを返します。 

 デフォルトドキュメントの検索順序：IIS がデフォルトドキュメントを検索する順序を

指定します。 最初に検索されたファイルがユーザに提供されます。一致するドキュメ

ントがない場合、IIS はデフォルトコンテンツページが無効である場合と同じ結果を返

します。 

 匿名アクセスを許可する：このチェックボックスをオンにすると、インターネットユ

ーザは認証なしでディレクトリにアクセスできます。 

 SSL が必要：このチェックボックスをオンにすると、SSL 暗号化された接続でしかフ

ォルダにアクセスできなくなります。 

 ASP 設定：ASP ベースのウェブアプリケーションに固有の設定を行います。 

 使用している ASP ベースのウェブアプリケーションが、IIS で設定しているデータ

転送制限では正常に動作しない場合、変更したいフィールドの横の［親ディレクト

リの定義を使用］チェックボックスをクリアして、必要な数値を入力してください。 

 サーバ側で ASP アプリケーションのデバックを有効にするには、［親ディレクト

リの定義を使用］チェックボックスをクリアして［ASP サーバサイドスクリプトの

デバッグを有効にする］チェックボックスをオンにします。 

 クライアント側で ASP アプリケーションのデバックを有効にするには、［親ディ

レクトリの定義を使用］チェックボックスをクリアして［ASP クライアントサイド

スクリプトのデバッグを有効にする］チェックボックスをオンにします。 
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root ディレクトリの ASP 設定を変更する場合、デフォルトのチェックボックスは

［親ディレクトリの定義を使用］ではなく［IIS の定義を使用］であることに注意

してください。 

5. ［OK］をクリックして変更を保存します。 
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MIME タイプを追加および削除する 

MIME（Multipurpose Internet Mail Exchange）タイプは、サーバから受信するファイルをウ

ェブブラウザまたはメールアプリケーションがどのように処理するのかを決定します。例え

ば、ウェブブラウザは、サーバ上のアイテムを要求するときに、そのオブジェクトの MIME
タイプも同時に要求します。グラフィックなど一部の MIME タイプは、ブラウザ内で表示す

ることができます。ワープロ文書などその他のタイプを表示するには、外部のアプリケーシ

ョンが必要になります。 

ウェブサーバは、クライアントのウェブブラウザにウェブページを提供するときに、データ

の MIME タイプも同時に通知します。特定形式のファイルが添付または埋めこまれている場

合、IIS はクライアントアプリケーションに対し、当該ファイルの MIME タイプについても通

知します。この結果、クライアントアプリケーションは、IIS から受信したデータをどのよう

に処理または表示すればよいのかを判断できます。 

IIS は、登録されている MIME タイプのファイルしか処理できません。MIME タイプは、グロ

ーバル IIS レベルでも、ウェブサイトまたは仮想ディレクトリレベルでも定義することができ

ます。ウェブサイトのメインディレクトリまたは仮想ディレクトリレベルで定義されたMIME
タイプは、定義したエリアのみで使用されますが、グローバル定義された MIME タイプはす

べてのドメインおよび仮想ディレクトリに継承されます。このような継承が行われないと、

登録されていない MIME タイプのファイルに対する要求がウェブサーバに受信されたときに、

ウェブサーバは 404.3（Not Found）エラーを返すことになってしまいます。 

 仮想ディレクトリに新規 MIME タイプを追加するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループにある［仮

想ディレクトリ］に進みます。 

3. 必要な仮想ディレクトリに進み、関連する名前のリンクをクリックします。 

4. ［MIMEタイプ］タブをクリックします。 

5. ［MIMEタイプの追加］をクリックします。 

6. 以下を指定します。 

 ファイルの拡張子を［拡張子］フィールドに入力します。ファイル拡張子の先頭はド

ット（.）にします。 あるいは、ワイルドカード（*）を使用すれば、ファイル拡張子

に関係なくすべてのファイルが対象となります。 

 ［コンテンツ］フィールドにファイルコンテンツのタイプを指定します。 

 リストから適切な値を選択することも、新規コンテンツタイプを定義することもでき

ます。新規コンテンツタイプを定義するには［カスタム］を選択し、入力ボックスに

コンテンツタイプを入力します。 
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7. 作成を完了したら［OK］をクリックします。 

 仮想ディレクトリの MIME タイプを編集するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループにある［仮

想ディレクトリ］に進みます。 

3. 必要な仮想ディレクトリに進み、関連する名前のリンクをクリックします。 

4. ［MIMEタイプ］タブを選択します。 

5. リストから必要なMIMEタイプを選択します。 

 ファイルの拡張子を［拡張子］フィールドに入力します。ファイル拡張子の先頭はド

ット（.）にします。 あるいは、ワイルドカード（*）を使用すれば、ファイル拡張子

に関係なくすべてのファイルが対象となります。 

 ［コンテンツ］フィールドにファイルコンテンツのタイプを指定します。 

 リストから適切な値を選択することも、新規コンテンツタイプを定義することもでき

ます。新規コンテンツタイプを定義するには［カスタム］を選択し、入力ボックスに

コンテンツタイプを入力します。 

6. ［OK］をクリックして変更を保存します。 

 仮想ディレクトリの MIME タイプを削除するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループにある［仮

想ディレクトリ］に進みます。 

3. 必要な仮想ディレクトリに進み、関連する名前のリンクをクリックします。 

4. ［MIMEタイプ］タブを選択します。 

5. 削除したいMIMEタイプに該当するチェックボックスをオンにします。 

6. ［削除］をクリックします。 

7. 削除を確認して［OK］をクリックします。 
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IISアプリケーションプールをセットアップする

（Windows） 
IIS アプリケーションプールには、サイトにインストールされたすべてのウェブアプリケーシ

ョンが含まれます。サービスプロバイダによりサイトに専用 IIS アプリケーションプールが付

与されている場合、自分のドメインで使用するウェブアプリケーションを、同じサーバ上で

ウェブサイトをホスティングしている別のホスティングユーザが使用しているウェブアプリ

ケーションから分離することができます。各アプリケーションプールは独立して動作するた

め、あるアプリケーションプールでエラーが発生しても、別のアプリケーションプールで動

作しているアプリケーションには影響がありません。 

一度アプリケーションプールを有効にすると、ドメイン上のすべてのウェブアプリケーショ

ンで使用されます。 

 ウェブサイト用の専用 IIS アプリケーションプールをスイッチオンす
るには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループにある［ウ

ェブサイト用の専用IISアプリケーションプール］に進みます。 

3. ［スイッチオン］をクリックします。 

4. このアプリケーションプールで使用できるCPUリソース量を制限するには、

［CPUモニタリングをスイッチオンする］チェックボックスをオンにして［最大

CPU使用率（%）］フィールドにパーセント値を入力します。 

5. ［OK］をクリックします。 

 アプリケーションプールで稼働しているアプリケーションをすべて停
止するには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループにある［ウ

ェブサイト用の専用IISアプリケーションプール］に進みます。 

2. ［停止］をクリックします。 

 アプリケーションプール内のアプリケーションをすべて起動するに
は： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループにある［ウ

ェブサイト用の専用IISアプリケーションプール］に進みます。 
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2. ［起動］をクリックします。 

既知のメモリリークがあるか、長期的な使用により状態が不安定になったアプリケーション

を実行している場合は、アプリケーションを再起動した方がよい場合があります。 

 アプリケーションプールで稼働しているアプリケーションをすべて再
起動するには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループにある［ウ

ェブサイト用の専用IISアプリケーションプール］に進みます。 

2. ［リサイクル］をクリックします。 

 ウェブサイト用の専用 IIS アプリケーションプールをスイッチオフす
るには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループにある［ウ

ェブサイト用の専用IISアプリケーションプール］に進みます。 

2. ［スイッチオフ］をクリックします。 
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Web Deployによるウェブパブリッシング（Windows） 
Web Deploy（ウェブデプロイメントツール）とは、ウェブサイトおよびウェブアプリケーシ

ョンの移行、管理、導入を簡素化する Microsoft 製のツールです。具体的には、Visual Studio®
（IDE）や WebMatrix®（開発ツール）などのローカル環境でコードを作成してから、Web 
Deploy を使用して本稼働サーバに更新内容を定期的に発行します。 

Visual Studio® と WebMatrix® の違い 

アカウントにコードの更新内容をシームレスに発行できる環境を必要とするユーザにとって、

Visual Studio® または WebMatrix® が主な選択肢となります。 

 Visual Studio® は、あらゆる規模の .NET アプリケーションやサイトを作成するための標

準的な統合開発環境（IDE）です。基本的な機能を拡張できる様々なプラグインが用意さ

れています。ただし、Visual Studio® でアプリケーションを実行およびデバッグするため

には、追加の構成を行う必要があります（データベースおよび環境設定の準備など）。し

たがって、このツールは上級ユーザ向けです。 

 一方、WebMatrix® は、アプリケーションテンプレートや作業用アプリケーション

（WordPress、Joomla）を設定なしで使用できます。リストからアプリケーションを選択

するだけで、顧客アカウントにアプリケーションを追加したり、アプリケーションを実行

することができ、構成は WebMatrix® によって透過的に行われます。さらに、WebMatrix® 
内でプロジェクト用のホスティングプランを簡単に探し、契約することができます。従っ

て、このツールは初心者ユーザにも適しており、設定不要なアプリケーションやテンプレ

ートを活用して迅速に開発を進めることができます。WebMatrix® のインストールおよび

使用について詳しくは、http://www.microsoft.com/web/webmatrix/ を参照してください。 

お好みでプロジェクトに適したツールを選択してください。 

Visual Studio® および WebMatrix® でウェブパブリッシングを構成する 

一般に、自分（自社）の環境でウェブパブリッシングをセットアップするには、公開の設定

用画面で、顧客アカウントの IP アドレスとコントロールパネルへのログイン用ユーザ名/パス

ワードを指定します。 

WebMatrix® では、公開の設定は［ホーム］>［公開］で行います。これらの設定は、手動で

指定することも、XML ファイルで指定することもでき、Panel が自動的に生成します。特定

のウェブサイト用のファイルをダウンロードするには、［ウェブサイトとドメイン］>［高度

なオペレーション］>［Web Deploy パブリッシングの設定］で、対応する［ダウンロード］リ

ンクをクリックします。これらの設定は、Web Deploy が Panel サーバにインストールされ、

実行されている場合にのみ指定できます。これらの設定が表示されない場合は、ホスティン

グプロバイダにご相談ください。 

WebMatrix® でのウェブパブリッシングのセットアップ方法について詳しくは、

http://www.microsoft.com/web/post/how-to-publish-a-web-application-using-webmatrix（英語）

を参照してください。 

Visual Studio® での発行設定について詳しくは、

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/7z83t16a.aspxを参照してください。 
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注： 顧客アカウントに更新内容をセキュア接続で送信したい場合は、発行設定の対応するオ

プションを選択してください。ホスティングプロバイダが有効な SSL 証明書を所有していな

い場合は、発行を試みるとエラーメッセージが表示されます。この問題を解決するには、ホ

スティングプロバイダに相談するか、セキュア接続の使用を中止してください。 

WebMatrix® パブリッシング設定をセキュリティ保護する 

WebMatrix® パブリッシング設定を保持する XML ファイルには、顧客アカウントのパスワー

ドが含まれています。管理者には、Panel を構成して XML ファイルからこれらのパスワード

を除外できるオプションがあります。管理者がシステムのセキュリティを向上し、パスワー

ド盗難を防止したい場合は、XML ファイルからパスワードを除外するように指定できます。

この場合、顧客が WebMatrix® にパスワードを直接入力する必要があります。オプションは

［ツールと設定］>［サーバ設定］ページにあります。 



 

  
 

Parallels Web Presence Builder（別名「エディタ」）は、小規模企業の事業主や個人が

ウェブサイトを簡単に作成することを可能にするビジュアルエディタです。Web 
Presence Builder では、コードを記述したりサーバを構成することなく、ブログやオン

ラインストアなどのウェブサイトをセットアップすることができます。サイトを構成す

るコンテンツブロック（テキスト、画像ギャラリー、オンラインストア）をページ上に

ドラッグするだけでページにコンテンツブロックが追加され、これらのブロックにコン

テンツを追加したり、完成したページを公開することができます。これで完了です。 

ウェブサイトの作成を開始する 

ウェブサイトの作成を開始する際は、テキストの記述、画像の検索、サイトの外観の調

整などを行う必要はありません。ウェブサイトに最も適したトピックを選択すると、

Web Presence Builder によって、選択したトピックに関連するページ、画像、テキス

トのセットが含まれるサイトテンプレートが生成されます。Web Presence Builder は、

ウェブサイトを生成するたびにエレメントデザインを無作為に選んで使用するため、同

じウェブサイトのデザインが繰り返し作成されることはありません。 

ユーザがトピックを選択すると、追加の情報の入力が求められ、これらの情報は Web 
Presence Builder によってウェブサイトのページに追加されます。例えば、電話番号を

入力すると、連絡先のページに表示されます。 

ウェブサイトの作成を開始する手順について詳しくは、「ウェブサイトを作成する

（163ページ）」のセクションを参照してください。 

SiteBuilder 4.5 で作成したウェブサイトをインポートする 

SiteBuilder 4.5 で作成したウェブサイトが既に別の場所でホストされている場合、この

ウェブサイトを新しい顧客アカウントにインポートすることができます。SiteBuilder 
4.5 ウェブサイトを Web Presence Builder にインポートする方法は、「SiteBuilder 4.5 か
らサイトをインポートする（164ページ）」のセクションで確認してください。 

サイトにコンテンツを追加する 

Web Presence Builder でウェブサイトが作成されると、このウェブサイトにコンテン

ツを追加することができます。主に使用する編集ツールは、Web Presence Builder の
メインメニューです。このメニューで、以下の作業を実行できます。 

 サイトの構造を変更する： ページの追加または削除 

 ウェブサイトデザインを編集する： 色およびレイアウトの変更 

第 5 章  
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 サイトにコンテンツを追加する： 不要な事前定義済みコンテンツの削除や、独自の

要素の追加： 

 テキスト 

 画像および画像ギャラリー 

 動画 

 スクリプト 

 ブログ 

 検索ボックス 

 その他の要素 

 訪問者によるソーシャルメディア（Facebook、Twitter など）でのウェブサイト共
有を可能にする： サイトのページにソーシャルメディアボタンを追加します。 

エディタで実行できる作業について詳しくは、「Web Presence Builder エディタに慣れる

（161ページ）」のセクションを参照してください。 

ウェブサイトの外観とコンテンツの管理について詳しくは、「ウェブサイトを編集する

（166ページ）」のセクションを参照してください。 

インターネット上にサイトを公開する 

ウェブサイトの編集が完了したら、インターネット上にウェブサイトを公開します。自

社のドメイン名で訪問者がサイトを閲覧できるようにするには、メインメニューで［公
開］をクリックします。このリンクをクリックすると、Web Presence Builder によっ

て、ウェブサイトを構成する静的ページとスクリプトが生成され、サーバ上の適切な場

所に保存されます。これにより、ブラウザでドメイン名を指定したユーザがウェブサイ

トを閲覧できるようになります。ウェブサイトの公開について詳しくは、「ウェブサイ

トをインターネットに公開する（199ページ）」のセクションを参照してください。 

また、サイトのコピーを人気ソーシャルネットワークの Facebook に作成して、サイト

訪問者を増やすことができます。この方法は、「ウェブサイトコピーを Facebook に公

開する（200ページ）」のセクションを参照してください。 



 

  
 

Web Presence Builder に慣れる 

Web Presence Builder エディタのインターフェースには、ウェブサイトとメインメニ

ューという 2 つのメインパートがあります。 

ウェブサイトは、多数のエレメントまたはモジュールから構成されます。各モジュール

は個別に編集可能です。ここでは、ウェブサイトモジュール編集の基本原理を説明しま

す。この基本原理はすべてのモジュールで類似しています。 

ページにモジュールを追加する際は、現在のページのみに表示するか（ページ固有のモ

ジュール）サイトの全ページに表示するか（サイト全体のモジュール）を選択すること

ができます。ただし、検索、広告、サイトロゴ、ナビゲーション、ブレッドクラムの各

モジュールは例外となります。これらのモジュールを追加すると、ウェブサイトの全ペ

ージに表示されます。 

現在のページのみにモジュールを表示するには、［モジュール］タブの下でモジュール

を選択し、「ページ固有のエリア」というテキストでマークされた任意のエリアにドラ

ッグします。このようなエリアは、メインのコンテンツブロック内および各サイドバー

の上部付近にあります。 

ウェブサイトのすべてのページにモジュールを表示するには、［モジュール］タブの下

でモジュールを選択し、「サイト共通エリア」というテキストでマークされた任意のエ

リアにドラッグします。このようなエリアは、メインのコンテンツブロックの上と下、

サイドバー内、ヘッダ、フッタにあります。 

ウェブサイトモジュールを配置または編集するには、ウェブサイト内の変更したい場所

の上にカーソルを動かします。モジュールの周囲に、点線のフレームが表示されます。

モジュールの移動、編集、または削除を確認するパネルが、このフレームの横に表示さ

れます。 

ページ固有のモジュールの周囲にある点線フレームは緑色、サイト共通モジュールの点

線フレームは青色です。 

エディタのメインメニューでは、ウェブサイト編集オプションが次の 5 つのタブの下に

まとめられています。 

 モジュール： ここでは、必要なモジュールを選択してページ内の任意の場所にドラ

ッグすることによって、ウェブサイトにコンテンツを追加できます。 

 デザイン： ここでは、ウェブサイトのレイアウトと一般的なカラースキームの選択、

各種要素の色変更、フォントや境界スタイルの選択などが可能です。 

 ページ： ここでは、ページの追加や削除、名前変更、ページのメタ情報（検索エン

ジンに利用される説明やキーワードなど）の編集、ページの非表示化（訪問者がサ

イトメニューからアクセスできなくなる）などが可能です。 
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 ドキュメント： ここでは、ドキュメント、画像、その他のファイルを各種フォーマ

ットでホスティングアカウントにアップロードできます。アップロード後は、ウェ

ブサイトのページにこれらのドキュメントへのリンクを簡単に挿入できます。ある

いは、独自のニーズのために、ホスティングアカウントにファイルを保存だけする

ことも可能です。 

 設定： ここでは、検索エンジンに使用されるウェブサイト名、説明、およびキーワ

ードの編集、サイトアイコン（ファビコン）のアップロード、検索エンジンの検索

結果におけるウェブサイトランキングの最適化、Google Analytics へのサイトの登

録、Facebook ページへのサイトコピーの追加を実行できます。 

メインメニューでは、以下の作業も実行できます。 

 ダッシュボードにアクセスして以下を実行できます。 

 ウェブサイトの訪問統計を参照する。統計情報は Google Analytics が提供するも

のです。 

 ウェブサイトのページに訪問者が残した新しいコメントを参照する。コメント機

能は Disqus が提供するものです。 

 オンラインストアを訪問した顧客からの新しい注文を参照する。オンラインスト

ア機能は Ecwid が提供するものです。 

 ウェブサイトのコピーを保存または読み込むには、［保存］または［元に戻す］オ

プションを使用します。 

 Web Presence Builder ビデオチュートリアルにアクセス、ユーザガイドを閲覧、また

はフィードバックを送る。［ヘルプ］メニューで該当するオプションを選択します。 

 ［公開］ボタンを使用してウェブサイトを公開する。 

 ［その他］>［やり直す］で、サイトに加えた変更を取り消し、サイトを新たに作

成する。この操作を行っても、既に公開済みのサイトコピーは削除されません。 

 ［その他］>［サイトを削除する］を選択して、現在のウェブサイトのドラフトを

エディタから削除する。この操作を行っても、既に公開済みのサイトコピーは削除

されません。 

必要に応じてメインメニューをページ内の任意の場所にドラッグしたり、最小化するこ

とができます。 

また、ページ内の任意の場所でコンテキストメニューを使用して、メインメニューのす

べてのオプションにアクセスすることができます。コンテキストメニューは、右クリッ

クで表示されます。 

 



 

  
 

ウェブサイトを作成する 

ウェブサイトの作成を簡単にするために、Web Presence Builder には事前定義された

ウェブサイトトピックのセットが用意されています。ウェブサイトの作成を開始するに

は、最も適したトピックを選択すると、Web Presence Builder によってこのトピック

に関連するコンテンツを含むウェブサイトが生成されます。例えば、小売店のウェブサ

イトには価格表テンプレート、アーチストのサイトには画像ギャラリーなどが含まれま

す。該当するトピックが見当たらない場合は、サービスプロバイダに対し、適切なテン

プレートを作成してトピックのリストに加えるように依頼することができます。 

また、ウェブサイトの作成を開始すると、必要な情報を入力するよう Web Presence 
Builder から要求されます。Web Presence Builder は必要に応じてこの情報を特定のペ

ージ（例えば会社情報ページやお問い合わせページ）に自動的に追加します。 

注： Web Presence Builder は、顧客のウェブサイトページを除くいかなる場所でも、

これらの情報を保存または使用しません。この情報は後で変更または削除ができます。 

 Web Presence Builder でウェブサイトの作成を開始するには： 

1. 該当するリンクをクリックしてWeb Presence Builderを起動します。 

 契約にドメイン名が 1 つだけ存在する場合は、［ホーム］タブまたは［ウェブサ

イトとドメイン］タブで［Web Presence Builder を起動する］をクリックします。 

 複数のドメイン名がある場合、利用可能なドメイン名のリストで、該当する［Web 
Presence Builder で編集する］リンクをクリックしてください。 

2. ウェブサイトのトピックを選択します。 

3. ウェブサイト名を入力し、ウェブサイトの言語を選択します。 

4. ［サイトを作成する］をクリックし、ウェブサイトに含める情報を指定し

ます。 
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SiteBuilder 4.5 からサイトをインポー

トする 

SiteBuilder 4.5 で作成したサイトを、Web Presence Builder にインポートすることがで

きます。 

注： 4.5 より古いバージョンの SiteBuilder や別のコンテンツ管理システムからのサイ

トのインポートはサポートされません。 

バージョン 4.4 以前の SiteBuilder で作成したサイトを移管するには、以下の手順に従

ってください。 

 ホスティングプロバイダに対し、アカウントを最新バージョンの Web Presence 
Builder にアップグレードするよう依頼します。 

 コンテンツのコピー＆ペーストによって、サイトを手動で移管します。 

サイトのインポートを行うと、サイトの構造およびコンテンツの大部分は正常に移管さ

れますが、すべてのコンテンツが移管されることは保証されません。 

以下の要素は、ほとんどの場合正常にインポートされます。 

 サイトマップ 

 静的ページ（テキストモジュール内のリンクや画像を含む）。30 KB を超えるテキ

ストブロックは、一部のテキストが削除される可能性があります。 

 バナー（カスタム画像ではない場合） 

 スローガン、サイトタイトル 

 ロゴ（カスタム画像ではない場合） 

 フッタのテキスト 

 メタ情報（キーワード、説明） 

これら以外のモジュールは、静的コンテンツ、リンク、画像を含むテキストウィジェッ

トとしてのみインポート可能です。ボタンは機能しません。画像ギャラリーの構造は、

画像なしでインポート可能です。 

 SiteBuilder 4.5 からサイトをインポートするには： 

1. Web Presence Builderエディタを開き、トピック選択画面で［SiteBuilder 
4.5からサイトをインポート］をクリックします。 

2. インポートするサイトのインターネットアドレス（ドメイン名）を入力

します。例えば「http://example.com」のように入力します。 
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3. チェックボックスをオンにして、インポートで発生する可能性がある問

題について同意して［サイトをインポート］をクリックします。 

4. サイトをインポートしてから、必要に応じてレビューおよび編集（166
ページ）します。インポートされたサイトバージョンをオリジナルサイ

トと比較し、不足している情報を手動で追加できます。 

5. 編集が終了したら、顧客アカウントでサイトを公開します（199ペー

ジ）。 

SiteBuilder 4.5で作成したサイトをホストしているウェブスペースで新しいサイトを公

開すると、古い方のサイトが上書きされます。 



 

  
 

ウェブサイトを編集する 

Web Presence Builder で、ウェブサイトのほとんどの要素を変更することができます。

大部分の要素はその場で変更可能です。つまり、その要素が使用されるページを開き、

要素を編集して、すぐに変更結果を確認することができます。サイト全体で共通の要素

（検索ブロックや広告ブロック）は、一箇所で変更するとすべてのページに変更が適用

されます。 

注： Internet Explorer を使用している場合、ブラウザウィンドウに表示されるテキスト

のサイズを変更するためにブラウザの拡大機能を使用することは避けてください。Web 
Presence Builder で作成されるウェブサイトの機能と外観は、標準の拡大率（100%）

に合わせて最適化されています。 
 

構造： ページおよびナビゲーション 
ここでは、ページをサイトに追加する方法、サイト構造内でページの場所を設定する方

法、およびナビゲーションリンクの追加方法を説明します。 
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ページを追加および削除する 

サイトには、2 レベルのページ階層を設定できます。 

 ウェブサイトに新しいページを追加するには： 

1. [ページ] タブに進みます。 

2. ［ページを追加するをクリックします。新しいページが、緑色にハイラ

イトされて表示されます。 

3. 新しいページを適切な場所にドラッグするか、矢印を使用して配置しま

す。 

4. ページのタイトルを指定します。 

5. 検索エンジンの結果ページに表示されるページコンテンツの概要と、検

索エンジンでページの検索に使用される可能性があるキーワードを指定

します。 

注： ［ページ名］と［ページリンク名］は入力必須フィールドです。［説明］と［キ

ーワード］はオプションフィールドです。1 ページに複数のキーワードを指定する

場合は、スペースを使用せずにコンマでキーワードを区切ります。 

6. ウェブサイトの訪問者に対してページを表示しない場合、［ページを表

示しない］チェックボックスをオンにします。 

7. パスワード認証でページへのアクセスに制限を加えるには、［ページを

保護する］チェックボックスをオンにして、ユーザ名とパスワードを指

定します。 

8. ［OK］をクリックして変更を保存します。 

 ページの場所またはプロパティを変更するには：  

1. [ページ]タブを開きます。 

2. 編集するページを選択します。 

3. ページを適切な場所にドラッグするか矢印を使用してページを配置しま

す。 

4. ページのタイトルを編集します。 

5. 検索エンジンの結果ページに表示されるページコンテンツの概要と、検

索エンジンでページの検索に使用される可能性があるキーワードを編集

または削除します。 
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注： ［ページ名］と［ページリンク名］は入力必須フィールドです。［説明］と［キ

ーワード］はオプションフィールドです。1 ページに複数のキーワードを指定する

場合は、スペースを使用せずにコンマでキーワードを区切ります。 

6. ウェブサイトの訪問者に対してページを表示しない場合、［ページを表

示しない］チェックボックスをオンにします。 

7. パスワード認証でページへのアクセスに制限を加えるには、［ページを

保護する］チェックボックスをオンにして、ユーザ名とパスワードを指

定します。 

8. ［OK］をクリックして変更を保存します。 

 ウェブサイトからページを削除するには： 

1. [ページ]タブを開きます。 

2. 削除するページを選択します。 

3. ［ページを削除する］をクリックします。 

4. ［OK］をクリックして変更を保存します。 
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ナビゲーションリンクを追加および削除する 

デフォルトで、サイトページへのリンク付きの水平ナビゲーションバーはサイトのヘッ

ダの下または上に挿入されます。サイトにページを追加、サイトでページを変更または

移動、サイトからページを削除すると、自動的に更新されます。 

サイトでサイドバーを使用する場合、ヘッダの下の水平バーには第 1 階層のページへの

リンクのみが含まれ、第 2 階層と第 3 階層のリンクはサイドバーに表示されます。 

ナビゲーションブロックは、サイト内の他のエリアにドラッグして移動することができ

ます。 

それぞれのナビゲーションブロックに対して、メニューに含めるページ階層を指定した

り、メニューの配列を変更したり（例： デフォルトの左揃えから中央揃えに変更）、

リンクで使用するフォントの色、スタイル、サイズを変更することができます。これら

の任意の設定を変更するには、ナビゲーションブロックの上にカーソルを置いて［編集］

をクリックします。 

ナビゲーションブロックを削除した場合は、再び挿入することができます。これを行う

には、［モジュール］タブで［ナビゲーション］を選択し、ページ内の追加したい場所

にブロックをドラッグします。ナビゲーションブロックはウェブサイトのすべてのペー

ジに挿入されます。 

サイト訪問者のナビゲーションを向上するために、ブレッドクラムナビゲーションブロ

ックを追加することもできます。ブレッドクラムナビゲーションとは、サイトのメイン

ページから現在のページまでユーザが辿るパスを示すリンクです。ブレッドクラムナビ

ゲーションブロックを追加するには、［モジュール］タブで［ブレッドクラム］を選択

し、ページ内の追加したいエリアにモジュールをドラッグします。ナビゲーションブロ

ックはウェブサイトのすべてのページに挿入されます。 
 

デザイン： レイアウト、スタイル、カラースキ

ーム、ヘッダ 
ここでは、サイトのレイアウト、カラースキーム、ヘッダ要素を変更する方法を説明し

ます。 
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ウェブサイトのレイアウトを変更する 

サイトのレイアウトは、以下の要素から構成されています。 

 ヘッダ： これは、バナー画像や会社ロゴを配置する最上部のエリアです。ヘッダで

は、以下の操作を実行できます。 

 バナー画像とロゴをヘッダエリアからページ内の任意の場所に移動する。 

 ヘッダからすべての要素を削除して、ヘッダの高さを 25 ピクセルまで縮小する。 

 ヘッダの幅をデフォルトサイズから 100% から変更して、ページの幅に合わせ

て伸縮するようにする。 

 コンテンツエリア： 大部分のコンテンツが配置される、ウェブページのメインエリ

アです。コンテンツエリアでは、以下の操作を実行できます。 

 コンテンツエリアの高さを調整する。 

 コンテンツエリアを複数カラムに分割する。これには、新しいモジュールをコン

テンツエリアの左端または右端にドラッグして挿入します。 

 コンテンツを左または右に移動して、コンテンツエリアのカラムの場所を変更す

る。 

 サイドバー： これらは、任意のモジュール（サイト共通またはページ固有）を配置

するために使用できる垂直カラムです。サイドバーでは、以下の操作を実行できま

す。 

 サイドバーを 1 つ追加して、コンテンツエリアの左または右に配置する。 

 サイドバーを 2 つ追加する。2 つのサイドバーは、コンテンツエリアの左と右に

配置されます。 

 サイドバーの高さと幅を調整する。 

 サイドバーをページの上部に移動して、ヘッダエリアの左または右に配置する。 

 サイドバーの位置を入れ替える。 

 フッタ： これは、一般に会社名、連絡先、著作権表示などが記載されている最下部

のエリアです。フッタでは、以下の操作を実行できます。 

 フッタからすべての要素を削除して、ヘッダの高さを 25 ピクセルまで縮小する。 

 フッタの幅をデフォルトサイズから 100% から変更して、ページの幅に合わせ

て伸縮するようにする。 

 サイトのレイアウトを変更するには：  

1. ［デザイン］タブで［レイアウト］タブを開きます。 

2. サイドバーの数を選択します。［サイドバー］の下で、なし、1、2のいず

れかを選択します。 

3. サイドバーの位置を選択します。 
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 ウェブサイトの別サイドにサイドバーを移動するか、サイドバーの位置を入れ替

える（サイト内でサイドバーを 2 つ使用している場合）には、［サイドバーをス

イッチ］をクリックします。 

 ページの上部にサイドバーを移動するには、レイアウトモデルでサイドバーをク

リックします。 

4. ページ要素のサイズを設定する： 

 ウェブサイトの合計幅を設定するには、［ウェブサイトの幅］の下で以下のいず

れかを選択します。 

 固定レイアウト： ウェブサイトは、ページを表示しているブラウザウィンド

ウのサイズを問わず、決まったサイズとなります。この場合、ウェブサイト

の幅をピクセル単位で指定してください。 

 可変レイアウト： 現在のブラウザウィンドウのサイズに対する割合で表示さ

れます。この場合、ブラウザウィンドウのサイズに対する割合をパーセント

で指定してください。 

 ページの幅に合わせてヘッダエリアとフッタエリアの幅を変更するには、レイア

ウトモデルで該当する要素をクリックしてください。 

 ［列の最小高（ピクセル）］で、メインコンテンツエリアと各サイドバー（使用

する場合）の高さを指定します。 

この値は、コンテンツなしでのウェブサイト要素の高さを示します。メインコン

テンツエリアとサイドバーにコンテンツを追加すると、コンテンツに合わせて高

さが拡張します。 

 サイドバーを 1 つまたは 2 つ使用する場合、［サイドバーの幅］で各サイドバー

の幅を指定します。メインコンテンツエリアのサイズは、自動的に決まります。 

 ［余白のサイズ（ピクセル）］で、縦横の余白のサイズを指定します。余白とは、

隣り合う要素の境界と境界の間のスペースです。 

5. ［OK］をクリックして変更を保存します。 
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ウェブサイトの色、フォント、および境界とコーナーの

スタイルを選択する 

ウェブサイトの一般的なカラースキームまたはスタイルセットは、4 色で構成されてい

ます。それぞれの色は複数のウェブサイト要素で共有されます。個々の要素の色は、［デ

ザイン］タブ>［色］タブで変更できます。 

 ウェブサイトの基本的なカラースキームを選択するには： 

1. ［デザイン］タブで［スキーム］タブを開きます。 

2. メニューで、ウェブサイトのカラースキームまたはスタイルセットを選

択します。 

ウェブサイトのカラースキームに使用される 4 色が表示されます。 

3. ウェブサイトのカラースキームのいずれかの色を変更するには、該当す

る色フィールドをクリックし、16進の色コード値を変更するか、カラ

ーピッカーで色を選択します。 

注： これらの変更は、［色］タブで以前に変更した個々の要素の色より優先されま

す。 

4. ［OK］をクリックして変更を保存します。 

 個々のウェブサイト要素の色を選択する： 

1. ［デザイン］タブで［色］タブを開きます。 

2. メニューでウェブサイト要素を選択します。 

3. 要素の背景色を変更するには、背景色のフィールドをクリックし、16
進の色コード値を変更するか、カラーピッカーで色を選択します。 

4. グラデーションで塗りつぶすには、［グラデーション］オプションを選択

し、メニューからパターンを選択します。 

5. テキスト付きの要素のフォント色を変更するには、該当する色フィール

ドをクリックし、16進の色コード値を変更するか、カラーピッカーで

色を選択します。 

注： ［スキーム］タブでスタイルセットを変更すると、［色］タブでの変更より優

先されます。 

6. ［OK］をクリックして変更を保存します。 

 ウェブサイトのヘッダと本文のフォントを選択する： 

1. ［デザイン］タブで［フォント］タブを開きます。 
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2. 各フォントタイプに対して、メニューでフォント名とサイズを選択しま

す。 

3. ヘッダに対して、フォントの書式を選択します。太字（Bアイコン）と斜

体（Iアイコン）を選択できます。 

注： ここで行う設定は、ウェブサイトのフォントの基本的なルールのみを定義しま

す。個々の要素のフォントは、それぞれの場所でいつでも変更することが可能です。 

4. ［OK］をクリックして変更を保存します。 

 ウェブサイト要素のコーナーの形状を選択します（角または丸）： 

1. ［デザイン］タブで［コーナー］タブを開きます。 

2. ［ページエリア］メニューで、形状を変更するコーナーを選択します。 

3. 以下のいずれかを実行します。 

 角丸コーナーにするには、該当するチェックボックスをオンにしてください。 

 四角コーナーにするには、該当するチェックボックスをオフにしてください。 

4. ［OK］をクリックして変更を保存します。 

 ウェブサイト要素の枠線を選択する： 

1. ［デザイン］タブで［枠線］タブを開きます。 

2. ウェブサイト内の要素の枠線タイプを、［内部コンテナの枠線］メニュー

から選択します。 

3. 枠線を設定する要素を選択します。 

注： ウェブサイトのすべての要素に対して内部枠線のタイプを 1 つだけ選択できま

すが、この枠線を使用するか否かは、個々の要素に対して設定可能です。 

4. ウェブサイトの外枠を、［サイト外部の枠線］メニューから選択します。 

5. ［OK］をクリックして変更を保存します。 
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ウェブサイトのヘッダ要素を変更する 

サイトヘッダは、次の要素から構成されています。 

 バナー： バナーでは、以下の操作を実行できます。 

 独自のバナー画像をアップロードする。 

 Web Presence Builder ライブラリからバナーを選択して適用する。 

 バナーを削除して、背景に色または画像を表示する。 

 ヘッダエリアからバナーとすべての要素を削除して、バナーの高さを 25 ピクセ

ルに縮小する。 

 バナーをコンテンツエリアに移動し、特定のページまたはウェブサイトの全ペー

ジに挿入する。 

注： 1つのサイトで使用できるバナーは1つだけです。特定のページに挿入す

ることを選択すると、ウェブサイト内の他のページに追加することはでき

ません。このため、サイト共通エリアに配置することをお勧めします。 

 ロゴ画像： ロゴでは、以下の操作を実行できます。 

 独自のロゴ画像をアップロードする。 

 ヘッダエリアからウェブページ内の他の部分（サイドバーやコンテンツエリアな

ど）にロゴを移動する。 

 サイト共通エリアに、任意の数のロゴ画像を挿入する。 

 ロゴを削除する。 

 サイト名： 通常ここには、会社名またはサイトに関する短い説明（「John Doe の

レシピ」など）が含まれます。 

 サイトスローガン： 通常ここには、サイトの説明または会社スローガンが含まれま

す。 

 バナーの画像またはヘッダのその他の要素（ロゴ、サイト名、ス
ローガン）を変更するには： 

1. バナー画像をクリックします。 

2. 以下のいずれかを実行します。 

 Web Presence Builder ライブラリ内の画像を使用するには、［以下から選択す

る： ライブラリ］オプションを選択してから、［画像リスト］メニューで画像

を選択します。適切な画像を探すには、［推奨］オプションを選択するか、入力

ボックスにキーワードを入力してください。 

 独自の画像を使用するには、［以下から選択する： 自分のファイル］オプショ

ンを選択してから、［参照］をクリックし、使用したい画像を選択してください。

GIF、JPEG、PNG 形式の画像ファイルのみを使用できます。幅は 900 ピクセル

以内を推奨します。 
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 画像を削除するには、［画像なし］オプションを選択し、ヘッダブロックの高さ

をピクセル単位で指定してください。 

3. バナーのサイズをヘッダエリアに合わせるには、［画像サイズを合わせ

る］チェックボックスをオンにします。 

4. ［バナー要素を表示］の下で、ヘッダに表示する要素のチェックボックス

をオンにします。 

5. ロゴ画像を削除するか、独自のロゴをアップロードするには、ロゴ画像

をクリックします。 

6. サイト名またはスローガンを変更するには、ヘッダで該当フィールドを

クリックし、必要に応じて変更を加えます。 

ヘッダエリア内で、ウェブサイト名、説明、ロゴのブロックを自由に移動すること

ができます。 

バナーを削除した場合は、再び挿入することができます。 

 バナーを挿入するには： 

［モジュール］タブで［バナー］を選択し、サイト共通エリアにモジュールをドラッグ

します。 

 ロゴ画像を挿入するには： 

［モジュール］タブで［サイトロゴ］を選択し、サイト共通エリアにモジュールをドラ

ッグします。新しいロゴ画像をアップロードし、左揃え、中央揃え、または右揃えに並

べることができます。 

コンテンツ： テキスト、表、画像、動画、フォ

ーム、およびスクリプト 
このセクションでは、サイトにコンテンツを追加したり、エディタのモジュールで提供

される便利な機能を追加して拡張することができます。 

ページにモジュールを追加する際は、現在のページのみに表示するか（ページ固有のモ

ジュール）サイトの全ページに表示するか（サイト共通モジュール）を選択することが

できます。ただし、検索、広告、サイトロゴ、ナビゲーション、ブレッドクラムの各モ

ジュールは例外となります。これらのモジュールを追加すると、ウェブサイトの全ペー

ジに表示されます。 

 現在のページのみにモジュールを表示するには、［モジュール］タブの下でモジュ

ールを選択し、「ページ固有のエリア」というテキストでマークされた任意のエリ

アにドラッグします。このようなエリアは、メインのコンテンツブロック内および

各サイドバーの上部付近にあります。 
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コンテンツエリアを複数のカラムに分割していずれかのカラムにモジュールを挿入

するには、コンテンツエリアの左端または右端にモジュールをドラッグするとモジ

ュールが挿入されます。 

 ウェブサイトのすべてのページにモジュールを表示するには、［モジュール］タブ

の下でモジュールを選択し、「サイト共通エリア」というテキストでマークされた

任意のエリアにドラッグします。このようなエリアは、メインのコンテンツブロッ

クの上と下、サイドバー内、ヘッダ、フッタにあります。 

 
 

テキスト、表、ハイパーリンク、および画像 

 ページにテキスト、リスト、表、または画像を追加するには： 

1. [モジュール]タブで[テキストと画像]を選択し、ページにモジュールをド

ラッグします。 

 現在のページにテキストと画像付きのブロックを追加するには、「ページ固有の

エリア」というテキストでマークされた任意のエリアにモジュールをドラッグし

ます。このようなエリアは、メインのコンテンツブロック内および各サイドバー

の上部付近にあります。 

コンテンツエリアを複数のカラムに分割していずれかのカラムにブロックを挿

入するには、コンテンツエリアの左端または右端にモジュールをドラッグすると

モジュールが挿入されます。 

 サイト内の全ページにテキストと画像付きのブロックを追加するには、「サイト

共通エリア」というテキストでマークされた任意のエリアにモジュールをドラッ

グします。このようなエリアは、メインのコンテンツブロックの上と下、サイド

バー内、ヘッダ、フッタにあります。 

2. 画面にテキストを入力し、モジュールのツールバーにあるアイコンを使

用して、テキストの書式設定や表、ハイパーリンク、画像の追加を実行

します。 

［テキストと画像］モジュールのツールバーから、以下のツールと機能を利用すること

ができます。 
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1. ウェブページ内でテキストと画像のブロックを移動します。 

2. ブロックをコンテンツごと削除します。 

3. 変更を保存します。 

4. 変更をキャンセルします。 

5. ツールバーを移動します。 

6. 段落スタイルとフォントを選択します。 

7. フォントサイズを選択します。 

8. フォントスタイルを選択します（太字、斜体、下線、取り消し線）。 

9. テキストおよび背景の色を選択します。 

10. テキストの並び方を、左揃え、中央揃え、右揃え、両端揃え（文字間にスペースを

追加してテキストを左余白と右余白の両方に揃える）から選択します。 

11. 段落のインデントレベルを増減します。 

12. 番号または行頭文字を付けて箇条書きします。 

13. 表を挿入し、行数と列数を指定します。 

表を挿入すると、ツールバーにアイコンが追加されます。これらを使用して、表の

行と列のプロパティを変更したり、行と列を挿入または削除したり、表内のセルを

分割または結合することができます。 

14. キーボードにない記号（著作権、商標など）やその他の Unicode 記号を挿入します。 

15. 水平線を挿入します。 

16. ページの HTML ソースコードを編集します。 

17. 変更を元に戻すか、やり直します。 

18. ウェブサイトまたは外部リソースのページにハイパーリンクを追加（または削除）

します。ウェブページの特定のセクションに HTML アンカーを挿入し、サイトの他

のページからリンクを張ることができます。 

19. 画像の挿入、サイズの調整、代替テキストやテキストラッピングの指定ができます。

ブラウザで画像の表示がサポートされない場合や、画像を表示しないように設定さ

れている場合は、画像の代わりに代替テキストが表示されます。 

1 ページに多数の画像を挿入する場合は、［テキストと画像］モジュールの代わりに［画

像ギャラリー］モジュールの使用を検討してください。画像ギャラリーを使用すると、

ローカルコンピュータから画像をアップロードしたり、Picasa ウェブアルバムの写真

共有サービスで公開されている画像を使用することができます。 

 サイトに画像ギャラリーを追加し、画像をアップロードするに
は： 
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1. [モジュール]タブで[画像ギャラリー]を選択し、ページにモジュールをド

ラッグします。 

2. モジュール設定の［画像ストレージ］タブで、画像を保存する場所を選択

します。 

 使用できる Picasa ウェブアルバムのアカウントがない場合は、Web Presence 
Builder オプションをオンにしておいてください。サイトで使用するすべての画像

は、顧客アカウントに保存されます。 

 Picasa ウェブアルバムにアカウントがなく、Picasa に保存する画像をサイトで

使用したい場合は、以下の手順に従ってください。 

a. Picasaオプションを選択し、［画像ストレージ］タブのリンクをク

リックしてGoogleにサインインし、Web Presence Builderから

アルバムへのアクセスを付与します。 

b. 使用したい画像が含まれるアルバムを選択し、［アルバムを作成］

をクリックして新しいアルバムを作成します。 

c. ギャラリーから画像を削除したときに、Picasaウェブアルバム

からもこの画像が削除されるようにWeb Presence Builderを設

定するには、［ギャラリーから削除するときに画像自体も削除す

る］チェックボックスをオンにしてください。 

Web Presence Builder エディタを使用して画像ギャラリーに画像をアップロー

ドすると、これらの画像は Picasa ウェブアルバムのアカウントに自動的にコピ

ーされます。ギャラリーから画像を削除すると、［ギャラリーから削除するとき

に画像自体も削除する］オプションがオンの場合に限り、画像は Picasa ウェブ

アルバムから削除されます。 

3. （オプションのステップ）画像ギャラリーに表示される画像サムネイル

のサイズを選択するには、［ギャラリーのプロパティ］タブをクリックし

てサムネイルのサイズを選択します。 

 小（95 x 75 ピクセル） 

 標準（140 x 130 ピクセル）： これはデフォルト設定です。 

 大（170 x 170 ピクセル） 

4. ギャラリーに画像を追加するには、［ここをクリックして画像をアップロ

ードします］というテキストをクリックし、アップロードする画像を選

択して、［OK］をクリックします。 

複数の画像を選択して一括アップロードできます。サポートされる画像フォーマッ

トは GIF、JPEG、PNG のみです。 

1024 x 768 ピクセル以内に画像をサイズ変更することをお勧めします。 

5. 画像のタイトルと説明を変更するには、対応するサムネイルをクリック、

タイトルまたは説明をクリックして、テキストを編集します。 
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デフォルトテキスト全体を削除すると、公開後のサイトにこのテキストは表示され

ませんが、Web Presence Builder エディタでサイトを編集する際には引き続き表示

されます。 

 ギャラリーから画像を削除するには： 

画像サムネイル上にカーソルを置いて、［x］アイコンをクリックします。 

画像ギャラリーをすべての画像ごと削除するには： 画像ギャラリーブロックの上にカ

ーソルを置いて、［削除］をクリックします。 

 テキストにハイパーリンクまたはメールアドレスへのリンクを挿
入するには： 

1. リンクを設定するテキストを選択します。 

2. ［テキストと画像］モジュールのツールバーで、  アイコンをク

リックします。 

3. 以下のいずれかを実行します。 

 サイト内の他のウェブページへのリンクを追加するには、［このサイトのページ

へのリンク］オプションを選択してください。［ページを選択する］メニューで、

リンク先のウェブページを選択します。 

 ウェブページへのリンクや他のサイト内のファイルへのリンクを追加するには、

［他のサイトへのリンク］オプションをオンにして、アドレスを指定します。例

えば「http://example.com」のように入力します。 

 ドキュメントマネージャを使用して以前にアップロードしたドキュメントまた

は他のダウンロード可能なファイル（「ドキュメントおよびその他のダウンロー

ド可能なファイル（187ページ）」で説明）へのリンクを追加するには、［この

サイト上のドキュメント］オプションをオンにして、ターゲットファイルを選択

します。 

 送信先メールアドレスが事前設定された新しいメールメッセージを開くリンク

を追加するには、［インターネット上のウェブページまたはファイルへのリンク］

オプションを選択し、「mailto:<address>」と入力します。例えば

「mailto:postmaster@example.com」のように入力します。 

以下が可能です。 

 メッセージの件名を事前定義します。例えば

「mailto:postmaster@example.com?subject=My%20Subject」のよ

うに入力します。 

 CC および BCC に受信者を追加します。例えば

「mailto:postmaster@example.com?subject=My%20Subject&cc=a
ddress1@example.com&bcc=address2@example.com」のように入力し

ます。 
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 メッセージ本文のテキストを事前定義します。例えば

「mailto:postmaster@example.com?subject=My%20Subject&body
=This%20is%20sent%20from%20your%20site!」のように入力します。 

注： スペースは「%20」に置き換えてください。 

4. ［リンクの開き方：］メニューで、ターゲットページをどこで開くかを選

択します。同じブラウザウィンドウまたはタブで開くか、新しいブラウ

ザウィンドウまたはタブで開くかを選択できます。 

5. ［件名］ボックスに、リンク上にカーソルを置くと表示される説明を入

力します。 

6. ［OK］をクリックします。 
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埋め込み動画 

ウェブサイトのページに、YouTube（youtube.com）、Vimeo（vimeo.com）、MySpace
（myspace.com）、Dailymotion（dailymotion.com)などの一般的な動画共有サイトにあ

る動画クリップを埋め込むことができます。 

 ウェブページに動画を挿入するには：  

1. [モジュール]タブで[埋め込み動画]を選択し、ページにモジュールをドラ

ッグします。 

2. 動画へのリンクを挿入するか、ファイル共有サイトでコードを取得した

場合には［コード埋め込み］オプションを選択してコードを貼り付けてく

ださい。 

3. ［OK］をクリックします。 

 動画を削除するには：  

動画の上にカーソルを置いて、［削除］をクリックします。 

お問い合わせフォーム 

サイト訪問者がサイトからメッセージを送信できるようにするには、お問い合わせフォ

ームを追加することができます。 

 コンタクトフォームを追加するには：  

1. [モジュール]タブで[お問い合わせフォーム]を選択し、ページにモジュー

ルをドラッグします。 

2. ［設定］タブで、以下を指定してください。 

 受信者のメールアドレス： メールアドレスは 1 つだけ指定できます。 

 メッセージの件名：  

 メッセージ送信ボタンに表示するテキストです。 

3. フォームのフィールドを追加、移動、または削除するか、フィールドの

ラベルを変更するには、［フィールド］タブをクリックし、必要な変更

を加えてください。 

4. メッセージ送信時に表示される「メッセージが送信されました。ありが

とうございました。」というデフォルトメッセージを変更するには、［返

信］タブをクリックして新しいテキストを入力してください。 

5. ［OK］をクリックします。 
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 コンタクトフォームを削除するには：  

フォームの上にカーソルを置いて、［削除］をクリックします。 

ブログ 

サイトでオンライン日記を更新するか、特定のテーマの記事を定期的に更新して日付順

に表示するには、ブログを使用します。 

ブログモジュールは、サブページを持たないファーストレベルのページのみに追加でき

ます。ブログ記事には、テキスト、画像、埋め込みビデオ、およびスクリプトを使用で

きます。ブログ記事ごとに、検索エンジンに使用されるページ説明やメタ情報を別々に

設定することができます。ブログ記事は［ページ］タブ（167ページ）には表示されま

せん。 

サイト訪問者がブログ記事にコメントできるようにするには、サイトへのコメント機能

を提供する無料サードパーティサービスである Disqus に登録する必要があります。コ

メントは Disqus に保存されます。 

 ウェブページにブログを追加するには：  

1. [モジュール]タブで[ブログ]を選択し、ページにモジュールをドラッグし

ます。 

2. モジュールプロパティで以下を指定します。 

 ページに表示する記事数 

 サイト訪問者がコメントを残すことが可能かどうか 

3. ［OK］をクリックします。 

4. コメント機能を有効化するには、［新しいブログ記事を投稿するにはここ

をクリックします］リンクをクリックします。 

5. 空白のブログ記事の一番下にあるグレーの情報ボックス内をクリックし

ます。 

6. Disqusに登録するには、［登録］ボタンをクリックします。登録フォー

ムが、新しいブラウザウィンドウまたはタブに表示されます。 

7. 以下を指定します。 

 サイトの URL、必要な名前、略称（一意の ID）： このサイト ID（略称）は、

ブログモジュールの設定でコメントを有効化するときに指定する必要がありま

す。 

 コメントモデレータのユーザ名、パスワード、メールアドレスとパスワード： こ
のメールアドレス宛に確認メッセージが送信されるので、有効なアドレスを指定

するようにしてください。 
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8. ［続行］をクリックします。 

9. 言語やその他の設定を指定するには、［続行］をクリックします。 

10. 登録フォームの最終ステップでは、アクションは不要です。Disqusサイ

トからログアウトします。 

11. Disqusからの確認メッセージを受信メールボックスで確認します。この

メッセージで、アドレス確認用のリンクをクリックします。 

12. ブラウザウィンドウに戻ると、Web Presence Builderエディタでブログ

モジュールのプロパティが開きます。 

13. ［登録時に受け取ったウェブサイトIDをこちらに入力してください］という

ボックスに、Disqus登録のステップ7で指定したサイトIDを入力するか

貼り付けます。 

14. ［適用］をクリックします。 

15. ［OK］をクリックします。 

これで、ブログで訪問者からのコメントを受け付けることや、最初の記事を投稿するこ

とが可能になります。 

 ブログ記事を追加するには：  

1. ブログモジュールが含まれるウェブサイトページに進みます。 

2. ［新しいブログ記事を投稿するにはここをクリックします］リンク（［新し

い投稿のタイトル］と表示される場合もあり）をクリックします。 

3. 記事のタイトルとコンテンツを入力します。 

記事の日付を変更するには、［投稿 dd.mm.yy］フィールド内をクリックし、カレン

ダで日付を選択します。 

記事が長く、多数のテキストブロック、画像、埋め込み動画が含まれている場合、

ブログのメインページで、サイト訪問者に対してその一部（記事の冒頭）のみが表

示されるように設定できます。これを設定するには、ブログ記事の編集時に、必要

なエリアに区切り要素（「-------- リストから除外するモジュールの上にドラッグし

てください --------」という行を含む）を移動します。 

4. ［OK］をクリックします。 

5. 検索エンジンの結果ページに表示されるページの詳細と検索エンジンで

ページの検索に使用される可能性があるキーワードを表示、編集、また

は削除するには、記事タイトルの右側の空白エリアをクリックし、

［SEO設定］タブをクリックします。 

注： [記事リンク名]は必須入力フィールドです。［メタ説明］と［メタキーワード］

はオプションフィールドです。1 ページに複数のキーワードを指定する場合は、ス

ペースを使用せずにコンマでキーワードを区切ります。 
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6. ブログのメインページに戻るには、作成した記事の下の［戻る］リンク

をクリックします。 

 ブログ記事を削除するには：  

1. ブログモジュールが含まれるウェブサイトページに進みます。 

2. 記事タイトルの上にカーソルを置いて、［削除］をクリックします。 

3. ［はい］をクリックして削除を承認します。 

 ブログ記事を編集するには：  

1. ブログモジュールが含まれるウェブサイトページに進みます。 

2. 記事タイトルをクリックします。 

3. 必要な変更を行い、［OK］をクリックします。 

 ブログをすべての投稿コンテンツごと削除するには：  

1. ブログモジュールが含まれるウェブサイトページに進みます。 

2. ［新しいブログ記事を投稿するにはここをクリックします］リンクにカーソ

ルを置き、［削除］をクリックします。 

3. ［はい］をクリックして削除を承認します。 
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コメント機能 

サイト訪問者がウェブページにコメントを残せるようにするには、コメントモジュール

を該当ウェブページに挿入する必要があります。 

コメント機能には、すべてのコメントを保存および処理するサードパーティサービスで

ある Disqus を利用します。訪問者がコメントを残せるようにするには、Disqus にアカ

ウント登録し、コメントモジュールの設定にサイト ID を指定します。 

複数のコメントモジュールを 1 つのウェブサイトに挿入することができます。このサイ

ト上のすべてのコメントモジュールで同じサイト ID が使用されるため、1 つ目のコメ

ントモジュールを挿入するときにだけ、モジュール設定にサイト ID を指定してくださ

い。 

 ウェブページにコメント機能を追加するには：  

1. [モジュール]タブで[コメント機能]を選択し、ページにモジュールをドラ

ッグします。 

2. Disqusでまだアカウントを登録していない場合は、［登録］ボタンをク

リックします。登録フォームが、新しいブラウザウィンドウまたはタブ

に表示されます。 

3. 以下を指定します。 

 サイトの URL、必要な名前、略称（一意の ID）： このサイト ID（略称）は、

コメントモジュールの設定でコメントを有効化するときに指定する必要があり

ます。 

 コメントモデレータのユーザ名、パスワード、メールアドレスとパスワード： こ
のメールアドレス宛に確認メッセージが送信されるので、有効なアドレスを指定

するようにしてください。 

4. ［続行］をクリックします。 

5. 言語やその他の設定を指定するには、［続行］をクリックします。 

6. 登録フォームの最終ステップでは、アクションは不要です。Disqusサイ

トからログアウトします。 

7. Disqusからの確認メッセージを受信メールボックスで確認します。この

メッセージで、アドレス確認用のリンクをクリックします。 

8. ブラウザウィンドウに戻ると、Web Presence Builderエディタでコメン

トモジュールのプロパティが開きます。 

9. ［登録時に受け取ったウェブサイトIDをこちらに入力してください］という

ボックスに、Disqus登録のステップ3で指定したサイトIDを入力するか

貼り付けます。 
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10. ［適用］をクリックします。 

11. ［OK］をクリックします。 

顧客アカウントにウェブサイトを公開して訪問者からコメントを受け付けられるよう

になります。 

コメントの追加と表示に加え、以下を実行することができます。 

 コメントの編集 

 コメントの削除 

 コメントをスパムとしてマーク 

 特定ユーザのメールアドレスまたは IP アドレスを指定して、サイトへのコメント投

稿を禁止する 

 設定の変更（コメントの外観、トラックバック用 URL の削除など）。これを行うに

は、www.disqus.comでアカウントにログインし、［Settings］タブに進みます。 

 コメントを管理するには：  

1. Disqusにサイト管理者としてログインします。これは、次のいずれかの

方法で実行できます。 

 Disqus サイト（www.disqus.com）にアクセスしてログインする。 

 Web Presence Builder エディタで、コメントモジュールを設定したページを開

き、［Add New Comment］フィールド内をクリックします。［Post as］ボタンを

クリックし、左ナビゲーションパネルで［Disqus］リンクをクリックして、ユー

ザ名とパスワードを入力し、［Login］をクリックします。 

2. Disqusにログイン後、以下のいずれかの方法でコメントを管理すること

ができます。 

 Disqus サイトで、［Dashboard］エリアおよび［Admin］エリア内のアイテムを

使用する。 

 Web Presence Builder エディタまたは公開済みのサイトで、コメントモジュー

ルを設定したページに進み、管理したいコメントの上にカーソルを置き、コメン

トの横に表示される［Moderate］リンクを使用します。 

あるいは、サイトへのコメントが投稿されたときに Disqus から送信される通知メッセ

ージ内のリンクを使用して、コメントを管理することができます。 

 ウェブページからコメント機能を削除するには：  

1. Web Presence Builderエディタで、コメントモジュールが含まれるウェ

ブサイトページに進みます。 

2. ［Add New Comment］フィールドの上にカーソルを置いて、［Remove］を

クリックします。 



 

 Web Presence Builder でウェブサイトを作成する 187 
 

3. ［Yes］をクリックして削除を確認します。 
 

ドキュメントおよびその他のダウンロード可能なファイ

ル 

エディタに、顧客アカウントの下でファイルの操作を実行できる便利なコントロールパ

ネルが用意されています。ドキュメント、画像、その他のファイルを各種形式でエディ

タにアップロードし（［ドキュメント］タブ）、ウェブサイトのページにこれらへのリ

ンクを挿入することができます。あるいは、独自のニーズのために、顧客アカウントに

保存だけすることも可能です 

 顧客アカウントにファイルをアップロードするには： 

1. [ドキュメント]タブに進みます。 

2. ［アップロード］をクリックします。 

3. ファイルを選択して［開く］をクリックします。 

これで、サイト訪問者がこのファイルをダウンロードできるように、ウェブページにリ

ンクを挿入できます。 

 ファイルにリンクを挿入するには： 

1. リンクを設定するテキストを選択します。 

2. テキストと画像モジュールのツールバーで、  アイコンをクリ

ックします。 

3. ［このサイト上のドキュメント］オプションを選択します。 

4. ファイルを選択して［OK］をクリックします。 

 顧客アカウントからファイルを削除するには： 

1. [ドキュメント]タブに進みます。 

2. ファイルを選択して、［削除］をクリックします。 

3. 削除を確認して［OK］をクリックします。 
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ソーシャルネットワークでの共有用のボタン 

訪問者がソーシャルネットワークまたはオンラインブックマークサービスでコンテン

ツを簡単に共有できるように、Facebook、Twitter、Myspace などの人気サービスの共

有ボタンが含まれるツールバーをサイトに挿入することができます。 

 ウェブページに「ソーシャルメディアで共有」ツールバーを追加
するには： 

1. [モジュール]タブで、[Social Sharing]を選択し、ページにモジュールをド

ラッグします。 

2. ツールバーの外観を選択します。 

3. ツールバーに含まれるソーシャルネットワークと共有サービスを変更す

るには、[+] アイコンの上にカーソルを置いて［設定］リンクをクリック

します。 

サービスのリストに加えた変更は、サイトの公開後に表示されるようになります。 

4. ［OK］をクリックします。 

ソーシャルメディアツールバーを削除するには： ツールバーの上にカーソルを置いて、

［削除］をクリックします。 
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Site Search 

訪問者がウェブサイト内の情報を検索できるように、サイトに検索バーを追加すること

ができます。ウェブページに検索バーを挿入すると、サイト内の全ページに自動的に追

加されます。 

デフォルトで、検索バーは Google 検索エンジンを使用するように構成されています。

他の検索エンジンを使用したい場合、検索スクリプトコードを入手して、検索モジュー

ルに挿入することができます。 

 サイトに検索バーを追加するには： 

1. [モジュール]タブで[検索]を選択し、ページにモジュールをドラッグしま

す。 

2. 以下のいずれかを実行します。 

 Google の検索サービスを使用する場合、［Google］オプションをオンのまま残

してください。 

 他の検索エンジンを使用したい場合、［その他］を選択し、使用するサービスか

ら入手したコードを貼り付けます。 

正しいコードを挿入するように注意してください。Web Presence Builder によ

る検証は行われません。 

3. ［OK］をクリックします。 

公開後、サイトに検索バーが表示されます 

 検索バーを削除するには：  

検索バーの上にカーソルを置いて、［削除］をクリックします。 

オンラインストア 

サイトで製品またはサービスを販売したい場合、オンラインストアおよびショッピング

カートモジュールを使用して、完全な機能が用意されたオンラインストアをサイトに追

加することができます。1 つのサイトに追加できるストアは 1 つだけです。 

ストア機能は、サードパーティ SaaS ソリューションプロバイダである Ecwid が提供す

るものです。製品カタログ、画像、注文、顧客の支払いなど、すべてのデータが安全に

保存および処理されます。 

 サイトにオンラインストアを追加するには： 

1. [モジュール]タブで[オンラインストア]を選択し、ページにモジュールを

ドラッグします。 



 

190 Web Presence Builder でウェブサイトを作成する 
 

2. Ecwidのアカウントがない場合はアカウントを新規作成し、Web 
Presence BuilderでEcwidのストアを作成済みでありサイトに表示した

い場合は、既存のストアのIDを指定してください。 

Ecwid のアカウントがない場合は、以下を実行してください。 

a. モジュール設定の［一般］タブで、［Ecwidに登録］オプションを

選択します。 

b. 名前、メールアドレス、パスワードを入力します。メールアド

レスとパスワードは、Ecwidへのサインインとストアの管理に

使用します。 

c. ［送信］をクリックします。指定メールアドレスに、Ecwidから

確認メッセージが送信されます。このメールアドレスの所有者

であることを3日以内に確認しなければ、オンラインストアは無

効化されます。 

Ecwid アカウントが既にある場合、［既存のショップの ID を入力してください］オ

プションを選択し、アカウント登録時に入力したストア ID とメールアドレスを指定

して、［適用］をクリックしてください。 

3. （オプションのステップ）顧客がショッピングバッグアイコンにアイテ

ムをドラッグすることによってカートにアイテムを追加できるようにす

るには、［モジュール］タブでショッピングカートモジュールを選択し、

ページにドラッグします。 

ショッピングバッグアイコンはサイト内の全ページに挿入されます。全ページに挿

入したくない場合は、ショッピングカートモジュールを使用しないでください。こ

のモジュールを使用しなくても、顧客はカートにアイテムを追加し、製品カタログ

エリアの上部に表示される［ショッピングバッグ］リンクを使用してチェックアウ

トすることができます。 

4. （オプションのステップ）製品カタログの外観を変更するには、モジュ

ール設定で［表示］タブに進みます。 

5. ストアをセットアップするには、製品カタログにアイテムを入力し、

Ecwidによってデフォルトで追加されている野菜と果物のアイテムを削

除して、モジュールのツールバーで［管理］リンクをクリックします。 

新しいブラウザウィンドウまたはタブで、Ecwid コントロールパネルが開きます。 

6. Ecwidコントロールパネルでストアのセットアップが完了したら、Web 
Presence Builderエディタに戻り、オンラインストアモジュールのツー

ルバーで［再読み込み］リンクをクリックします。 

オンラインストアのコンテンツを Ecwid のオンラインストアと同期化するためには、

［再読み込み］リンクを使用する必要があります。 

7. ［OK］をクリックして、ストアのセットアップを終了します。 

 ストアを管理するには： 
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製品カタログの上にカーソルを置いて、［管理］をクリックします。新しいブラウザウ

ィンドウまたはタブで、Ecwid コントロールパネルが開きます。 

注： サイトの公開後は、新しい注文についての情報をダッシュボード（202ページ）で

も参照できます。 

 ストアを削除するには：  

製品カタログの上にカーソルを置いて、［削除］をクリックします。 

カスタムスクリプト 

PHP、JavaScript、または VBScript で記述したカスタムスクリプトを、ウェブサイトの

任意のページに挿入することができます。 

 ウェブページにスクリプトを挿入するには：  

1. [モジュール]タブで[スクリプト]を選択し、ページにモジュールをドラッ

グします。 

2. 入力フィールドにコードを貼り付けます。 

PHP の場合、開始タグ「<?php」を使用します。このフィールドに正しいコードを

挿入するように注意してください。Web Presence Builder による検証は行われませ

ん。 

3. ［OK］をクリックします。 

コードは、公開したウェブサイトのみで有効です。 

 スクリプトを削除するには：  

スクリプトブロックの上にカーソルを置いて、［削除］をクリックします。 

広告 

バナーエクスチェンジやその他のオンライン広告プログラムに参加している場合、サイ

トに広告ブロックを追加することができます。ウェブページに広告ブロックを挿入する

と、サイト内の全ページに自動的に追加されます。 

 広告ブロックを追加するには： 

1. [モジュール]タブで[広告]を選択し、ページにモジュールをドラッグしま

す。 

2. 入力フィールドに広告ベンダーから入手したコードを貼り付けます。 
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このフィールドに正しいコードを挿入するように注意してください。Web Presence 
Builder による検証は行われません。一部の広告ベンダーの場合、最初にアカウント

認証を行う必要があります。 

3. ［OK］をクリックします。 

公開するとウェブサイトに広告が表示されます。 

 広告ブロックを削除するには： 

ブロックの上にカーソルを置いて、［削除］をクリックします。 



 

  
 

ウェブマスター用の設定とツール 
このセクションでは、以下を実行する方法を説明します。 

 ウェブサイトの名前、説明、キーワードを変更する。 

 ウェブサイトのサイトアイコン（ファビコン）をアップロードする。 

 検索結果でウェブサイトがより上位にランクされるようにし、各種検索エンジンサ

ービスを埋め込む。 

 ウェブサイト内の特定のページやエリアが検索エンジンによってインデックスされ、

検索結果に表示されないようにする。 

 ウェブサイトの名前、説明、キーワードを編集するには：  

1. [設定]タブ>［ベーシック］タブの順に進みます。 

2. ウェブサイト訪問者のブラウザウィンドウでタイトルとして表示される

ウェブサイト名を指定します。 

3. ブラウザのタイトル部分に、ウェブサイト名と現在のページの名前を両

方表示し、検索エンジンの検索結果でウェブサイトのランクを上げるた

めには、［ページタイトルにウェブサイト名を追加する］チェックボック

スをオンにしてください。 

4. ウェブサイトの簡単な説明（最大255文字）を追加します。 

これは、新しいページのデフォルトの説明として使用されます。検索エンジンの検

索結果にウェブサイトが表示される際は、この説明が表示されます。 

5. ウェブサイトについて説明するキーワードのリストを入力してください

（10～15個のキーワードを指定することを推奨します）。 

これらのキーワードは、新しいページのデフォルトキーワードとして使用されます。

検索エンジンはキーワードを解析することにより、これらのキーワードで検索した

人に対して該当するウェブサイトを表示します。 

6. ［OK］をクリックして変更を保存します。 

ファビコンとは、ウェブサイトを訪問するとブラウザのアドレスバーに表示される小さ

なアイコンであり、お気に入りブックマークのリストでもウェブサイト名の横に表示さ

れます。各種オンラインツールを使用してファビコンを作成し、Web Presence Builder
エディタにアップロードすることができます。このファビコンは、すべてのウェブサイ

ト訪問者に対して表示されます。 

 ウェブサイトのファビコンをアップロードするには： 

1. [設定]タブ>［ベーシック］タブの順に進みます。 
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2. ［参照］をクリックして、アップロードするファビコンの場所を選択し

ます。ファビコンがアップロードされます。 

3. ［OK］をクリックして変更を保存します。 

 ウェブサイトからファビコンを削除するには： 

1. [設定]タブ>［ベーシック］タブの順に進みます。 

2. ［ファビコン］セクションで［削除］をクリックします。ファビコンが削

除されます。 

3. ［OK］をクリックして変更を保存します。 

大部分の検索エンジンでは、ウェブサイト登録時やウェブマスター支援サービスのサイ

ンアップ時に、ウェブサイトの所有者であることを証明することが要求されます。通常

は、特定のファイル名のファイルをアップロードまたは作成すれば証明が完了します。 

 ウェブサイトの所有者であることを証明するには： 

1. ［設定］タブ>［拡張］タブに進みます。 

2. 証明ファイルを提示します。 

 検索エンジンが要求する証明ファイルの名前を知っている場合は、［証明ファイ

ルを作成する］フィールドに証明ファイル名を入力し、［OK］をクリックしま

す。Web Presence Builder によって、適切な場所にファイルが作成されます。 

 証明ファイルを検索エンジンからダウンロード済みであれば、証明ファイルを

［証明ファイルをアップロードする］フィールドにアップロードし、［OK］を

クリックします。 

3. 証明ファイルの作成またはアップロードが完了し、ウェブサイトが公開

済みであれば、検索エンジンのウェブサイトで所有者であることを確認

します。 

4. ［OK］をクリックして変更を保存します。 

 ウェブサイトの HTML <head> セクションを編集するには（例え
ば、所有者認証用メタコードの追加）： 

1. Web Presence Builderのメインメニューで［設定］タブに進み、［拡張］

サブタブに進みます。 

2. ［メタデータを変更］をクリックします。 

3. フィールドにコードを入力し、［追加］をクリックします。 
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注： HTML 規格で <head> セクションに許可されている有効な HTML タグのみが

サポートされています。メタデータの変更は、ウェブサイトを公開しなければ実行

できません。 

4. ［OK］をクリックして変更を保存します。 

Google Analytics とは、訪問者に関する情報を収集するためのツールです。Google 
Analytics に登録して必要コードを取得すると、ウェブサイトに Google Analytics を埋

め込むことができます。 

 Google Analytics を埋め込むには： 

1. Google Analyticsサービスに登録し、コードを入手します。 

2. ［設定］タブ>［拡張］タブに進みます。 

3. ［Google Analyticsを組み込む］をクリックします。 

4. Google Analyticsから提供されたコードをフィールドに入力し、［追加］

をクリックします。 

注： Google Analytics はウェブサイトを公開しなければ機能しません。 

5. ［OK］をクリックして変更を保存します。 

一部の検索エンジンでは、解析と最適化のためにサイトマップを提供する必要がありま

す。Web Presence Builder エディタからサイトマップをダウンロードすることができ

ます。 

 ウェブサイトのサイトマップをダウンロードするには： 

1. ［設定］タブ>［拡張］タブに進みます。 

2. ［サイトマップをダウンロードする］をクリックします。 

3. ［OK］をクリックして、sitemap.xmlファイルのダウンロードを開始

します。 

ウェブサイトの特定のページが検索エンジンにインデックスされないようにするには、

robots.txt ファイルに適当なディレクティブを追加します。このファイルは、サイ

トの公開先である顧客アカウントに保存されています。 

 ウェブサイト内の特定のエリアが検索エンジンにインデックスさ
れないようにするには： 

1. ［設定］タブ>［拡張］タブに進みます。 

2. ［robots.txtを編集］リンクをクリックします。 
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3. 入力フィールドにディレクティブを入力します。各ディレクトリは1行
ずつ入力します。 

例えば、顧客アカウントの /private ディレクトリと /my_secret.html ファイ

ルのコンテンツが、すべての検索エンジンロボットおよびクローラによってインデ

ックスされないようにするには、次の行を追加します。 

User-agent:* 
Disallow:/private/ 
Disallow:/my_secret.html 

robots.txt ファイルの詳細および使用できるディレクティブについては、

http://www.robotstxt.org/robotstxt.htmlを参照してください。 



 

  
 

ウェブサイトのコピーの保存および

読み込み 

ウェブサイトのコンテンツとデザインに関する作業時に、各サイトの複数のコピーをサ

ーバに保存し、保存したコピー（別名「スナップショット」からサイトを復元すること

ができます。サイトコピーの保存は、以下の場合に便利です。 

 同じウェブサイトを複数バージョン用意して、後でレビュー用に読み込み、最も優

れたデザインや最も適切なバージョンを選んでインターネットに公開する。 

 サイトデザインまたはコンテンツに大幅な変更を加えるか実験を行う際に、問題発

生時に安全に元に戻せるようにする。 

注： ［画像ギャラリー］モジュール内の写真は、スナップショットには保存されませ

ん。画像は顧客アカウントまたは Picasa ウェブアルバム（このオプションを使用する

場合）に保存されます。 

 サイトの現在のデザインおよびコンテンツを保存するには： 

1. Web Presence Builderエディタのメインメニューで［保存］オプション

の横の  アイコンをクリックします。 

注： ［保存］をクリックすると、簡易保存サイトコピーが「自動保存されたスナッ

プショット」という名前で保存されます。メインメニューで［元に戻す］をクリッ

クすることにより、後でこのコピーからサイトを復元することができます。 

2. 表示されるリストから、空き保存スロットを選び、バックアップコピー

の名前を入力し、［保存］をクリックします。 

 保存したコピーからサイトを復元するには： 

1. Web Presence Builderエディタのメインメニューで［元に戻す］オプシ

ョンの横の  アイコンをクリックします。 

注： ［元に戻す］をクリックすると、前回［保存］をクリックして作成した簡易保

存コピーからサイトが復元されます。 

2. 表示されるリストで、サイトコピーを選択し、［読み込み］をクリック

します。 

3. ［はい］をクリックして復元を確認します。 

 サイトコピーをダウンロードするには： 
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1. Web Presence Builderエディタのメインメニューで［保存］オプション

の横の  アイコンをクリックします。 

2. ダウンロードするコピーを探し、 （ダウンロード）アイコンをクリッ

クします。 

3. ファイルの保存先としてコンピュータ上のディレクトリを選択し、

［OK］をクリックします。 

 サイトコピーをアップロードするには： 

1. Web Presence Builderエディタのメインメニューで［元に戻す］オプシ

ョンの横の  アイコンをクリックします。 

2. コピーのアップロード先とするスロットの横の （アップロード）ア

イコンをクリックします。 

3. サイトスナップショットファイル（SSB形式）をブラウズし、選択しま

す。 

4. アップロードしたスナップショットからサイトを復元するには、これを

選択して［読み込み］をクリックします。 

 サイトコピーを削除するには： 

1. Web Presence Builderエディタのメインメニューで［保存］オプション

の横の  アイコンをクリックします。 

2. 削除するサイトコピーを探して、対応する （削除）アイコンをクリ

ックします。 

 

 



 

  
 

インターネット上にウェブサイトを

公開する 

ウェブサイトのデザインとコンテンツをインターネットに公開する準備ができたら、メ

インメニューの右上隅にある［公開］をクリックします。Web Presence Builder によ

って、ホスティングプロバイダに指定された場所にウェブサイトが自動的に公開されま

す。 
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Facebook にウェブサイトのコピーを

公開する 

インターネット上にサイトを公開してから、Facebook（www.facebook.com）などの主

要ソーシャルネットワークサイトにサイトのコピーを公開して訪問者を増やすことが

できます。 

Facebook 上のサイトコピーには、サイトのほとんどのコンテンツが表示されますが、

デザインとレイアウトには次のような変更が適用されます。 

 ヘッダ、サイドバー、およびフッタは表示されません。 

 ナビゲーションメニューはサイトページの上部のみに表示されます。 

 ページの幅は 520 ピクセル以内に制限されます。これより広いページの場合、水平

スクロールバーが表示されます。 

 フォントの種類、サイズ、および色は、サイト所有者がこれらのフォントプロパテ

ィを Web Presence Builder エディタで明示的に選択していない限り、Facebook デ

ザインに従って変更されます。 

 画像ギャラリー、オンラインストア、ソーシャルメディアサイトでの共有用リンク

は表示されません。 

 Facebook にサイトコピーを追加するには： 

1. メインメニューで、［設定］タブ>［ソーシャルメディア］タブの順にク

リックします。 

2. ［Facebookにサイトのコピーを表示する］チェックボックスをオンにして

おきます。 

3. ［Facebookにサイトのコピーを追加する］リンクをクリックします。

Facebookホームページが新しいブラウザウィンドウまたはタブに表示

されます。 

4. Facebookアカウントにログインするには、メールアドレスおよびパス

ワードを入力し、［ログイン］をクリックします。 

5. サイトコピーを表示するFacebookページがない場合は、これを作成し

てください。作成するには、［Create It Now］をクリックして、画面の指

示に従います。ページが作成されたら、別のブラウザウィンドウまたは

タブに表示される［Parallels Web Presence Builder at Facebook］ページに戻り

ます。 
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6. ［Add Parallels Web Presence Builder Application］をクリックします。このア

プリケーションは、ホスティングアカウント上のウェブサイトと

Facebook上のサイトコピーの間の同期を行います。 

7. ページへのアプリケーション追加を確認するには、［Add Parallels Web 
Presence Builder］をクリックしてください。 

サイトコピーが追加されます。これを表示するには、左側の Facebook のナビゲーショ

ンペインで［ウェブサイト］リンクをクリックしてください。 

サイトに変更を加え、Web Presence Builder エディタで再公開すると、Facebook 上の

サイトコピーがこれに従って更新されます。 

 Facebook からサイトコピーを削除するには： 

1. Web Presence Builderエディタのメインメニューで、［設定］タブ>［ソ

ーシャルメディア］タブの順にクリックします。 

2. ［Facebookにサイトのコピーを表示する］チェックボックスをクリアしま

す。 

3. 確認のため［はい］をクリックします。 

4. Facebookページで、Web Presence Builderアプリケーションを削除し

ます。 

 



 

  
 

ダッシュボードでサイトの訪問統計、

コメント、新規注文を確認する 

サイトの公開後、Web Presence Builder のメインメニューからダッシュボードにアク

セスし、以下の作業を実行できます。 

 ウェブサイトの訪問統計を参照する。統計は、Google Analytics によって提供され、

ウェブサイト設定で Google Analytics のコードを指定すると利用可能になります。

詳しくは「ウェブマスター用の設定とツール（193ページ）」を参照してください。 

 ウェブサイトのページに訪問者が残した新しいコメントを参照する。コメントは、

コメント機能をセットアップするとダッシュボードに表示されます。詳しくは「ブ

ログ（182ページ）」および「コメント機能（185ページ）」のセクションを参照し

てください。 

 オンラインストアを訪問した顧客からの新しい注文を参照する。新しい注文は、オ

ンラインストアをセットアップするとダッシュボードに表示されます。詳しくは「オ

ンラインストア（189ページ）」のセクションを参照してください。 

 ウェブサイト訪問統計を表示するには： 

1. メインメニューで［ダッシュボード］をクリックします。 

2. ダッシュボードへの初回アクセス時に、Google Accountとサイトの関

連付けを確認してください。 

a. ［Google Analyticsへのログイン］をクリックします。 

b. Google Accountにログインします。 

c. アカウントへのアクセスを許可することを確認します。 

3. ［ウェブサイト訪問の統計］チャートの下で、［チャートをもっと見る］

リンクまたは  アイコンをクリックします。 

［概要］セクションに、過去 30 日間の以下の統計が表示されます。 

 ［プロファイルレポート］の下で現在選択されている指標についての詳細なチャ

ート。 

 過去 30 日間の合計訪問数。 

 新規訪問数。 

 ユーザの平均サイト滞在時間。 

 ページビューの合計数。 

 訪問ごとの平均ページビュー数。 
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 新規訪問率。 

［トラフィックソースの概要］のセクションには、過去 30 日間の訪問者の訪問元

ウェブサイトアドレスが表示されます。（直接）アイテムは、ブラウザでアドレス

を直接指定してサイトにアクセスした訪問者の割合を示します。 

［訪問者のロケーション］セクションには、過去 30 日間の訪問者の地理的ロケー

ションが表示されます。 

 サイト訪問者によるコメントを表示するには： 

1. メインメニューで［ダッシュボード］をクリックします。 

2. ［コメント］の下で、［ここで見る］リンクまたは  アイコンをクリ

ックします。 

3. コメントが残されたウェブページを開くには、［コメントへのリンク］を

クリックします。 

4. Disqusサイトでコメントを管理するには、［コメント管理］をクリック

します。 

 オンラインストアを訪問した顧客からの注文を表示するには： 

1. メインメニューで［ダッシュボード］をクリックします。 

2. ［注文］の下で、［ここで見る］リンクまたは  アイコンをクリック

してから、［注文］タブをクリックします。 

3. Ecwidサイトで注文を処理するには、［注文管理］をクリックします。 

 



 

  
 

ウェブサイトを削除する 

Web Presence Builder エディタからサイトを削除すると、エディタで開いている最新

のサイトドラフトと保存済みのサイトコピー（スナップショット）のみが削除されます。

ホスティングアカウントに公開されたサイトコピーは削除されません。 

 最新のサイトコピーをエディタから削除するには： 

Web Presence Builder エディタのメインメニューで、［その他］>［サイトを削除する］

の順に選択します。 
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ウェブサイトコンテンツ更新の最も簡単な方法は、FTP 経由でのアップロードです。

FTP（ファイル転送プロトコル）とは、2 つのホスト（たとえば自分のコンピュータと

Panel サーバ）間でファイルを転送するための標準ネットワークプロトコルです。Panel
が FTP サーバとなり、ユーザは任意の FTP クライアントを使用してサーバ上のディレ

クトリにアクセスします。Panel は、次のようにあらゆる FTP 機能を備えています。 

 サーバへの認証付きのアクセス： 詳しくは、「FTP アクセスクレデンシャルを変更

する（205ページ）」のセクションを参照してください。 

 複数ユーザアカウントによるコラボレーション： 詳しくは、「FTP アカウントを追

加する（206ページ）」のセクションを参照してください。 

 匿名 FTP アクセス： ソフトウェアアップデートを共有するためなどに使用できる、

認証なしのアクセスです。詳しくは、「匿名 FTP アクセスをセットアップする（208
ページ）」のセクションを参照してください。 

 

FTP アクセスクレデンシャルを変更

する 

 FTP アカウントのユーザ名またはパスワードを変更するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、アカウントに関連付け

られた複数のウェブスペースにアクセスできる場合、画面上部にある

［契約］メニューで、ウェブサイトがホスティングされているウェブス

ペースを選択してください。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブをクリックします。 

3. ［ウェブホスティング設定］をクリックします。 

4. 新しいユーザ名またはパスワードを入力します。 

5. ［OK］をクリックします。 
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FTP アカウントを追加する 

自社のウェブサイトで他のユーザと共同作業したり、他のユーザにサブドメインをホス

ティングする場合、他のユーザのために個別のFTPアカウントを作成すると便利です。 

 追加の FTP アカウントを作成するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブをクリックします。 

3. ［FTPアクセス］をクリックします。 

4. ［追加FTPアカウント］タブで［追加FTPアカウントを作成する］をクリッ

クします。 

5. 以下を指定します。 

 FTP アカウント名：任意の名前を入力します。 

 ホームディレクトリ：ユーザが FTP アカウントに接続すると表示されるディレ

クトリを選択します。 

 FTP パスワード： 

 ハードディスククォータ（Windows ホスティング）：サーバ上で FTP ユーザが

占有できるディスク容量を制限するには、［ハードディスククォータ］ボックス

の横の［無制限］チェックボックスをオフにして、ディスク容量をメガバイトで

入力します。 

 読み取りパーミッション（Windows ホスティング）。ホームディレクトリのコ

ンテンツを参照し、そこからファイルをダウンロードする権限を FTP ユーザに

与えるには、［読み取りパーミッション］チェックボックスをオンにします。 

 書き込みパーミッション（Windows ホスティング）。ホームディレクトリでデ

ィレクトリの作成/表示/名前変更/削除を行う権限を FTP ユーザに与えるには、

［書き込みパーミッション］チェックボックスをオンにします。 

Windows ホスティングでは、パーミッションを付与しないと、FTP アカウント

への接続が確立されても、ユーザにホームディレクトリのコンテンツが表示され

ません。 

6. ［OK］をクリックします。 

 追加 FTP アカウントのプロパティを変更するには： 
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1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブをクリックします。 

3. ［FTPアクセス］をクリックします。 

4. ［追加FTPアカウント］タブのリストで、必要なFTPアカウント名をクリ

ックします。 

5. 必要な変更を行い、［OK］をクリックします。 

 追加 FTP アカウントを削除するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブをクリックします。 

3. ［FTPアクセス］をクリックします。 

4. ［追加FTPアカウント］タブで削除するアカウントのチェックボックスを

オンにし、［削除］をクリックします。 

5. 削除を確認して［OK］をクリックします。 
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匿名 FTP アクセスをセットアップす

る 

他のユーザやサイトと IP アドレスを共有せず、専用 IP アドレスでサイトをホスティン

グしている場合、他のユーザが FTP 経由でファイルを匿名でダウンロードまたはアッ

プロードできるディレクトリをサイト内にセットアップすることができます。匿名 FTP
をオンにすると、ユーザは「ftp://ftp.your-domain.com」などのアドレスを持つディレク

トリに「anonymous」というユーザ名と任意のパスワードを使用してログインできる

ようになります。 

 匿名 FTP アクセスを許可するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブをクリックします。 

3. ［FTPアクセス］をクリックします。 

4. ［匿名FTP］タブをクリックします。 

5. 以下を実行してください。 

a. 匿名FTPサービスを有効にするには、［スイッチオン］をクリッ

クします。 

b. ユーザがFTPサイトにログインすると表示されるウェルカムメ

ッセージを設定するには、［ログインメッセージを表示する］チ

ェックボックスをオンにして、入力フィールドに任意のメッセ

ージテキストを入力します。 

すべての FTP クライアントでウェルカムメッセージが表示されるわけではあり

ません。 

c. サイトの訪問者に /incomingディレクトリへのファイルのア

ップロードを許可するには、［受信ディレクトリへのアップロー

ドを許可する］チェックボックスを選択します。 

d. ユーザに /incomingディレクトリでのサブディレクトリの作

成を許可するには、［受信ディレクトリでのディレクトリ作成を許

可する］チェックボックスをオンにします。 

e. /incomingディレクトリからのファイルのダウンロードを許可

するには、［受信ディレクトリからのダウンロードを許可する］チ

ェックボックスをオンにします。 
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f. アップロードするファイルが占有できるディスク容量を制限す

るには、［受信ディレクトリのディスク容量を制限する］オプショ

ンに対して［無制限］チェックボックスをクリアし、容量をキロ

バイトで指定します。 

これがハードクォータです。この制限に達すると、ユーザはディレクトリにファ

イルを追加できなくなります。 

g. 匿名FTPサーバに同時接続できる数を制限するには、［同時接続

の数を制限する］オプションに対して［無制限］チェックボック

スをオフにし、許可される接続数を指定します。 

h. 匿名FTP接続の帯域幅を制限するには、［この仮想FTPドメインの

ダウンロード帯域幅を制限する］オプションに対して［無制限］チ

ェックボックスをクリアし、最大帯域幅をキロバイト毎秒で入

力します。 

6. ［OK］をクリックします。 

 匿名 FTP サービスを設定変更するか、無効にするには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブをクリックします。 

3. ［FTPアクセス］をクリックします。 

4. ［匿名FTP］タブをクリックします。 

5. 必要な操作を実行します。 

 必要に応じて設定を調整し［OK］をクリックします。 

 匿名 FTP サービスを無効にするには、［スイッチオフ］をクリックします。 

 



 

  
 

コントロールパネルでメールアカウントを作成または削除したり、メール転送をセット

アップしたり、スパムやウイルスからの防御を設定することなどができます。メールサ

ービスの構成について詳しくは、「メールを構成する（211ページ）」のセクションを

参照してください。 

複数のメールアドレスをニュースやプロモーションの配信に使用したり、グループディ

スカッションをセットアップするには、メーリングリストのセットアップを検討してく

ださい。これは、複数のユーザが登録されているメールアドレスです。詳しくは、「メ

ーリングリストを使用する（220ページ）」のセクションを参照してください。 

メールアカウントを追加する 

 メールアドレスを作成するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［メール］タブをクリックします。 

3. ［メールアドレスの作成］をクリックします。 

4. メールアドレスの @ 記号の左側部分を入力し、（アカウントに複数の

ドメイン名がある場合は）メールアドレスを作成するドメイン名を選択

します。 

5. ［メールボックス］チェックボックスはオンにしておきます。 

このチェックボックスは、受信メールを他のアドレスに転送するメールフォワーダ

としてこのアドレスを使用する場合に限ってオフにしてください。 

6. メールボックスのサイズを指定するか、プロバイダのポリシーまたはサ

ービスプランに定義されているデフォルトサイズを使用します。 

7. 半角アルファベット5文字以上のパスワードを入力します。 

8. ［OK］をクリックします。 

 メールアドレスを削除するには： 
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1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［メール］タブをクリックします。 

3. 削除するメールアドレスに対応するチェックボックスを選択し、［削除］

をクリックします。 

4. 削除を確認して、［はい］をクリックします。 

 
 

メールを構成する 

Panel では、次の 2 つのレベルでメールサービスを構成できます。 

 メールアカウント設定の構成： これらの設定は、メールアカウントのみに影響しま

す。 たとえば、受信メッセージの転送先や、スパムの可能性があるメールの処理方

法などです。 メールアカウントに対して可能なオペレーションについて詳しくは、

「メールアカウントを構成する（212ページ）」のセクションを参照してください。 

 グローバルなメール設定の構成： これらは、契約内のすべてのメールボックスに影

響する契約全体の設定です。 たとえば、Panelで使用するウェブメールシステムや、

存在しないユーザに送信されたメールの処理方法などです。 ただし、ホスティング

プランによっては、これらの設定を使用できない場合があります。 グローバルなメ

ール設定を変更する方法は、「（高度）メールのグローバル設定を構成する（219
ページ）」のセクションを参照してください。 
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メールアカウントを構成する 
プロバイダのポリシーで、コントロールパネルでのメールアカウントとサービスのセットア

ップが許可されている場合、次のメールサービスをセットアップして使用できます。 

 顧客のドメイン名に関連付けられたメールボックス。 

 メールエイリアス： ユーザのプライマリ（メイン）メールアドレスに関連付けられてい

る追加のメールアドレス。メールエイリアスは、インターネット上で公開できる一時的な

アドレスとして使用できます。メールエイリアスとして設定しているアドレスにスパムが

届くようになった場合は、エイリアスを削除して別のエイリアスを作成できます。 

 メール転送： 各メールアカウントに対して、すべての受信メールのコピーを別のメール

アドレスに送信するメール転送サービスをセットアップできます。 

 自動返信： 各メールアカウントに対して、あらかじめ定義したメッセージをすべての受

信メールに返信する自動返信機能をセットアップできます。これは、不在時に「外出中」

や「休暇中」などの通知を送信する場合に便利です。 

 スパムからの保護： 各メールアカウントに対し、アンチスパムフィルタによるすべての

受信メッセージのチェックをセットアップすることができます。さらに、スパムと見なさ

れたメッセージの処理方法（削除、特別なフォルダに移動、またはメッセージ件名にテキ

ストを追加）を指定できます。 

 ウイルス保護： Panel では、すべての送受信メールに対してウイルスチェックを実行で

きます。 
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メール転送をセットアップする 

 メールアドレスにメール転送をセットアップするには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［メール］タブで［メールアドレス］>［転送］タブに進みます。 

3. ［メール転送を有効にする］チェックボックスをオンにします。 

4. メールの転送先とするメールアドレスを1つ以上指定します。複数のメール

アドレスを指定する場合は、スペース、コンマ、セミコロンで区切るか、改

行してください。 

5. ［OK］をクリックします。 

6. 転送したメッセージのコピーをメールボックスに残したくない場合は、［メ

ール］タブで［メールアドレス］に進み、［メールボックス］チェックボック

スをオフにして、［OK］をクリックしてください。 

 メール転送を無効にするには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［メール］タブで［メールアドレス］>［転送］タブに進みます。 

3. ［メール転送を有効にする］チェックボックスをオフにして、［OK］をクリッ

クします。 
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メールエイリアスを作成する 

 メールアカウントの追加メールアドレス（メールエイリアス）を追加
または削除するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［メール］タブで［メールアドレス］>［メールエイリアス］タブに進みます。 

3. 以下のいずれかを実行します。 

 アドレスを追加するには、［メールエイリアス］ボックスに入力し、［OK］をクリッ

クします。 

 アドレスを削除するには、削除するアドレスの右側の［削除］リンクをクリックしま

す。  
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自動返信をセットアップする 

 メールアドレスに自動返信をセットアップするには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［メール］タブで［メールアドレス］>［自動返信］タブに進みます。 

3. ［自動返信を有効にする］チェックボックスをオンにして、次の設定を指定し

ます。 

 自動返信メールの件名。 

 メッセージフォーマット。受信者によっては、HTML 形式のテキストを表示できない

ため、［テキスト形式］オプションを選択しておくことをお勧めします。 

 エンコード。メッセージ内の文字が正しく表示されるようにするためには、UTF-8 を

選択しておくことをお勧めします。 

 メッセージテキスト。 

 転送先アドレス。受信メッセージを他のメールアドレスに転送する場合、このボック

ス内に転送先のメールアドレスを入力してください。 

 添付ファイル。メッセージにファイルを添付するには、［参照］をクリックしてファ

イルを選択します。 

4. ［OK］をクリックします。 

 メールアドレスに設定した自動返信をオフにするには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［メール］タブで［メールアドレス］>［自動返信］タブに進みます。 

3. 自動返信をオフにするには、［自動返信を有効にする］チェックボックスをオ

フにして、［OK］をクリックします。 
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スパムから防御する 

 メールボックスのスパムフィルタを有効にするには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［メール］タブで［メールアドレス］>［スパムフィルタ］タブに進みます。 

3. ［このメールアドレスに対してスパムフィルタを有効にする］チェックボックス

をオンにします。 

4. スパムに分類されたメッセージをどのように処理するかを指定します。 

 ローカルコンピュータのソフトウェアを使用してメールをフィルタする場合は、［ス

パムメッセージの件名に指定テキストを追加してマーキングする］オプションを選択

し、スパムフィルタがスパムとして認識したメッセージをマーキングする方法を指定

します。デフォルトでは、「X-Spam-Flag: YES」ヘッダおよび「X-Spam-Status: Yes」
ヘッダがメッセージソースに付加され、必要に応じて件名行の先頭に特定のテキスト

文字列が追加されます。 

 スパムフィルタの精度を信頼できる場合、スパムと認識されたすべての受信メッセー

ジを自動的に削除するようにフィルタを設定できます。この場合、［スパムメッセー

ジをすべて削除する］オプションを選択します。 

 IMAP プロトコル経由でメールボックスにアクセスしており、スパムと見なされたす

べてのメッセージをスパムフィルタによって「Spam」という名前の IMAP フォルダに

移動させたい場合は、［スパムをスパムフォルダに移動する］オプションをオンにし

てください。 

すべてのメッセージは 30 日後に「Spam」フォルダから自動的に削除されるため、重

要なメッセージを見落とさないように「Spam」フォルダのコンテンツは定期的に確認

し、スパムではないすべてのメッセージを受信フォルダに戻す必要があります。 

［スパムをスパムフォルダに移動する］オプションをオンにすると、スパムフィルタ

を学習させ、受信ボックスから「Spam」へ、あるいは「Spam」から受信ボックスへ

スパムメッセージを移動して精度を上げることができます。 

5. スパムフィルタの感度を調節したい場合は、［高度な設定を表示する］をクリ

ックして、メッセージがスパムとみなされるスコアを示すポイント数を入力

してください。 

SpamAssassin は、各メッセージの本文と件名に対して複数のテストを実行します。その

ため、各メッセージに複数のポイントが記録されます。ポイントが高いほど、メッセージ

がスパムである可能性が高くなります。例えば、件名と本文にテキスト文字列「BUY 
VIAGRA AT LOW PRICE!!!」が含まれるメッセージのスコアは、8.3 ポイントになります。

デフォルトで、スコアが 7 ポイント以上のメッセージをスパムと分類するようにフィルタ

感度が設定されています。 
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 現在の設定であまりに多くのスパムメッセージが届くため、スパムフィルタの感度を

上げるには、［スパムフィルタの感度］ボックスの値を 6 などに下げて設定してみて

ください。 

 スパムフィルタでジャンクとみなされて必要なメールを受信できないため、スパムフ

ィルタの感度を下げるには、［スパムフィルタの感度］ボックスの値を上げて設定し

てみてください。 

注： スパムフィルタの精度を向上するには、このセクションの説明に従い、受信メール

メッセージのスパムフィルタに学習させることができます。 

6. 特定の送信者からのメールを常に受信したい場合は、メールアドレスまたは

ドメイン名を［ホワイトリスト］フィールドに追加してください。 

複数のアドレスが存在する場合は、アドレスごとに改行するか、コンマ、コロン、スペー

スでアドレスを区切ってください。アスタリスク（*）は任意の組み合わせ文字を意味し、

疑問符（?）は任意の一文字を意味します。例えば「address@mycompany.com」、

「user?@mycompany.com」、「*@mycompany.com」のように入力します。

「*@mycompany.com」を指定すると、「mycompany.net」というドメインを持つすべて

のメールアドレスがホワイトリストに追加されます。  

7. 特定のドメインや特定の送信者からのメールを受信したくない場合は、メー

ルアドレスまたはドメイン名を［ブラックリスト］フィールドに追加してくだ

さい。 

複数のアドレスが存在する場合は、アドレスごとに改行するか、コンマ、コロン、スペー

スでアドレスを区切ってください。アスタリスク（*）は任意の組み合わせ文字を意味し、

疑問符（?）は任意の一文字を意味します。例えば「address@spammers.net」、

「user?@spammers.net」、「*@spammers.net」のように入力します。

「*@spammers.net」を指定すると、「spammers.net」ドメインを持つすべてのメールが

ブロックされます。 

8. Windowsベースの顧客アカウントを使用している場合、信頼できる言語と文

字セットも指定できます。指定された言語と定義された文字セットで記述さ

れているメールメッセージは、スパムフィルタを通過し、スパムとマーキン

グされません。 

9. Windowsベースの顧客アカウントでは、メールの送信元のコンピュータまた

はネットワークのIPアドレスを指定することもできます。ネットワークアド

レスを指定する場合、アドレスを入力して、スラッシュの後にネットワーク

マスクを追加します。例えば「192.168.10.10/24」のようにします。 

10. ［OK］をクリックします。 

サーバの SpamAssassin スパムフィルタがアカウントに対してオンになっており、IMAP プ

ロトコル経由でメールボックスにアクセスしている場合、スパムの検出精度を改善すること

ができます。 

 スパム検出の精度を改善するには：  
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1. メールボックスに、ウェブメールまたはメールクライアントプログラムでア

クセスします。 

2. 受信フォルダ内のメッセージを確認します。すべてのスパムメッセージを

「Spam」フォルダに移動します。これにより、SpamAssassinスパムフィルタ

でのスパムの認識率が上がります。 
 

ウイルスから保護する 

システムをウイルスから防御するには、疑わしい添付ファイルは開かず、ホスティング事業

者がアンチウイルスサービスを提供していればこれを有効にし、ファイアウォールおよびア

ンチウイルスソフトウェアがPCにインストールされていることを確認してください。また、

オペレーティングシステムを常に最新の状態に維持し、適宜、セキュリティホットフィック

スとパッチをインストールします。 

 メールボックスのアンチウイルスを有効にするには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［メール］タブで［メールアドレス］>［アンチウイルス］タブに進みます。 

3. ［このメールアドレスに対してアンチウイルス防御を有効にする］チェックボッ

クスをオンにします。 

4. 使用するメールスキャンモードを選択します。受信メール、発信メール、ま

たは送受信メールに対してスキャンを有効にできます。 

5. ［OK］をクリックします。 

ウイルス感染したメッセージが届くと、メールで通知されます。プロバイダが Kaspersky 
Antivirus を使用している場合、［メール］タブの［メールアドレス］>［アンチウイルス］タ

ブで構成することができます。 

 メールボックスのアンチウイルスを無効にするには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［メール］タブで［メールアドレス］>［アンチウイルス］タブに進みます。 

3. ［このメールアドレスに対してアンチウイルス防御を有効にする］チェックボッ

クスをオフにします。 

4. ［OK］をクリックします。 
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（高度）メールのグローバル設定を構成する 
次のようなメールサービス設定を構成し、契約内で作成されたすべてのドメインに適用する

ことができます。 

 メールサービスのステータス。メールサービスのオン/オフを切り替えることができます。

メールサービスがオフになっている場合は、メールメッセージを送受信できません。 

 メールバウンス設定。デフォルトでは、貴社のドメインに存在しないメールアドレス宛て

のメールメッセージを受け取ったメールサーバは、メールを受信し、処理して、該当する

受信者がドメイン内に存在しないと認識してから、エラーメッセージ付きで送信者にメー

ルを返します。以下のいずれかを選択できます。 

 今後も、このようなメールは送信者に返す（［メッセージ付きでバウンスする］オプ

ション） 

 指定メールアドレスに転送する（［キャッチ転送］オプション） 

 指定した IP アドレスを持つ外部メールサーバに転送する（［指定した IP アドレスの

外部メールサーバに転送する］オプション）（※Windows ホスティングのみ） 

 メールを受け取らず、送信者に通知せずに拒否する（［拒否］オプション） 

 ウェブメール。サービスプランに、アカウントで使用するウェブメールプログラムを選択

するオプションが含まれている場合、グローバルメール設定でプログラムを選択できます。 

 メールサービス設定を構成するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［メール］タブで［設定の変更］をクリックします。 

3. 必要なオプションを選択し［OK］をクリックします。 
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メーリングリストを使用する 

メーリングリストとは、多数のユーザが登録されているグループメールアドレスです。メー

リングリストを使用して、複数の受信者宛てにメールメッセージを一括送信できます。メー

リングリストに登録されたユーザ宛てに送信されるメールメッセージには、テキスト形式の

メースからカラフルなニュースレターまで、さらには画像やリンクが組み込まれたプロモー

ション、マルチメディアや発表資料の添付など、あらゆるものを含めることができます。 

メーリングリストのメカニズム：Parallels Panel にメーリングリストのメールアドレスを作

成し、そこにユーザを登録します。メーリングリストのアドレス宛てにメッセージを送信す

ると、登録されたすべてのユーザがこのメッセージを受信します。 

 メーリングリストをセットアップしてユーザを登録するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［メール］タブで［メーリングリスト］タブに進みます。 

3. ［メーリングリストの作成］をクリックします。 

4. メーリングリストのアドレスを入力します。複数のウェブサイトを使用して

いる場合は、メーリングリストを作成するウェブサイトを選択してくださ

い。 

5. メーリングリストにユーザを登録するには、ユーザのメールアドレスを1行
に1件ずつ入力します。 

6. メーリングリストが作成されたことをメーリングリスト管理者に通知するた

めには、［メーリングリストの作成を管理者に通知する］チェックボックスを

オンにします。 

7. ［OK］をクリックします。 

 ユーザを登録または登録解除するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［メール］タブで［メーリングリスト］タブに進みます。 

3. メーリングリストのアドレスをクリックします。 

4. 以下のいずれかを実行します。 
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 メーリングリストにユーザを登録するには、［登録者］フィールドにユーザのメール

アドレスを 1 行に 1 件ずつ入力します。 

 ユーザの登録を解除するには、［登録者］フィールドから該当アドレスを削除します。 

5. ［OK］をクリックします。 

 メーリングリストを削除するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［メール］タブで［メーリングリスト］タブに進みます。 

3. 削除するメーリングリストに対応するチェックボックスを選択し、［削除］

をクリックします。 

4. 削除を確認して、［はい］をクリックします。 

 メーリングリストサービスと、現在選択されている契約で作成された
すべてのメーリングリストを無効にするには： 

1. ［メール］タブで［メーリングリスト］タブに進みます。 

2. ［サービスを無効にする］をクリックします。 

 現在選択している契約のメーリングリストサービスを有効にするに
は： 

1. ［メール］タブで［メーリングリスト］タブに進みます。 

2. ［サービスを有効にする］をクリックします。 
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決まった時間にホスティングアカウントでスクリプトを実行する必要がある場合は、Panel
のタスクスケジューラを使用して、スクリプトを自動実行することができます。 

タスクをスケジューリングする（Linux
ホスティング） 

決まった時間にホスティングアカウントでスクリプトを実行する必要がある場合は、Panel
のタスクスケジューラを使用して、スクリプトを自動実行することができます。 

Panel のインストール時に、以下のタスクが自動的に作成されます。 

 autoreport.php – ドメインに関するレポートを毎日、毎週、毎月配信します（3 つの

別々のタスク）。 

 backupmng – スケジュールされたドメインバックアップを 30 分ごとに開始します。 

 statistics – ドメイン別のリソース使用率の統計を生成します。 

 mysqldump.sh – 3 つの MySQL データベース（psadump、MySQL、Horde データベー

ス）のバックアップコピーを作成します。 

これらのタスクは統計、データベース、レポートに関連しているため、変更または削除しな

いことをお勧めします。 

 タスクをスケジューリングするには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループにある［ス

ケジュール済みタスク］に進みます。 

3. ［新しいタスクをスケジュールする］をクリックします。 

4. ［スイッチオン］チェックボックスはオンのままにします。 

5. コマンドを実行する時間を指定します。 

 分： 0～59 の値を指定します。 

 時： 0～23 の値を指定します。 

 日： 1～31 の値を指定します。 

 月： 1～12 の値を指定するか、ドロップダウンボックスから月を選択します。 

 曜日： 0～6（日曜日が 0）の値を入力するか、メニューから曜日を選択します。 

UNIX crontab エントリ形式を使用して、時間をスケジュールできます。この形式では、

以下の操作が可能です。 
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 複数の値をコンマ区切りで入力する。2 つの数字をハイフンでつなげると、包含範囲

を意味します。例えば、ある月の 4 日、5 日、6 日、20 日にタスクを実行するには、

「4-6,20」と入力します。 

 そのフィールドで許可されるすべての値を指定するには、アスタリスクを使用します。

例えば、タスクを毎日実行する場合、［日］テキストボックスに「*」と入力します。 

「N」ごとに実行するようにタスクをスケジュールするには、「*/N」という組み合わせを

入力します（「N」はフィールドの値で、単位は分、時、日、月）。例えば、［分］フィ

ールドに「*/15」と入力すると、15 分ごとに起動するタスクがスケジュールされます。 

月と曜日は省略名で入力できます（Aug、Jul、Mon、Sat など、英単語の最初の 3 文字）。

ただし、省略名をコンマで区切ったり、数字と一緒に指定することはできません。 

6. 実行するコマンドを指定します。［コマンド］入力ボックスにコマンドを入力

します。 

例えば、バックアップ作成タスクを指定の時間に実行し、バックアップファイルを自分の

メールアドレスに送信するには、次のコマンドを［コマンド］入力ボックスに指定します。 

/usr/local/psa/admin/sbin/backupmng 

7. ［OK］をクリックします。 

 タスク開始時に通知を受け取るには：  

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループにある［ス

ケジュール済みタスク］に進みます。 

2. ［設定］をクリックし、通知ポリシーを指定します。 

 スケジューリングされたタスクの実行を一時停止するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループにある［ス

ケジュール済みタスク］に進みます。 

3. 一時停止するタスクのリンクを、［コマンド］列でクリックします。 

4. ［スイッチオン］チェックボックスをオンにして、［OK］をクリックします。 

 スケジューリングされたタスクの実行を再開するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループにある［ス

ケジュール済みタスク］に進みます。 
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3. 実行を再開するタスクのリンクを、［コマンド］列でクリックします。 

4. ［スイッチオン］チェックボックスをオンにして、［OK］をクリックします。 

 タスクをキャンセルするには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループにある［ス

ケジュール済みタスク］に進みます。 

3. キャンセルするタスクの左側にあるチェックボックスをオンにして、［削除］

をクリックします。 

4. 削除を確認して［OK］をクリックします。 
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タスクをスケジューリングする

（Windows） 

決まった時間にホスティングアカウントでスクリプトを実行する必要がある場合は、Panel
のタスクスケジューラを使用して、スクリプトを自動実行することができます。 

Panel のインストール時に、以下のタスクが自動的に作成されます。 

 Update antivirus database： Parallels Premium Antivirus データベースを更新します。 

 Statistics calculation： トラフィックやディスク容量といったリソース使用量の統計を生

成します。 

これらのタスクはサイト統計、データベース、レポートに関連しているため、変更または削

除しないことをお勧めします。 

 タスクをスケジューリングするには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループにある［ス

ケジュール済みタスク］に進みます。 

3. ［新しいタスクをスケジュールする］をクリックします。 

4. スケジュールタスクを作成後すぐに有効化したい場合、［スイッチオン］チェ

ックボックスはオンのまま残します。 

5. ［説明］フィールドにタスクの名前を入力します。 

6. ［スケジューラからの通知］で、スケジューラによるタスク実行時に通知する

かどうかを指定します。使用可能なオプションは次のとおりです。 

 スイッチオフ： 通知しません。 

 デフォルトメールに送信： デフォルトメールアドレスに通知を送信します。 

 指定するメールアドレスに送信： 該当フィールドで指定したメールアドレスに通知を

送信します。このオプションの選択後、右側のフィールドにメールアドレスを入力す

る必要があります。 

7. 実行するコマンドまたは実行可能ファイルを指定します。［実行可能ファイル

のパス］入力ボックスに入力します。オプションを指定してコマンドを実行

する必要がある場合は、オプションを［引数］フィールドに入力します。 
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 例えば、ディスク容量を計算する統計計算タスクを実行し、example.com および

example.net ドメインの詳細を表示するには、［実行可能ファイルのパス］入力ボッ

クスに次のパスを指定します。 

C:\Program Files\Parallels\Parallels 
Panel\admin\bin\statistics.exe 

次に、以下のオプションを［引数］フィールドに入力します。 

--disk-usage --process-domains=example.com, example.net –verbose 

 独自の php スクリプトをタスクスケジューラを使用して実行するには、次のパスを［実

行可能ファイルのパス］入力ボックスに指定します。 

C:\Program Files (x86)\Parallels\Parallels 
Panel\Additional\PleskPHP5\php.exe 

次に、以下のスクリプトの場所を［引数］フィールドに入力します。 

C:\Inetpub\vhosts\mydomain.tld\httpdocs\myscript.php 

8. ［タスクの優先度］フィールドで、適切な優先度を選択します。タスクの優先

度は［低］、［中］、［高］から選択できます。 

9. ［時］、［日］、［月］、［曜日］フィールドで適切なチェックボックスをオ

ンにして、コマンドをいつ実行するかを指定します。 

10. ［OK］をクリックしてタスクをスケジューリングするか、［今すぐ実行する］

をクリックしてスケジュールしたタスクを今すぐ実行します。 

 スケジューリングされたタスクの実行を一時停止するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループにある［ス

ケジュール済みタスク］に進みます。 

3. 一時停止するタスクを選択し、該当するリンクを［説明］列でクリックしま

す。 

4. ［スイッチオン］チェックボックスをオフにします。 

5. ［OK］をクリックします。 

 スケジューリングされたタスクを再開するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループにある［ス

ケジュール済みタスク］に進みます。 
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3. 実行を再開するタスクを選択し、該当するリンクを［説明］列でクリックしま

す。 

4. ［スイッチオン］チェックボックスをオンにします。 

5. ［OK］をクリックします。 

 タスクをキャンセルするには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペースへの

アクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある［契約］

メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループにある［ス

ケジュール済みタスク］に進みます。 

3. キャンセルするタスクの左側にあるチェックボックスをオンにして、［削除］

をクリックします。 

4. 削除を確認して［OK］をクリックします。 

 

 



 

  
 

ウェブサイトに独自のデータ処理アプリケーションを組み込んだり、ウェブページをダ

イナミックに生成する場合は、データの保存や取得のためにデータベースが必要になり

ます。 その場合、サイト用に新しいデータベースを作成するか、または以前に MySQL、
PostgreSQL、または Microsoft SQL データベースにバックアップしたデータを取り込

むことが可能です。 アプリケーションカタログからアプリケーションをインストール

すると、必要なデータベースとデータベースユーザアカウントはすべて自動的に作成さ

れます。 

データベースを管理する 

Panel では、様々なデータベース管理オペレーションを実行できます。 

 データベースの作成と削除 

 既存のデータベースのインポート 

 コラボレーション用の追加データベースユーザアカウントの作成。 

これらのオペレーションについて詳しくは、この章の各セクションを参照してください。 

データベースを作成する 

 顧客アカウントに新しいデータベースを作成するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブをクリックします。 

3. ［高度なオペレーション］グループの［データベース］をクリックします。 

4. ［新しいデータベースの追加］をクリックします。 

5. データベースの名前を入力します。 

名前は、先頭をラテン文字にし、英数字とアンダースコアだけ使用することをお勧

めします（64 文字以内）。 

6. 使用するデータベースタイプを、MySQL、PostgreSQL、Microsoft SQL 
Serverから選択します。［OK］をクリックします。 
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7. データベース管理者のクレデンシャルをセットアップするには、［新し

いデータベースユーザを追加する］をクリックします。 

8. データベースのコンテンツにアクセスするために使用するユーザ名とパ

スワードを入力します。 

9. ［OK］をクリックします。 

 

 データベースとそのコンテンツを削除するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで ［データベース］に進みます。 

3. 削除するデータベースのチェックボックスをオンにします。 

チェックボックスが灰色で表示された場合、このデータベースはウェブアプリケー

ションで使用されており、該当アプリケーションを削除しなければ削除することは

できません。 

4. ［削除］をクリックします。 

5. 削除を確認して［OK］をクリックします。 

 
 



 

230 （高度）データベースを使用する 
 

データベースをインポートする 

 既存のデータベースをインポートするには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。   

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［データベース］（［高度なオペレーシ

ョン］グループ）>［新しいデータベースユーザを追加する］の順に進みま

す。 

3. データベースの名前を入力します。 名前は、先頭をラテン文字にし、

英数字とアンダースコアだけ使用することをお勧めします（64文字以

内）。  

4. 使用するデータベースタイプを選択します。 MySQL、PostgreSQL、
またはMicrosoft SQLサーバです。 ［OK］をクリックします。 

5. データベース管理者のクレデンシャルをセットアップするには、［新し

いデータベースユーザを追加する］をクリックします。 

6. データベースのコンテンツにアクセスするために使用するユーザ名とパ

スワードを入力します。 ［OK］をクリックします。 

7. ［ツール］グループの［Webadmin］アイコンをクリックします。 
phpMyAdmin、phpPgAdmin、またはASPEnterpriseManagerデータベー

ス管理ツールのインターフェースが別のブラウザウィンドウで開きます。 
データベース管理ツールにより、ウェブブラウザでデータベースユーザ

アカウントを操作したり、SQLクエリを実行できます。 

MySQL データベースを使用している場合： 

a. 左フレームの［クエリウィンドウ］をクリックして、［ファイル

のインポート］タブをクリックします。  

b. データが含まれているテキストファイルを選択し、［Go］をクリ

ックします。 

c. ［テキストファイルよりデータを挿入する］リンクをクリックしま

す。 

MS SQL データベースを使用している場合： 

a. 左フレームでデータベース名をクリックします。 

b. ［クエリ］（虫メガネボタン）をクリックします。 
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c. テキストエリアにスクリプトのテキストをコピーして［クエリの

実行］をクリックします。 

データベースおよびそのコンテンツを管理するには、MySQL、PostgreSQL、Microsoft 
SQL サーバクライアントや、Panel からアクセスできるウェブベースのデータベース管

理ツール（［ウェブサイトとドメイン］タブ>［データベース］>［データベース名］>
［WebAdmin］）を使用してください。 

データベースユーザアカウントを作成する 
他のユーザと協力してウェブサイトを管理しており、これらすべてのユーザがデータベ

ースにアクセスできるようにするには、別のユーザアカウントを作成する必要がありま

す。 

 データベースユーザアカウントを作成するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。   

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［データベース］>［データベース名］
の順に進み、［新しいデータベースユーザを追加する］をクリックします。 

3. データベースのコンテンツにアクセスするために使用するユーザ名とパ

スワードを入力します。 ［OK］をクリックします。 

 データベースユーザのパスワードを変更するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。   

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［データベース］を選択し、［データ
ベース名］>［データベースのユーザ名］をクリックします。 

3. 新しいパスワードを入力し［OK］をクリックします。 

 Webadmin ツールでのデータベース管理にデフォルトで使用する
ユーザアカウントクレデンシャルを指定するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。   

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［データベース］を選択し、データベ
ース名をクリックします。 



 

232 （高度）データベースを使用する 
 

3. 必要なユーザアカウントに該当するチェックボックスをオンにします。 

4. ［DB Webadminのデフォルトに指定する］をクリックします。 

 データベースユーザアカウントを削除するには：  

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。   

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［データベース］を選択し、データベ
ース名をクリックします。 

3. 削除するユーザアカウントのチェックボックスをオンにします。 

4. ［削除］をクリックして、削除を確認し［OK］をクリックします。  
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外部データベースにアクセスする

（Windows） 

アプリケーションで外部データベースにアクセスしてデータを保存する必要がある場

合、Panel 経由の ODBC 接続を確立する必要があります。 

 外部データベースへの ODBC 接続を確立するには： 

1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループに

ある［ODBCデータソース］に進みます。 

3. ［新しいODBC DSNを追加する］をクリックします。 

4. ODBC接続名およびその説明を、該当するフィールドに指定します。 

5. ［ドライバ］フィールドに必要なドライバを指定します。 

6. ［OK］をクリックします。 

7. ドライバの構成画面で適切なオプションを選択します。通常、データベ

ースへのパス、ユーザクレデンシャル、その他の接続オプションを、選

択したドライバに応じて指定します。 

8. ［テスト接続］をクリックして、この設定で正しく接続できることを確

認します。［終了］をクリックして作成を完了します。 

 ODBC 接続の設定を変更するには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループに

ある［ODBCデータソース］に進みます。 

2. リストから、必要な接続名をクリックします。 

3. 必要に応じて設定を変更します。 

4. ［テスト接続］をクリックして、新規設定で接続できることを確認しま

す。［完了］をクリックして変更を保存します。 

 ODBC 接続を削除するには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グループに

ある［ODBCデータソース］に進みます。 
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2. 削除する接続のチェックボックスをオンにします。 

3. ［削除する］をクリックして削除を確認し、［OK］をクリックします。 

 

 



 

  
 

データの損失は、現在で一般的に発生する問題です。ハードウェアの故障、ハッカーの

攻撃など、その原因は様々です。データの損失による影響を最小限に抑えるために、

Panel にはバックアップ/復元機能が用意されています。バックアップ時に、Panel はア

カウント構成とすべてのウェブサイトコンテンツを複数のファイルに保存します。いつ

でも自由にバックアップを復元し、破損したデータを復旧させたり、Panel を安定した

状態に戻すことができます。 

この章では、Panel で次のオペレーションを実行する方法を説明します。 

 アカウントおよびサイトに関連するすべてのデータをバックアップする。詳しくは、

「アカウントとウェブサイトをバックアップする（238ページ）」のセクションを

参照してください。 

 データベースをバックアップする（Windows）。詳しくは、「データベースをバッ

クアップする（Windows）（240ページ）」のセクションを参照してください。 

 バックアップをスケジュールする。詳しくは、「バックアップをスケジューリング

する（241ページ）」のセクションを参照してください。 

 バックアップアーカイブからデータを復元する。詳しくは、「データを復元する

（246ページ）」のセクションを参照してください。 
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データをバックアップする 

必要に応じて、Panel では次の 2 種類のバックアップを実行できます。 

 顧客アカウント設定： このバックアップはサイズが小さく、構成に問題がある場合

にアカウント設定を復元するのに便利です。 

 顧客アカウントの設定とコンテンツ： このタイプのバックアップでは、Panel がす

べてのウェブサイトのコンテンツも保存するため、ディスク領域とシステムリソー

スが余分に必要となります。このようなフルバックアップは、データの損失を防ぐ

最適な方法です。 

バックアップはいつでも手動で実行できますが、時間を指定してスケジュールすること

も可能です。例えば、フルバックアップを 1 日に一度、サイト訪問者数が少ない夜間に

行うように設定できます。バックアップのスケジュールについて詳しくは、「バックア

ップをスケジュールする（241ページ）」のセクションを参照してください。 

バックアップを保存する 

Panel にバックアップを保存する方法は 2 つあります。 

 Panel で管理されているホスティングサーバ上に保存： すべてのバックアップファ

イルは Panel サーバに他のアカウントコンテンツとともに保存されます。この場合、

バックアップファイルは契約で提供されているディスク領域を消費します。 

 リモート FTP サーバ上に保存： すべてのバックアップファイルはリモート FTP リ

ポジトリに保存されます。この場合、バックアップファイルは契約で提供されてい

るディスク領域を消費しません。バックアップを FTP アカウントに保存するように

Panel を構成する方法は、このセクションで後述します。 

    

 

 

 

 

  
 

  
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パスワード保護されたバックアップを作成する 

Panel 11.0 から、バックアップ内の機密データをパスワードで暗号化し、保護できるよ

うになりました。暗号化を施すことによって、たとえ外部バックアップストレージにセ

キュリティ侵害が発生しても、攻撃者はバックアップデータを搾取できなくなります。 

 
 

バックアップのパスワードは、以下の方法で指定できます。 

 FTP リポジトリ設定（［ウェブサイトとドメイン］>［バックアップマネージャ］>
［個人用 FTP リポジトリの設定］）。 
 

 Panel 内部リポジトリから任意の外部ロケーションへのバックアップファイルのダ

ウンロード時。 
 

これらのバックアップを Panel にアップロードして戻し、復元するときに、暗号化に使

用したパスワードを入力するためのプロンプトが表示されます。 

重要： 
1. バックアップの暗号化に使用したパスワードを忘れた場合、パスワードの問い合

わせはできません。そのため、バックアップファイル名とパスワードのリストを安全

な場所に保管しておくことをお勧めします。 
2. 2. パスワード保護されたバックアップをアップロードまたは復元する際は、正し

い暗号化パスワードを指定してください。Panel によるパスワードチェックはできま

せん。正しくないパスワードを入力してもバックアップの復元は成功しますが、誤っ

たパスワードで復号化したことにより、バックアップ内のデータがオリジナルと一致

しなくなり、破損する可能性もあります。 

    

FTP リポジトリを使用するように Panel を構成する 

バックアップファイルの保存に FTP サーバを使用する場合、［アカウント］タブ>［マ

イ・アカウントとウェブサイトのバックアップ］>［個人用 FTP リポジトリの設定］に

FTP サーバの設定を指定する必要があります。 

 FTP サーバの IP アドレスまたはホスト名。 

 バックアップファイルの保存先サーバのディレクトリ。 

 FTP アカウントにアクセスするユーザ名とパスワード。 

 バックアップ暗号化に Panel が使用するパスワード。 
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アカウントとウェブサイトをバックアップする 

 アカウントおよびすべての契約に関連するすべてのデータをバッ
クアップするには： 

1. ［アカウント］タブで［マイ・アカウントとウェブサイトのバックアップ］

>［バックアップ］の順に選択してください。 

2. 以下を指定します。 

 バックアップファイル名のプレフィックスおよび説明。任意のファイル名を指定

することはできませんが、バックアップファイル名にプレフィックスを付けるよ

うに Panel を設定することはできます。バックアップファイル名には、Panel
により、バックアップファイルの作成日時（グリニッジ標準時間）が自動的に追

加されます。 

 バックアップファイルの分割。マルチボリュームバックアップを作成するには、

該当するチェックボックスをオンにしてボリュームサイズをメガバイト単位で

指定します。 

 バックアップファイルの保存場所。バックアップファイルを保存するリポジトリ

を選択します。 

 バックアップ完了時のメール通知。バックアップ完了時に通知を受け取りたい場

合は、メールアドレスを入力します。 

 バックアップするデータの種類。アカウント設定のみをバックアップすることも、

アカウント設定とすべてのデータをバックアップすることもできます。 

 バックアップが完了するまでドメインを一時停止する - このオプションを選択

して、ウェブサイトのバックアップ中にユーザがコンテンツや設定を変更できな

いようにします。 

注： このオプションをオンにする場合、このバックアップファイルからデー

タを復元した後で、ドメインエイリアスを必要とするすべてのサイトに対

して手動でドメインエイリアスを有効にする必要があります。これを行う

には、［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グルー

プの［ドメインエイリアス］に進み、［ドメインエイリアス名］>［スイッ

チオン］を選択します。 

3. ［バックアップ］をクリックします。 

バックアップが終了すると、選択したリポジトリにバックアップファイルが保存されま

す。 

 契約に関連するすべてのウェブサイトをバックアップするには： 
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1. 複数のホスティングパッケージを契約しており、複数のウェブスペース

へのアクセス権がアカウントに付与されている場合は、画面上部にある

［契約］メニューを使用して必要なウェブスペースを選択します。 

2. ［アカウント］タブで［ウェブサイトのバックアップ］>［バックアップ］

の順に選択します。 

3. 以下を指定します。 

 バックアップファイル名のプレフィックスおよび説明。任意のファイル名を指定

することはできませんが、バックアップファイル名にプレフィックスを付けるよ

うに Panel を設定することはできます。バックアップファイル名には、Panel
により、バックアップファイルの作成日時（グリニッジ標準時間）が自動的に追

加されます。 

 バックアップファイルの分割。マルチボリュームバックアップを作成するには、

該当するチェックボックスをオンにしてボリュームサイズをメガバイト単位で

指定します。 

 バックアップファイルの保存場所。バックアップファイルを保存するリポジトリ

を選択します。 

 バックアップ完了時のメール通知。バックアップ完了時に通知を受け取りたい場

合は、メールアドレスを入力します。 

 バックアップするデータの種類。以下のバックアップを選択できます。 

 ウェブサイトの設定のみ 

 すべての設定とデータ（メールアカウントおよびメールボックス内のメッセ

ージの有無を問わず）。 

 メッージのあるメールアカウントのみ 

 バックアップが完了するまでドメインを一時停止する - このオプションを選択

して、ウェブサイトのバックアップ中にユーザがコンテンツや設定を変更できな

いようにします。 

注： このオプションをオンにする場合、このバックアップファイルからデー

タを復元した後で、ドメインエイリアスを必要とするすべてのサイトに対

して手動でドメインエイリアスを有効にする必要があります。これを行う

には、［ウェブサイトとドメイン］タブで［高度なオペレーション］グルー

プの［ドメインエイリアス］に進み、［ドメインエイリアス名］>［スイッ

チオン］を選択します。 

4. ［バックアップ］をクリックします。 

バックアップが終了すると、選択したリポジトリにバックアップファイルが保存されま

す。 
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データベースをバックアップおよび復元する

（Windows） 
Windows ベースの顧客アカウントを使用している場合、データベース、データベース

ユーザアカウント、ウェブサイトで使用されるデータをバックアップし、後で復元する

ことができます。 

以下が可能です。 

 ドメインデータベースをすべてのデータとユーザアカウントごとバックアップする。 

 データベースをバックアップファイルから復元する。 

 データベースのバックアップファイルをダウンロード、アップロード、削除する。 

 復元後に孤立したユーザを復元する。 

重要：  Panel では、ストアドプロシージャ、ビュー、およびトリガーのバックアップ

は行われません。これらのオブジェクトはバックアップユーティリティで無視され、復

元は不可能です。 

 データベースをバックアップするには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで、［バックアップマネージャ］>［デー

タベースバックアップリポジトリ］に進みます。 

2. ［データベース］メニューで、バックアップしたいデータベースを選択

します。 

3. ［バックアップ］をクリックします。 

4. バックアップファイル名を指定して［OK］をクリックします。 

5. 作成したバックアップファイルをダウンロードするには、バックアップ

処理の終了後に、次のページでファイル名をクリックします。ファイル

の保存場所を選択し、［保存］をクリックします。 

6. ［OK］をクリックします。 

 

 データベースを復元するには： 

1. コントロールパネルにログインします 

2. ［ウェブサイトとドメイン］タブで［バックアップマネージャ］>［データ

ベースバックアップリポジトリ］の順に選択し、復元するバックアップフ

ァイルのチェックボックスをオンにして、［復元］をクリックします。 



 

 （高度）データをバックアップおよび復元する 241 
 

サーバにバックアップファイルがなければ、ローカルマシンからサーバリポジトリ

にバックアップファイルをアップロードできます。 

該当するチェックボックスをオンにして復元を確認し、［OK］をクリックします。 

 バックアップリポジトリにバックアップファイルをアップロード
するには： 

1. コントロールパネルの［ウェブサイトとドメイン］で、［バックアップマ

ネージャ］>［データベースバックアップリポジトリ］の順に選択し、［バ

ックアップファイルのアップロード］をクリックします。 

2. ［データベース名］メニューで、バックアップファイルのアップロード先

リポジトリのデータベースを選択します。 

3. ［参照...］をクリックして、必要なバックアップファイルを選択します。 

4. バックアップファイルがアップロードされたらすぐにデータベースの内

容を復元したい場合は、［アップロード後すぐにデータベースバックアッ

プを復元する］チェックボックスをオンにしておきます。 

5. ［OK］をクリックします。 

データベースバックアップファイルが、指定したデータベースのバックアップリポジト

リにアップロードされます。 

バックアップをスケジューリングする 

 データのバックアップをスケジューリングするには： 

1. ［アカウント］タブで［マイ・アカウントとウェブサイトのバックアップ］

>［スケジュール済みバックアップの設定］の順に選択してください。 

2. ［このバックアップタスクを有効化する］チェックボックスをオンにして、

以下を指定します。 

 バックアップを実行する時間と頻度。 

 バックアップファイル名に追加するプレフィックス。 

 バックアップファイルの分割。マルチボリュームバックアップを作成するには、

対応するチェックボックスをオンにしてボリュームサイズをメガバイト単位で

指定します。ボリュームサイズを 4095メガバイト以上にすることはできません。 

 バックアップファイルの保存場所。バックアップファイルを保存するリポジトリ

を選択します。 

 リポジトリに保存されるバックアップファイルの最大数。バックアップファイル

をリサイクルする場合は、数字を入力します。この上限に達すると、最も古いバ

ックアップファイルが削除されます。 
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 バックアップでエラーが発生したときのメール通知。バックアップでエラーが発

生した場合にメール通知を送信するには、メールアドレスを入力します。 

 バックアップするデータの種類。アカウント設定のみをバックアップすることも、

アカウント設定とすべての関連データをバックアップすることもできます。 

 ウェブサイトのバックアップ中に、ユーザがウェブサイトのコンテンツや設定を

変更できないようにするには、［バックアップが完了するまでドメインを一時停

止する］をオンにします。 

3. ［OK］をクリックします。 
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バックアップファイルを管理する 

バックアップファイルをアップロード/ダウンロ

ードする 
Panel からバックアップファイルをダウンロードする 

Panel リポジトリからバックアップファイルをダウンロードするには、［アカウント］

タブ>［マイ・アカウントとウェブサイトのバックアップ］で該当するバックアップフ

ァイル名を選択して、ファイルの保存場所を指定します。Panel はダウンロード開始前

に、バックアップパスワードの入力を求めます。このパスワードは、Panel がバックア

ップデータに対して使用する一意の暗号鍵のベースとなります。 

    

バックアップファイルを Panel にアップロードする 

Panel リポジトリにバックアップファイルをアップロードするには、［アカウント］タ

ブで［マイ・アカウントとウェブサイトのバックアップ］から［サーバリポジトリにフ

ァイルをアップロードする］ウィザードを実行します。アップロード開始前に、以下の

バックアップパラメータの入力が Panel から要求されます。 

 バックアップファイルの保存場所。 

 暗号化パスワード。 
これはバックアップデータの暗号化に使用したパスワードです。暗号化を使用しな

かった場合は、該当するフィールドを空白のまま残してください。 

注： パスワードの入力が正しくないと、Panel は警告を発しますが、サーバへのバ

ックアップのアップロードは実行されます。バックアップの復元中に、このパスワ

ードを再入力することを求められます。 

バックアップファイルを削除する 

Panel リポジトリからバックアップファイルを削除するには、［アカウント］タブ>［マ

イ・アカウントとウェブサイトのバックアップ］で削除対象のバックアップファイルの

チェックボックスをオンにして、［削除］をクリックします。 
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データベースバックアップファイルをアップロ

ード/ダウンロードする（Windows） 

 バックアップリポジトリにバックアップファイルをアップロード
するには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで、［バックアップマネージャ］>［デー

タベースバックアップリポジトリ］に進み、［バックアップファイルのアッ

プロード］をクリックします。 

2. ［データベース名］メニューで、バックアップファイルのアップロード先

リポジトリのデータベースを選択します。 

3. ［参照...］をクリックして、必要なバックアップファイルを選択します。 

4. バックアップファイルのアップロード後すぐにデータベースの内容を復

元する場合は、［アップロード後すぐにデータベースバックアップを復元す

る］チェックボックスをオンにしておきます。 

5. ［OK］をクリックします。 

データベースバックアップファイルが、指定したデータベースのバックアップリポジト

リにアップロードされます。 

 バックアップリポジトリからバックアップファイルをダウンロー
ドするには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで、［バックアップマネージャ］>［デー

タベースバックアップリポジトリ］に進みます。 

2. ［データベース］メニューで、バックアップファイルを参照したいデー

タベースを選択します。ドメイン上のすべてのデータベースのバックア

ップファイルを参照するには、［すべてのドメインデータベース］を選択

しておきます。 

3. ダウンロードするデータベースバックアップファイルの  アイコンを

クリックします。 

4. バックアップファイルの保存場所を選択し、［保存］をクリックします。 

バックアップファイルが、バックアップリポジトリからダウンロードされます。 

 バックアップリポジトリからバックアップファイルをダウンロー
ドするには： 
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1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで、［バックアップマネージャ］>［デー

タベースバックアップリポジトリ］に進みます。 

2. ［データベース］メニューで、バックアップファイルを削除するデータ

ベースを選択します。ドメイン上のすべてのデータベースのバックアッ

プファイルを参照するには、［すべてのドメインデータベース］を選択し

ておきます。 

3. 削除するデータベースバックアップファイルのチェックボックスをオン

にします。［削除］をクリックして、削除を確認し［OK］をクリックし

ます。 
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データを復元する 

バックアップを復元する 
次の場所に保存されたバックアップファイルからデータを復元できます。 

 Panel の内部リポジトリ。 
Panel リポジトリからバックアップファイルを復元するには、［アカウント］タブ>
［バックアップ］［マイ・アカウントとウェブサイトのバックアップ］>［サーバリ

ポジトリ］タブで、復元対象のバックアップファイル名を選択します。 

 外部 FTP リポジトリ。 
Panel リポジトリからバックアップファイルを復元するには、［アカウント］タブ>
［バックアップ］>［マイ・アカウントとウェブサイトのバックアップ］>［個人用

FTP リポジトリ］タブで、復元対象のバックアップファイル名を選択します。 

バックアップファイルを選択すると、復元ウィザードが起動します。以下の復元パラメ

ータを指定することが求められます。 

 復元するデータのタイプ。 

 復元タスクが完了するまでウェブサイトを一時停止する： これを選択することによ

り、サイトのコンテンツや設定の復元中にユーザがコンテンツや設定を変更すると

発生する可能性がある競合を回避することができます。 

 復元タスクが完了したときにメール通知を送信する： 復元タスクが完了したときに

コントロールパネルから通知が欲しい場合は、メールアドレスを入力します。 

 競合解決ポリシー：  復元中に競合が発生した場合に実行する処理を指定します。 

 ［バックアップセキュリティ設定］： バックアップがパスワード保護されている場

合、［パスワード］フィールドにパスワードを入力してください。Panel では、パ

スワードの正否をチェックできません。バックアップの復元は完了しますが、デー

タが破損される可能性があります。 
ユーザパスワードをリセットする場合は、［ユーザパスワードを復号化します］オ

プションをクリアしてください。 

データの復元中にエラーまたは競合が発生した場合は、適切な解決策を選択するための

ウィザードが起動します。画面の指示に従ってウィザードを完了してください。   
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データベースを復元する（Windows） 

 データベースが既に存在しており、内容だけを復元したい場合は、
以下を実行してください。 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブで、［バックアップマネージャ］>［デー

タベースバックアップリポジトリ］に進みます。 

2. リストから必要なバックアップファイルを選択し、［選択したデータベー

スをバックアップから復元する］をクリックします。 

サーバにバックアップファイルがなければ、ローカルマシンからサーバリポジトリ

にバックアップファイルをアップロードできます。詳しくは、「データベースバッ

クアップファイルをアップロード、ダウンロード、削除する」のセクションを参照

してください。 

3. 該当するチェックボックスをオンにして復元を確認し、［OK］をクリッ

クします。 

MS SQL データベースを復元すると、一部のデータベースユーザが孤立する場合が

あります。これらのユーザがデータベースにアクセスしてデータベースを使用でき

るように、ユーザを修復する必要があります。詳しくは「孤立したデータベースユ

ーザを修復する」のセクションを参照してください。 

復元後にデータベースを修復する 

MS SQL データベースを復元すると、一部のデータベースユーザが孤立してしまう場合

があります。これらのユーザがデータベースにアクセスしてデータベースを使用できる

ように、ユーザを修復する必要があります。 

 孤立したユーザがデータベースに存在しないか確認するには： 

1. ［ウェブサイトとドメイン］タブの［高度なオペレーション］グループで

［データベース］に進み、［データベース名］を選択します。 

2. 修復しなければ正しく機能しない孤立ユーザが複数存在するという警告

が表示された場合、孤立ユーザを修復する必要があります。 

3. 孤立したユーザを修復するには、修復したいユーザに対して［修復する］

ボタンをクリックします。 

4. このユーザのパスワードを入力して［修復］をクリックします。 

パスワードのないシステムユーザである場合は、パスワードフィールドを空にして

修復を実行してください。 

 


